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最近、 我が国に おいても、 「デスクトップ パブ リツ シン ダ」 という 言葉が き (^に^ 

かれる ようにな りました。 ごく fiSptt にいって しまえば、 パーソナルコンピュータ を 
核に して、 义'? ： 人力から 印刷までの！： 稅を こなして しまおう という 試みです。 また 
しても、 アメリカに 端 を^して います。 

, 数の 多 v 、 m 字 を 処理し なくて はならない II 本の 場 仃、 fti 力に ま だ ま だ 問題 は あ 

リ ま す 力、 「デス ク ト ツ プ パブ リツ シン グ' ソフト」 と 銘打つ た、 こ の种の ソフト ゥ 
エアが 出回り 始める のに、 それほどの 時間 はかから ないで しょう (もちろん、 ここ 

では そ の^ 现 能力 につ いて は あま リ していません ） 0 
しかし、 システムの 人き さ、 ( -稀 の）^ fi 投資に^】 ij がか かる， といった ことの 

ほかに、 おたして どの あたりで 实 になる のか、 といった 想念が ある こと も せな 

いお^です。 こういった システムが お 及す るに は、 どうしても 個人 ユーザ一 の 獲得 

が必 おです。 しかし、 ^在の システム では、 flA| 入 ユーザ一 がお いそれ と 購入で きる 

よ う な 価 m 体系 に はなって いません。 ここら あたりの ジレンマ が 解決 さ れ る こと が、 
普及 一条 件に なって いるよ う な 気がします。 

II 本 語 ワープロ は、 この ところ 急速な 機能の 向上 • 進化 を 遂げて き ま したが、 「デ 
スク ト ッブ パブ リ ッ シン ダ」 でも、 ^要な 一 與を扭 つてい ます。 なかで も オーロラ 
ェ一ス は、 I！ (々の 多^な 機能 を 11 え、 ヮ一 プロと しての 機能の ほかに、 mm, ダ 
ラフ イツ ク機能 も あわせもって います。 

特に、 豊富な 文字 サイズ、 文字 種 を そのまま 画面 上で 確認で き、 印刷 時の ィメ一 

ジ がつ か みやすくな つてい るの は M 逃せ ませ ん。 レ 、 わ ゆ る 「 WYSIWYG (What 
Yoli See Is What You Get) J を 実現 している わけ です。 

本 ^は、 この 多 機能 統合， の II 本お ヮ 一プロ 「ォ一 口 ラエ一 ス」 の オペ レー ショ 
ン * マニュアルと トレ一 ニン ダ * マニュアル を 兼ねてい ます。 数多い 機能 を IJ 的 別 

に ま とめ あげる こ とで、 ュ一 ザ一 の 利 rn の 便に 供す る ものです。 

第 1 部で は、 実際に 文字 入力に 入る 前に 知って おきたい ごと、 設定して おかな け 
れ ばな らな いこと など を 解説して います。 

第 2 部で は, 機能' 目的 別に、 操作 夢 順と 使用 上の 注意点、 応用への ヒントな ど 
を 簡潔に まとめて あります。 まず、 ^1 部 をお 読みいた だき、 あと は 必要に^じて、 
II 次、 おり I など を もとに、 ^2 部の 該、 り ページ を 繰って ください。 

^永に は、 RAM ディスク、 ハ一ド ディスクの 利 川、 il 本お フロントエンド プロ 
セ / サ 「ACE」 の 他の アプリケーション ソフトへの 組み込み ゾ /と 制限 条项、 その 
他に ついての 解説 を 掲載して あります, それら を參 照して いただく ことで、 ォ一 口 
ラエ ースの 活用の 幅が よ り 一層 広がる ものと 思います。 

なお、 本書の 中には、 マニュアル にも 触れられ ていない、 いくつかの 才 ペレ一 シ 
I ン について も 記述され ています が、 特に 断り 键 きする よ うな こと はして いません。 
もちろん、 ^行 上で 問題がない こ と を 確認した う えでの ことです。 

^ llf»l; 山 一 
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^1郞 では、 オーロラ エースで 実際に 文字 
八 力 を 始める 前に 知って おきたい こと、 設定 

してお かなければ ならない こ と を 解説し ま 
す。 
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中で 3 段 組み を 行 つてい る 1 枚の 隨 総の ような ものなら、 ちょっとし た 工夫 
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実際に 多 段 組 印刷 を 行う ときには、 そちらで 行った ほうがよ いか も しれない。 
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近、 我が国に おい 
て も、 「デスクトップ 

パプ リツ シン グ j とい 
う 首 葉が 頻繁に 間 かれ 
るよう になり ました。 
ごく 簡奥 にいつ て しま 
えば、 バ一 ソナ ルコン 
ビュー タを 核に して、 

文字 人力から 印刷まで 
の 工程 を こなして しま 
おうとい ぅ弒 みです。 
また しても、 アメリカ 
に 端 を 発して います。 
画数の 多い 漢字 を処 
理 しなくて はならない 
曰 本の 場合、 出力に ま 
だま だ PflS はあります 
が、 「デスク トツ フ' パ 

ブ リツ シン グ * ソフト 
J と K 汀った、 この種 
のソフ トウ i ァが 出回 
り 始める のに、 それ ほ 

どの 時 m はかから ない 
でしよう。 



「し 1 か し 、 システムの 
大き ざ、 （一種の〉 設備 
投資に 費用が かかる と 
いづた ことのほかに、 
果たして どの あたりで 
実用になる のか、 とい 

つた K; &が ある こと も 

pj せない 事実です， 

こういった システム 
が 普及す るに は、 どう 
しても 個人 ユーザ一 の 
後 得が 必要です。 しか 
し、 現在の シス チムで 
は、 悃 人ュ一 ザ一 がお 
いそれ と睛 入で きる よ 
うな 価格 体系に はなつ 
ていません。 ここら あ 
たりの ジレンマが 解決 
される ことが、 昔 及の 
第一 条件に なって いる 
ような 気がします。 




[S」 本 語 ワープロ は、 こ 
のと ころ: &、 速な tt 能の 向 

上 * 進化 を 遂げて きまし 
たが 、「デスク ト ッブバ ブ 

リツ シン グ j でも、 重要 

な一 JE を 担って います。 
なかで も オーロラ ェ一ス 
は、 数々 の 多彩な 機能 を 
備え、 ワープロ としての 
機能の ほかに、 表 計算、 
グラフィ^ク « 能 も あわ 
せもつて います。 

特に、 豊富な 文字 サイ 
ズ、 文字 tt を そのまま 画 
面 上で 確認で き、 印刷 時 
のィ メ ージ がっかみ やす 
くな つてい るの は 見逃せ 

ません。 いわゆる 「wy 

S I WYG {Wh a t 

You See Is W 
hat Y o u o e t ) 
J を 実現して いる わけで 
す。 




The Vorld of Aurora flee 



見 fll 書 

行間^ 線と 表 計算機 能 が隱 されて いる。 

都 線 は 引いても 引かなくても よい。 

表 計算 ソ フ ト と 同 じょう に、 計^ は セル 単位で 行われる 
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見 積 




圃 6111 7 ミ 



ェ ― ス 



御 中 



下 S3 の 通 り 御見愤 申し 上- げ ま す 



^ 6U [？ n I5B 



件 



名 パーソナル コンビ ュ一タ 



器 PC-980 1 VX2 —式 



御 支 条件 5 年 リース 



mt ォ —— ロラ 

nm im s 光洋 

®(00)I23-4587W 



搬入 調整 R 



保 守 料 
御 契約金 



納入 場所 

S 8 S 2 1 I 



n^L *貪 ~m 



Sis 名 


機围名 






金 犠 


本体 （CPU) 


PC-9801VX2 


2 


433,000 


866,000 


ディスプレイ 1 


PC-K0854 


2 


89,000 


178,000 


ブリン タ （；) ラ -対応〉 


PC-PS201V 




298,000 


, 596,000 


トラ" フ^ r * 


PC-PR20HI-23 


1 


20,000 


20,000 




PC-PftaOIH-24 


1 


65,000 


65,000 


A- スタ^ 0 タフに ス 《一 F 


PC-980) -27 


1 


20,000 


20,000 


ディスク ュ ニゲト 


PC-9SH53« 


1 

■ 1國國霧國漏隱冒1 ■■■iiri-iBBi'"- — - 


448,000 


448,000 


力- トリ' バ ぉテづ ュ ニ '」 ト 




I 


275,000 


275,000 


j 一 5 カート lh 3 


PC- 9865 l -01 


4 


13,000 


52,000 


5 ゎチ 7Q'jf"^ スタ 


ose %anm 


a 

■■ ■ ■ ■ LI ■ ■ ■ ■ PI ■ B i, 國， rs ■ PI ， — 


IS, 000 


54,000 






3 


5,500 


16,500 


日本 s ヮ一プ ロソフ ト 


ォ一 口 ラエ一 ス 


2 


58*000 


1 16,000 


言 十 ？ SSS 




2 > 700 ,500 



顬臃書 管理 力一 ド 

口 ッ ク襁能 を利闲 すれば、 ちょっと した 力一 ド型 データベース のよう な 使いお も 
できる。 

人 Jj 跪 開が 限定 され 4 請求 嘗ゃ 納品 篑、 住所録 力 —ド などに も 応用 可能 だ。 
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【内好，鄉】 

wfefc- 足 fit: き 後、 a について 語れる ものが いなくな ゥぉ 

8 今年の feM の^ き は 、 世^末 を ffl わせ る。 

^ ^ 



蔵書 管理 カード 

オーロラ エース？ と 花 子 j 

どこか W 党え の ある [ヌリ お… +++ に お は、 これ はリ I トん のィ ズ一ジ 力 ッ ター ュ―テ イリ テ 

ィを 使用して、 花 f で 作成され た 「レイアウト」 という 図形 をォ一 ロラ エースに 取 

リ 込んだ もの。 

1 ノー ジカ ッ タ 一ユー テ イリ ティ を 使えば、 化 /にか ぎらず、 Z， s STA F F そ 



スの もの 



の 他の さまざまな ダラ フィ ック スソフ トで 作成され た |^ 形 をォ一 口 ラエ 
にで きる。 

ォ一 口 ラエ一 ス でも ^形 は 作成 できる が、 本格的な^ 形 や ダラ フィックス となる 
と、 やはり 荷が あい。 という わけで、 それ 専用の ソフト をう まく 利用す る こと も考 
えた ほうがい いだろ う。 これで、 一気に オーロラ エースの ほ界が 広がる よう になる。 
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オーロラ エースと 花 子 



國 国際 シンポジウムの ご 案内 
グラフ ィ ツク 機能 を 使えば、 地図 付きの 案内状が 簡単に 作成で きる。 

グラフ ィ ックの 部分 は ブロッ クで^ 现 され、 文 害 内の 文字が ittA する こ と はない。 



■ABG 分析 

汁お 機能と グラフ ィ ック 機能 を 使 ffl した サンプル。 グラフ を 作成す る 機能が あ 
る わけで はない が、 このよう に 表と と もに グラフ をい つ し よ に 添えて 報告 害 を 作成 
すると、 ^泶 えよ く、 しかも 説得力の ある ものに 仕上がる。 



關 


10 月 12 曰 （月）— 10 月 15 曰 （木） 


時 間 


午前 10 時 30 分 一 午後 5 時 30 分 


場所 


第二 ホチル 2 5 階大 ホ 一 ル 



m ftl 6 2 年 9 月 1 0 B 



(あ & に 



第 3 回/ U 国際 シン ボシ 



催のお 知らせ 



樣 n の ト! 、 ド w o と お り^ ffl が * 定 致しました ので、 ご 案内 申し上げます 



I 



△ 会場 案内 



东 テル; 



才 一口 ラ町 



み, 



お 淑 







折 化 戸 力 



や: やめ:':' 
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1 一 ： s 
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< レス ト ランに おける 備品 ♦ 消 粍 fta スの ABC 分析: > 








単 1PD 


1 金 额 


j 構成比 


辦 成比累 St 


ミート プレート 


^ MM 

5 枚 き 


4，000 円 


\ 20， 000 円 




！ 33.44% 


タンブラ一 


蘭 I 


500 円 


j 15,000 円 


\ 25.08% 


！ 58*53% 


コ一ヒ 一カツ プ 


12M \ 


850 円 


！ 10, 200 權 


I 17.06% 


j 75.59% 




80 冊 | 


loop? 


\ 8.000 円 




j 88^96% 


テ一 フリレ クロス 


t 枚 i 


4， 灘円 


圍 CJi ； 


！ 7.53% 


\ 96.49% 


マッチ 


100 個 i 


15 円 


し 500 円 


| 2.51% 


！ 99.00% 


Ik an 


2 個 J 


300 円 


； 600 円 


] し 00% 


1100.00% 


合 it 


230 




[ 59, 800 円 


1 

， 





翻い 




200 

(数量 累計) 



社 具 旅行のお し ら せ/ペン シ ョ ン へのお 锈ぃ 

2 つの 文書 を ウイ ン ドウ 機能で 同！^ に 開いて いる。 

ゥ ィ ン ド ゥ の 拡大 • 縮小、 も 自由で ある。 



社員 旅行のお し ら せ/ベ ンショ ン へのお 誘し ^ 
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オーロラ エース は、 次の よ う な^ん' I で 構成され ています 



• ンス アム フロッ ピー 1 枚 

， f fill シ ス テム フロッ ピ一 1 枚 

瞧 ユー ティ リ ティ フロッ ピー 1 枚 

• ビギナー ズ マニュアル i 盼 

'オペ レー ショ ン ガイ ド 1 冊 

• ァ ド パン ス マニュアル 1 冊 

'ォ 一口 ラエ一 ス Q&A 1 冊 

- オーロラ エースの 主な 仕様書 1 枚 

' アン ケ一 卜 Itj 紙 （葉書） i 枚 

• 製, V,^l^ カー ド （葉 や） 1 枚 



* これ だけ は STOP (フロッピ一 からのお 願い） 1 枚 



サンプル データ は ユー ティ リ ティ フロッ ピーの 中に 含まれて います。 
マニュアル 類 は 4 分冊 tffi 成に なって います。 特に この 中で も 「ォ一 口 ラエ一 ス Q& 
A」 は、 オーロラ ヱ一 ス使 ffl 上の 注意点 や 制限^ 项、 ノウハウ などが 简潔に まとめ 
られ てお リ、 率 格 的な 文嘗 作成に はいる 前に- '読して、 念^に K いてお きたい 1 冊 

です。 



00 



1.2 

動作 環境 



國本体 

ォ一 口 ラエ 

i y o メ〜 * — し 

98XA、 PC 



ス が 対^ している パソコン は、 PC -9801 シ リー ズ にか ぎ られ てい 
いちばん 最初の PC —9801 (いわゆる、 無 印の PC — 9801) と PC — 
98LT では 使) fl でき ません。 



國 ディスプレイ 装靈 

640X400 ドッ ト 表示 可能な 解像度 ディスプレイが 必要です。 ォ一 口 ラエ一 
スが愉 えた グラフ ィ ッ ク 機能 を沾 用す るに は、 できれば カラ一 ディ スプレ ィ が ^ま 
しいので すが、 別に モノクロ でも かまいません。 その 際、 かな 漢字変換 中の 文字 色 
は、 輝^で 判断す る ことにな リ ます。 



國 動作 メモリ一 
オーロラ エース は、 ^低 512K バイ 卜の メモリーが 必要です 

賺れメ イン メモ リ —の^ 設を 行って く ださい。 



機 ffi ごとに、 そ 



本体 


增設 メモリ— 


PC - 9801E/F/F 2/U 2 

P C -9801 F 3 /M 2 /M 3/VF 2 

P C -9801UV 2 /VM 0 / VM 2 / VM 4 


834 K バイ ト 
256K バイ ト 
128K パイ ト 



ただし、 増^した だけで は メインメモリ一 は^えません" ディップ スィッチ、 メ 

モリ一 スィッチで 512K バイ ト （增設 の 状況によって は、 640K バイ ト） に 変更した 
のち、 あらためて 才一 ロラ エース を ^起! ^して く ださい。 



オーロラ エース は、 すべて 1M バイ 卜 タイプの フロッピ一 ディスクで 供給され て 
います。 從 つて、 640K バイ ト タイフ （2 の ディ スク ドライブで 8 力作させる こと 
はでき ません。 ただし、 文, リ' 川の デ一タ ディスク は その かぎ リ ではありません。 

たとえば、 オーロラ エースに 内; i されて いる MS — DOS システム は、 640K バイ 
ト タイプの フォーマット も サポートし ています。 様に、 PC— 9801 シリーズ （V 
M 2 1、 卵 か M し ている -r i 人 ク ド ラ < ブ: に 2 1)1)、 2 II 1) フす 一マ I、 ッ) メ 
ディア をお み, 1 ! : きする ことができます。 このため、 文^ ディスクに 2 DD(640K バ 
ィ ト） の フロッピ一 ディスク を 使 f|| しても かまわな いという わけです。 

また、 オーロラ エース は ハードディスク や RAM ディスク にも 対応して おり、 辞 
,仆 のみならず、 システム も ハ一ド ディスク や RAM ディスク において、 使用す る こ 
とがで きます。 こ れら についての 詳細 は卷 末の 付録 を ご^く ださ レ 



國対 プ 1 J ンタ 

プリ ンタは PC_PR201 (H) モ一 ドが 用意され ている ものなら、 ほとんどの も 
のが 使用で きます。 




オーロラ エースの システム 構成 図 



NEC 


PC-PRIO! PC-PR 1 01 T PC-PRIOiF PC-PR[01TLPC-PRI0IL 
PC-PR60I PC-PR20 1 PC-PR20ICL PC-PR20IH PC-PR20IHC 
PC PR20 1 F PC-PR20 1 丁し PC-PR20 1 H2 PC-PR20 1 T PC-PR20 1 V 
NM-9300S(PC-PR20I モード） MISh9400S(PC— PR20I モード） 
NM'9900(PC-PR20I モ— ト' NM，9950(PC，PR20I > モード 


EPSON 


UP-I30K VP-I30K HG - 2500 IP - I30K AP-80K VP-85K 
VP-80K VP-2500 V-I35K 
(いずれも PC カート リツ ジが 必要） 


CASIO 


LCS2400 (PC-PR20 1 H モ一 K) a 


その他 


PC 対応 プリンタ 



対応 プリンタ 



■ J I S 第 2 水準 漢字 ROM 

機械に よって は 第ッ 水準の 漢字 R OM が 装備 されて いない もの もあります。 また、 
墜ソ コ ン 本体 側に だけ あ つ てに プ リ ンタ 側に 装: 'されて いないと 印字す る こと は 
できません。 

新 し レ 、機 樋 は ほぼ 例外な < B 2 水^ 漢字 ROM を 備えて いま すが、 IH タイプの 機 
種 を 使 W している 人 は、 必要に応じて 追加す るよう にして ください。 



Q 墨 0醫。 
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キーの 配列 



① I f • 1 ト rn^ni 

ファン 7 シ ョ ン メニュー。 

プルダウン メニュー を閱 いて、 機能 を; ！釈 する 



© I S T 0 P 



機能の 実行 を 中止す i 
® [C O P YJ 



c 



'ない。 



® rEsci 



g('f ! キーと の 糸 JL み^わせで、 プル ダウン メニュー を 開く。 
絞け て 2M 押す と、 ISTOPl tMl: く 、 機能の^ 行 を屮 止す る。 
⑤ ] T A B | 

タ ブが設 も さ れて ^ 、 る tm に 力一 ソル を 移動す る。 

グラフ ィ ック シートが 開かれて いる ときには、 タイル バタ一 ンゃ ライ ン スタイル 
など を 設定す る ウイ ン ドウが 閒 く。 



⑥ CTRL 



义卞 との 組み 会わせで、 プルダウン メニューに 割り 当てられ ている 機能 や 力一 ソ 
ルが fi 置して いる 行の 削除な ど、 さ ま ざまな 機能, 行す る。 
® !C AP S 



を 解除 し て 「 C A P S"l を 押 し た 状態 にす る (ロックす る) と、 英 大文字が 入 
J 1 される へ 



1. 3 

キー 配列と 機能の 割り当て 

ォ一 口 ラ エース は 非常に 多 機能で あ リ、 文字 や 数値 を 人力す るた めの 家 字キ一 や 
テンキーの みならず、 他の キ一 にも さまざまな 機能が 割り^てられ ています。 义お 
作成の 作^ を 効率よ く 進める ために も、 それぞれの 機能が ft キ一 にどの よう に 害 II り 
^てられて いるか を 熟^して おく こ と は、 ぜひと も必 おな ことです。 

まず ひととおり ド 図に 目を通して、 キーの 配列と 機能の き I リ 当てに ついて 现 解し 
ておいて ください。 それぞれの 詳しい 解^ は、 ホ 普の 中で 随時 行います。 




@ o» ffi 



ョ @ロロ@ 

ID © 




⑧ [SHI FT - 

機能の 選択 前に、 曰 曰 [I] DQ との 組み 介 わせで 範 ffl を 措定す る。 
日本語 入力で は、 促 ^や 拗^が 入力され る。 

^文卞 人力で は、 I C A PS I が 押されて いる と きに は 小文字、 | C A P S | が柙 さ れ 
ていないと きに は 大文字が 入力され る。 



に 語 （かな や カナ） を 入力す る ときには ロックす る 



川 G R P H 



バ I 曰 E H] との 組み合わせで、 ^線 ゃシ一 ト M 域 を 伸縮す る 

© I N FERl 

変換 屮の 文字 （綠 の 反転 表ポ） を 読み （ひらがな） に 戻す。 
： f • 9 1 も M じ 励き をす る。 
© I X F ER 



変換 キ一。 

© r^si 

カーソルの 1 つ 前の 文字 を 削除す る。 
変換 結果の 修正に も 使用す る。 

機能の 遗択と 実行 や、 文字の 確定に 使 』リ する。 

© LROL L UP 



次の 111 而を 表示す る 



S H I FTl> |Hj 時に 押す と 、 文 未に 力一 ソルが 移^す る 



⑩ ROLL DOWN 



S H I FTl と 1ま ふに 押す と 、 文 頭に 力 一 ソ ルが移 if 力す る 



r: 



N S 



禅 入 モードと ヒ蒈き モードの 切り換え 
お DEL 



ソルが 位菡 している ま 字 を 削除す る 
© 曰 曰 fflffl 

力一 ソル 移！^ キー。 



SH I ト T|[^g_BtL| との 組み^わせで^ 線 ゃシー ト領域 の 伸縮、 I CTR L|> 



の 組み合わせで 前 K、 次]: (をお ポ する。 
© l~HO ME C L R I 

文が のダ ループ 作成 • 削除 を 行う。 

力 ルクシー ト、 ダラ フィ 7 クシ一 ト内 では、 シートの 左上に 力一 ソルが 移肿 する 



^±LLEXJ と W 時に 押す と、 シートの 右下に 移^す る。 



© HELP 



ヘルプ メニュー を^ ボ する 
© LS P A C E 



卞 I'l を 人力す る。 

かな 漢字変換 中の 次 候補の 表示に も 用いる。 設定に よって は、 変換 キーに もで き 



ノっ 



文字 を 入力す る。 • 

@ I テンキー I 

数字 を 人お する。 

メニュー の 選択 や、 I 几 演算に も 用いる。 



23 



1.4 

画面 構成 



可一 口 ラエ一 スの网 lUi は た レ 、 へん 冼純 さ れ た 観 をな してお リ、 デザ イナ 一の 手 

で 設計され た 様子が 窺えます I 

ファンク ショ ンキ一 に釗り リ 1 てられた メニュ 一ガイ ドライ ンゃメ ッ セージ 行、 力 

I ソ ル位置 や タ ブ位罱 な ど を 示す ス ケ —ル など で 主 画面 は 構成 さ れ、 機能の 選択に 

よって は お 大 1 6 flW の ウィンドウ ゃブ 口 ツ ク シ 、 ^ ト がお 小 されます。 
まず、 I 面 I 面 構成と それぞれの 要素の 基本的な 働き を 党え てお きまし よ う。 



o 

o 

0 



園 陽 ru"' nim お ii き 戊 i き mgtaa ほ疆 棚 
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オーロラ エースの 画面 搠成 

(D フ アン クシ ヨン メニュー （メイン メニュー ）• 

モード （「义 人 ィや成 ' 編^」 「ブロ マ クシ一 ト 」 「カル クシ— ト」 「ブラフ ィ ッ クシ 

隱ト j) によって、 ^小 内^が 変わる。 

キ一 を柙す と プル ダウン メニュ 一が 開かれる。 
® カーソル 

神 入 モー ドと h, 1 ;' き モー ド によって、 形状が 変わる。 

③ スケール ライン 

H 盛 1 つが 1 文字 (半角) に 相当す る。 力 〜ソルに あわせて 綠 色の 四角形が 移動 
する。 

「▼」 は 現在 設定され ている タブ 位置 を^して いる。 

④ 文^お のまお。 

® カーソルが^ i?t している ページ^^と 行数 を 表して いる。 

® 入 カモ一 ド 
⑦メ ッ セージ 



え ■ 





-2 文：^: め 大き ざ と 装 g 市 



文字の 大き ざ を 変え る j 



『3) 交 字の 大きさ J j 



m ： ^ひ f お^時の ファンクション メニュ 一（w 上^) と 入力の フル ダウン メニュー 



入 力 ウインドウ 



m 境 






^ ―. 


^ 了 



I》 全角 

2) 半角 

3) ひらがな 

4) カタ カナ 

5) 16 進 

6) o— マ 字 入力 

7) かな 入力 

8) 変換 モード 



1) 新規 文 害 作成 ft 

2) 文 害 呼 出 一 

3) ウィンド， 換 

4) ウィンドウ 再 設定 

5) 文 害 名 変更 
B) 文 害 削除 

7) 文書 校正 

8) 文 香 検索 
3) 連続 印刷 
0) 計算 



1) 環境 設定 

2) 文 害 フロッピー 交換 



文 害 編集 時の ファン クシ ヨン メニュー 
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操作の 基本と メニューの 流れ 

オーロラ エース は 非常 に 多 機能で あ り なが ら、 ほと に どの 機能 をフ アン クシ ヨン 

キーに 割り^てられた プルダウン メニュー (あるいは rT5"5H と 1 文卞 のキ一 入力 1 



CTR Lit 1 文卞の キー入力） によって 実行で きる よう になって います 



0 



^機能 は、 ひとつ 選択す る ごとに 枝 分れして いく 構造 をと つてお り、 お J 心 お でも 
簡舉に メニュー をた どって 機能 を实 り できます。 このほか、 すべての 場面に わたつ 

て 機能の 'ぉ行 お 法が 統一され てお り 、 操作に 迷う こ とが あ り ません。 

それで は、 才一 口 ラエ一 スを 使いこな していく ための 基本 操作 上で あらかじめ 知 
つてお くべき 点に ついて、 まず 解^して お くこと にしましょう。 

ファンクション メニュー （メイン メニュー） と ブル ダウン メニュー 

ォ— 口 ラエ— スの すべての 機能 は、 ファンク ショ ン キーに 割り当てられ ており、 
この ファンク ショ ンキ一 を 押して 開かれる サブメニュー のこと を プル ダウ ン メニュ 
一と 呼びます。 

ファンクションキー 表示に よる メニュー は、 そのと きの モード （編集 モード ゃブ 
ロック シ―ト * モード. など) によって、 表示され る 内容に一 部 違いが あります。 



？ TIP5HI7^?l5ta©ilBSI 婦 



3 



i j 一 



-J 
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リ 




才〜 nn フ HI スを 終了させる 



起動， 終了 時の ファンクション メニューと ブル ダウン メニュー お 



ウィンドウ 


文 字 


装 飾 




U 線 


iiL 置 



入 力 



ウィント' ゥ j 文 字 装 飾 jj 編 集 IIP 線 jl 位 置 

~7 ~ 




辞書 終了 



」 



丄 



1 ) ひらがな 

2) カタ カナ 

3) 文字の 大きさ 



1) 下線 

2) 網 掛け 

め カラー 

5) 縱橫 逆転 

6) 斜体 

7) 改行 欐 

8) 女 字密麓 

9) 均等 
0) 解除 



1) カット 

2) コビ— 

3) ペースト 

4) 行 削除 

5) 行 挿入 

6) 改頁 

7) 印刷， 害 式 

8) 追加 呼 出 
3) 登録 (終了） 



OS 作成 

2) 雾 削除 

3) If 伸縮 

4) 左 マー 

5) 右 マー、 二 



1) 右 寄せ 

2) 中央 寄せ 

3) 前 頁 
り 次 頁 

5) 文 頭 

6) 文末 

7) 頁 指定 

8) タブ 位置 変更 



1) 検索 

2) 置換 

3) レイアウト 

4) 差込み 

5) ロック 

6) 日付 セット 



文 窗鼹集 時の ファンクション メニュ 



® ブロック シー卜 時の ファンクション メニュ 一と フル ダウン メニ ュ— 




1) 外字 呼 出 

2) 短文 呼 出 

3) 熟語 登録 

4) 外字 登 鋒 

5) 短文 登録 

6) 熟語 削除 

7) 短文 削除 



1) フロック シート 

2) 力 ルクシー ト 

3) グラフィック シート - 

4) 領域 変更 

5) 領域 削除 

6) グラフィック 表示 



力 



ウィンドウ 



1) 下線 

2) 網 掛け 

3) 強調 

4) カラー 

5) 縦横 逆転 
6》 斜体 

7) 均等 

8) 解除 



文字 装 飾 編 集 » 線 l「i 式 



モー ド 



計 算 If 終 了 




！ 1) 下線 


1 ) カット 


1>鄞 作成 


2) 網 掛け 


り コピー 




3) 強調 


3} ペースト 


3)» 伸縮 ； 


4) カラー 


め 行 削除 




5 湖 黄 逆転 


5) 行 挿入 




6) 斜体 






7) 文字 密着 






8) 均等 






3) 解除 








1) 外字 呼 出 

2) 短文 呼 出 

3) 熟語 登録 

4) 外字 登錄 

5) 短文 登錄 

6) 熟語 削除 

7) 短文 削除 



© 力 ルクシー 卜 時の ファンクション メニューと プル タウン メニュー 



\ I タイ トル 

2) 行 削除 

3) 行 挿入 

4) 列 削除 

5) 列 挿入 

6) ク リア 



1) 縱»作成 

2) 横鮮 作成 

3) 枠 S 作成 

4) 縦 » 削除 

5) 横鮮 削除 

6) 枠 雾 削除 



1 ) カンマ 

2) 小数点 

3) 右 寄せ 

4) 左 寄せ 

5) セル 幅 



一と プル タウン メニュー 

― ~ ： ~ " -! \ 



I) 再 計算 

2) 計算 設定 



入 



起 S. 終了 時 \ 文眷 時と 同じ 



文 害 編集 モ I ドに 戻る 



起動. 終了 時\ 文書 SSS 時と 同じ 



起動， 終了 時の メニュ ー と 同じ 



文書 編集 モ I ドに 戻る 




^線 機能 ゃ検ぉ 機能な どのように、 ^線 槌の 遒扳、 検索 文字列の 記入な どが 必要 
になる こと もあります が、 ③ 以降で さらに ii 択' 指定が 必要な ときには、 カー ゾル 
移 ^キー を 使 川して く ださい。 ファンク ショ ン キーで 反転 表示の 力一 ソル を 移動 さ 

せる こと はでき ません。 

赚に、 &字キ 一による 指定 も、 反転 表示 力一 ソルが 移動す る だけで 1% 機能 を 
实 行す るに は、 0 を 押さなければ なりません。 

画 エスケープ メニュー 

ォ— 口 ラエ— スの^ 機能の 選択 は、 ファンク ショ ンキ一 と プルダウン メニューの 

組み^わせで 奥行 されます 力、'、 同じ こと を I E S C I で 実行す る こと もで きます。 



E SCJ によ る 機能の 選択 ' 衍定の 方法 は、 次のと おりです 



® I E SC ， を 押す。 

© メイン キーボード、 もしくは テンキー 部の 数字 キー を 押す （この 数字 は、 ファ 

ン クシ ョ ン キーの 番号に 相 まします）。 
@ プル ダウン メニュー が 開 かれる の で、 必要 な 機能 の 番 '/ を 押す。 

以上の 方法で'、 「メイン メニュー （ファンクション メニュー） と プルダウン メニュ 
— J の项 U で 説明した こと とまった く 同じ ことが 行えます。 

メイ ンキ一 ボー ド 部から 数卞を 入力 するとき、 かな キーが ロックされ ていても、 
いなくても かまいません。 また、 入力 モ一ド がかな 入力、 口一 マ 字 入力の どちらに 
^定 されて いても 問題 あ り ません。 

ただし、 lESCl を 押してから ファン クシ ヨン キ一 を 押しても、 プルダウン メニュ 
—は團 かれません。 もういち ど ファンクションキー を柙 すか、 敉卞キ 一を 押してく 
ださい。 



A 力 1 


ウィンドウ 


文 字 


力 一ソル 



1 ) ノーマル 


1)2 ドット 


t) 移動 


1 ) 直線 

■ / Uci_. ， ■ り、 


1) 長方形 


|T A B! 


2) 強調 


2)4 ドット 


2) 複写 


2) 折れ 線 


2) 円 


キ一 を ま 甲 


3) 影 付き 


3)8 ドット 


3) 拡大 縮小 


3) ベン 省き 


3) 楕円 ' 


して 色の 


4) 中 抜き 


4) 16 卜ッ卜 


4) 消去 


4) 円弧 (円) 


4) 扇形 (円） 


選択 をし 




5) 円弧 (指 ro 


&) 扇形 (相 円) 


ます 



© クラ フィ ッ クシ 一 卜 時の ファンクション メニューと プル タウン メニュー 

ド 的な メニ ュ一 （機能） の it 沢と 操作 は 次のように 行います。 

① ファンクション キ 一を 押 し て 、 プル ダウ ン メ 二 ュ —を 開 く 。 

② [I] U] あるいは ファンクション キ— で 反転 表示の 力— ゾルを 移^す る （メニュ 

一項 H を 直 接、 数字 キ一 で 指定す る こと もで きます）。 
m メニュ 一 ュ川| ト. を 押す。 



文 害 編集 モ I ドに 戻る 



t に 



S ^終了 時 \ 文 害 編 紫 時と 同じ 



I 機能の キャンセル 



いったん,; I 択 した 機能の キャンセル は、 メイ ン メニュー のとき は | E sc L イイ ン 
メニューより 、階^に あるときに は j STOP I で 行 います， 



よ リ^い^ ― 

STOP: で: t 心^に きいとい う ム は、 ：ES— C: を^け て 2 し て くださ v 



S 丁 OP ， と M じ 役别 をお たします 



0- 



I 操作に 迷ったら、 ヘルプ メニュー 

オーロラ エース を 使 ffl 中に、 操作 に 迷った ら lm^pJ を 押 してく ださい。 フ アン 
クシ ョ ン キー を 押して プルダウン メニューが 開かれて いる とき 以外なら、 いつでも 
ヘルプ メニュー を 表示して 基本的な 操作 を 知る ことができ ます。 範囲 指定の 途中 や、 

ブル ダウン メニュ 一よ リ ドの の メニュ 一 ffi 定時に も ^剁 です。 

ただし、 ある 特定の 機能 や 操作の 説明 だけ を 表示させる こと はでき ません。 常に、 
メイ ン のへ ルブメ ニューから 恭号を 選択して、 必 おな 機能' 操作の 説明 を 表示す る 
力': ^です。 



ヘルプ メニュー は 次の よ う に、 階; 匕され ています 



® 
® 



HEL P を 押す。 



操作 を 対！ リ たい 項目 を、 wa キ 一 で it 択 する 。 

ROLL U，: を 揮す （^明が 1 | 山 | まに 収ま リ きれない と き) 



項 M によって は、 さらに メニューが 表示され るので、 ② と同じように 
を 選択す る。 



ひ と つ 前の メ ニュ一 にお ると き に は 0、 ヘルプ メ ニュー を キャンセル するとき に 
は IS TOPI を 押して ください。 
FTfW 化されて いる メニュー をた どる ときには、 数字 キー を 使 川し ますが、 メイ 二 



キ一 ホー ド から 奴 字 を 入力す る と き に は、 [の 口 ッ ク を 解除 して く た' さい ザル 



ダマン メニュ 一まボ のと きと は 遠い、 r^Fi を D ツ ク した ままで は、 メ ィ ン キー ボ— 

|h の 数字で 項目 を 指定す る こと はでき ません。 

に', mummii 




メイン ヘルプ メニュー 画面 



Trlc^Hlw^iwdlll® 謂魏 M 纖 
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C T R し 



i 数字 キーで 「1 」 を 押す 



「起動 ' 終了 畤』 ヘルプ X ニュー 画面 



鼷コン 卜 ロール キ一 • オペレーション 



オーロラ エースに は、 ファンク ショ ン キーで プル ダウ ン メニュー を 開 く 、 [ E SC 
と ド キーの 組みれ わせで 機能 を 選択す る、 という 2 つの 力' 法 以外に、 もう ひとつ 
の 機能の 選 釈* '実行 方法が あります。 ICTRLI を 押しながら 1 文字の キー を 押す 方 
法です。 

コントロール キー • ォべレ 一ショ ンに は、 プルダウン メニューに は 割り 当てられ 

ていない 機能 も あり、 キー 操作に 愤れ ると 編集 時にたい へん 役に立ちま^ j ファン 
クシ ヨン キーと プル ダウン メニュー での 操作に 惯れた ら、 よく 使う 機能 は ICTRLI 
と ] 文字の キ 一操作で も K える ようにす ると、 より 文 ^作成の 効率が 匕が り ます。 
なお、 U 後の 解説で は、 コント 口一 ル キ一， オペレーションの 説明が 必要に なつ 
た ときには、 ICTRL 1+0 と いう ふう に 表^ します。 1CTR し 1 を 押しながら、 0 



を 押して く ださい。 あわてて 同時に 押す 必要 はあり ません。 

下』 ヒの もの は、 この ブル ダウン メニューに 割り もて られ ていない 機能と キ一 の 組 
み ^ わせです （すべての 1 お^は、 一括して^ 水の 付 鉍 としました）。 



+ 囚 
D: 



田 

M 

回 

丁: 

X 



行^に 力一 ソル を移觔 
カーソルよ リ 左侧 にある 文字列 を 削除 

力一 ソルより 右側 にある 文字列 を 削除 
カーソルの 直前の 文字 （列） を 削除 （[U] に 相当） 

タ ブ位蘆 に 力一 ソ ル を 移觔 (It ab I に 相 当 ) 

力一 ゾルを 次の 行の先頭 に移勋 (0 に 相 、 ) 

強制 改行 ( IS H I FTI +P1 に 相当) 

デシマル タブの 設定 (I S H I F T l + l T A B I に 相 当 ） 

カーソルの ぼ 後の ひらがな を カタ カナに、 カタ カナ を ひらがなに 変換 
H 求に 力一 ソル を 移^ 




H E し P 





>j 

； j 

」 

i 

u 

レ 

L 



趟 力'^ 了^の ブル ダウン メニュー 



ワープ C3 の 作 紫の 準備の メニュー。 機能の ig« はフひ クおジ 卜 を 押 

i にて フ + ir ウジ ゾ 二 1- を 問き、 [uu j で遛 折して [リタつ) を 押します。 



pif' l 入 圖 

L :f-2 ゥ O ドウ】 



5)[f'6 環 境】 
3)[f' 赚 了] 



入力 方法の 切り換えに 使います。 
文書も^ 集す るつ ィ ン ド ゥ さ' ひ ら きます。 
交 » 交 正 や 計算な ども： こで胄 し ます。 

m 画面 文書の 並，、) i を 設定し ます 

『才 一口 ラエ一 ス j による 作業の^ 了。 



I* 辎翻が あります。 数字 キーで 娜 してく たさい。 

『リタつ 1き ります。 —— 




1 



1.6 



文書 ファイルの 構成 



「docj ファイル/ rsoDj ファイル 

オーロラ エースで 作成され た 新規 作成 文書 は、 次の よう に 2 つの ファイルに 分け 
られて 保存され ます。 



文 害 ファイル ― 拡張 子が 「DOC」 と 付けられた 7 アイ ル 

文 害の 属性 ファイル — 拡張 子が 「sodj と 付けられた ファイル 



「DOC」 ファイル は、 いわゆる MS — DOS 標, テキスト^ 式の ファイル であり、 T 
Y P E コ マン ドゃ MS — DOS 上の 他の ワープロの ほ とん どで、 そのまま 読み込み 可 
能です。 

「SOD」 ファイル は、 文字の 人き さや 装飾、 ^線な ど を 管 Pt! している ファイルです ( 
この ファイル を 誤って 削除して しまう と、 文書が ただの、 ベた 書きの 文字 ファイル 
になって しまいます。 ft 意して ください。 

國 「@ABACKnj ファイル 

オーロラ エースで は、 編集 文 害 を 保存したり、 不要に なった ファイル を 削除す る 
と、 flip お 的に バックアップ ファイル を 作成して、 編集 あるいは 削除す る 前の フ アイ 
ルを 残す よう になって います。 

たとえば、 「オーロラ ふという ファイル 名の 文^ を 呼び出して 編^した 後， 保^ を 
実行す ると、 

オーロラ， DOC 
オーロラ， SOD 
©ABACK 1 t DOC 
©ABACK 1 ， SOD 

という 4 つの ファイルが 文^ ディ スク t に 作成され ます。 

削除 を^むした ときには、 「®ABACK1, DOCj 「@ABACK 1. SODJ 

という バックアップ フ アイ ル だけが 作成 されます。 

バッ ク アップ ファイルの 巾 射 は、 feSili あるいは |ゃ1 除す る の ファイル そのもので 
すから、 通? にの 手統 きで 説み 込んだ リ削 除したり する こ とがで きます。 

J < リ ク ァ ゾ フ フ ァ ィ ルは Jii' 人 3 {に1 ま で 作成 さ れ、 さ ら に 編集 ' お 新 や 削除が 実行 
される と、 の^い 順番に ファイルが 置き換え られ ます。 



エース D， DOC 
エース E, DOC 

©ABACK 1, DOC …-' ' 「エース A, DOCJ 

©ABACK 2 , DOC … 「エース B, DOCJ 

©ABACK 3, DOC 「エース （：• DOCJ 

エース D* SOD 
\ ェ―ス E. SOD 

©ABACK 1. SOD 「エース A, SOD」 

" ©ABACK 2, SOD 「エース B. SODJ 

o 



©ABACK 3, SOD 「エース C, SOD」 

I 

「エース D」 ファイル を 編集して 更新， 保存 
「エース E」 ファイル を 削除 

1 

エース D, DOC "… ' 更新され た 「エース D* DOCJ 

©ABACK 1. DOC 更新 前の 「エース D. DOC」 

©ABACK 2 . DOC …… …-, 「エース E, DOC」 
©ABACK 3 . DOC ' 「エースに DOC J 
エース D, SOD ……- …- -' 更新され た 「エース D. SODJ 
©ABACK 1, SOD - 更新 前の 「エース D. SOD」 
@ABACK 2 # SOD 「エース E, SODJ 

©ABACK 3, SOD ' 「エース C, SODJ 



不用意な 削除 や 更新 等に 対する 胃と して 備えられ ている 機能です が、 文書の サ 
ィ ズが 人き い 場 ft に は、 ディ スク のかな りの 部分 をバッ ク アップ ファイルが 山め る 
ことになります。 また、 オーロラ ェ一ス の 特性と して、 文^の 印刷 時に 作業用の 空 
き エリ ァが 必要に なるこ とも あり、 適 な 時期 を 見計らって バックアップ フ アイ ル 
は 削除 してし まう こ と も 必要です。 

もし、 どうして も バック アツ ブファ ィ ルの耍 不要が はっき り しないと きに は、 随 
時、 バックアップ ファイルの バックアップ ファイル を （別の ディスクに） 作成して 

く ださい。 

バ ッ ク アツ プフ ァ ィ ルのフ アイ ル お は f ilJj 的に 付け られて しまう ため、 何度 も 更 
新作 ^を 行って いるう ちに、 ファイルの 内容 はわから なくなって しまいます。 そこ 
で、 バッ ク アップ ファイルの 内容が 常に わかる よう に してお きたい ときには、 「文書 
t 変 01」 機能で 文誉名 とフ アイ ル 名 を 変更 します。 



GO 



オーロラ エース 使用 上での 注意点 




オーロラ ェ一ス を 使用す るう えで、 絶衬 にして はいけ ない こと、 気を付け たいこ 
とがいく つか ぁリ ます。 実際に ォ一 口 ラエ一 スを 起動して 文誉 作成に 入る 前に、 そ 
れら について も簡舉 に 触れて おきます。 

( 1 ) フォー マツ ト 済みの 予備の 文 害 ディスク を 用意して お くこと。 

オーロラ ェ一ス は、 文書の 作成 中に MS —DOS コ マン ドを 実行す る こ とがで きま 
せん。 そのため、 もし 文^の 登録 や 更新に 必要な 空き 容量が フロッピーディスクに 
確保され ていないと、 正 黹な文 害 登録が 不可能に な り ます。 

一 兄、 まき^ V ( が あるよう に 兌 えても、 バックアップ ファイル 作成の ための 容量 
がない ために、 メッセージが 表示され る こと も あるので 注意が 必要です。 このよう 
な ときには、 不要な ファイル （バックアップ ファイル、 その他） を 削 P 余してから 再 
度、 登録 を する しかありません。 

(2) 作業 ド ラ ィ ブのデ イス クに は 充分な 空 き 容量が 必要。 

(1) に 関連す る ことです が、 ォ一 口 ラエ一 スは 文書 印刷 時に ワーク ファイル を 
作成 し て 、 印刷 を 実行し ます。 この ヮ一ク ファイル 用の エリ ァが 作業 ドライ ブの デ 
ィ スクに 確保され ない と、 正常な 印刷が 行われません。 

強制的に 印刷す る こと もで きな く は あ リ ません が、 文^ サ ィ ズが大 きいとき に は、 
途方 も ない 時, と 手間が かか り ま す。 

( 3 } 文書 作成お よび 編集 中に、 ディスクの 入れ換え を 行って はいけ ない。 
逾ぅ ディ スク に^^され ている ファイルの 読み出しが 必要に なった リ、 ディスク 
にや: き^めが なく なった からといって、 作業 中に ディ スクの 入れ^え を 行う こと は 
絶対に 避けて ください & ファイルが 破壊され、 ^惡の 場 介 システムの リセットが 必 
要になります。 

オーロラ エース は マルチ ファイル ' マル チウ ィ ン ドウ 機能 を 備えて いますが、 こ 
れが 保証され るの は M 'ディスク 上の ファイルに かぎられます。 ディスクの 入れ 替 
えが どう しても 必^な ときには、 いったん 現在 編集 中の 文書 を 保^ あるいは 破棄し 
てから、 起動 園 面 上の 「環^」 の サブメニュー 「2) 文 害 7 口 ッ ピー 交換」 を 実行し 
てくだ さい。 「2) 文^ フロッピー 交換 J を 実行す ると、 同時に 外字の cr— ドも行 わ 
れ ます。 

(O 文 害 呼 出 を 実行したら、 まず 文 害の 最後まで ジャンプ する。 
オーロラ エース は ダラ フィ ック ^側 と の >6: ね 介 わせ による 文字列 処理 を 行 つてい 

る にもかかわらず、 処理 速 Jf 霧 たいへん 速い 部類に 厲 します。 しかしながら、 文書 

サイズが 人き くなる と、 てきめんに ス クロ一 ル速^ の 低ドを 招き、 頻繁に 編^ 作業 

を 行う ときには、 作業 効 寧が * ちて しまいます。 
編^ を 繰り返しながら 作成す る 文 寄の 場合に は、 読み込み 後す ぐ に 文^の^ 後 ま 

で ジャンプ してから、 作業 を 始めて ください。 これ だけで も編鉱 効率が 格段に アツ 

プ します。 
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第 1 やで は、 オーロラ エース を 使 F0 する 則 に 知って おきたい、 基本的な 注意点な 
どに も 触れました。 ごくわず かな、 断片的な 知識で も、 とりあえず 念頭に おいてお 
けば、 実際の 文書 作成に 人った ときに 問題が 起きても、 それほど うろたえなくても 
すみます。 

ワープロ は、 頻繁に 使 m される アプリ ケ一シ ヨン ソフトの 代表で も あり、 蓄積 さ 
れるデ 一タ量 ももつ とも 多い 部類に 厲 します。 車の 運転と 同じで、 この種の ソフト 
を 使 川す るう えで もっとも ^ 険な 時期 は、 はじめて ソフトに 触れた ときと、 かなり 
乎惯れ てきた ヒ; k です。 7 ロッ ピー ディスクの 取リ 扱い カ^し 暴に なつたり、 文書 作成 
中に ディスク を 入れ換える など、 やや 神経が 鈍 磨したり する ものです。 決められた 
約 灰 ごと さえ 守 つて いれば、 オーロラ エース は 現在 ある ワープ D ソフトの 屮 では 群 
を 抜いた 表^力 を もって、 文書 を作欤 できます。 気軽に オーロラ エース を 使いこな 
すと m 時に、 愤重 さも 忘れない ようにして く ださい。 



文 害 ディスクの 作成 
ュ一 ティ リ ティ メニュー 



「フォー マつ 



、j 



オーロラ ェ一ス は、 起動に 際して 文書 ディスクの チェック を 行います。 もし、 指 
定 された ドライブに 文^ ディ ス クが祌 入され ていないと、 メ ッ セージが 表示され て、 
文書 ディ スクの 挿入 待ちに なり ます。 

そこで、 まず は文甞 ディスク を 作成す る ことにしましょう。 文書 ディスクの 作成 

は、 ユー ティ リ ティ フロッピー を 使 n! して、 初期化 （フォーマット） という 作業で 
行われます。 

また、 7 アイ ル 破壊に 斶ぇ、 システム フロッピ一 と ユーティリティ フロッピーの 

^写 も 行うた め、 1M バイト （2HD) タイプの 新しい フロッピーディスク を 最低 
2 枚 川^して おいて く ださい。 ' 



オーロラ エース ュ一 ティリ ティ フロッピ' 



O フ才— マット 
□ ハ二 ック アップ 

□ St» の！) ビー 

□ P1>PftL スーメ 《一の ファ 

□ PCHJORD ひかり （BASIC) 
PC"WORD ひかり 

□ フロン 卜 エンド ブ O セ 

□ 紙の 》 

□ タ^ファ i メレの コピー 

n ユー ティ! /ティの 終了 



ファ ィ/^ | 

S1C> めブァ 

-DOS) のフ アイ 

口 セ 、リサの 貌 



'^WR して T さ v 



ユー ティ U ティ プロ グラム メニュー 



新しい ディスク * ドライブ & に « 入し 
どれ かの キー を 押してく ださい 



ディスクの タイプ は 1 ： mm) 2 ： KfB) - 2 
目的の ディスク は IfB FD です 

フォ一 マット 中です， • • フ才一 マ ヅトが 終了し まし fc 



1250304 バイ ト ： 
12^304 バイ 卜 ： 



空閤 

々ス ク空閤 



Si 好 イス ク * フォー マツ 卜します か 



初期化 （フォー マツ 卜） 作業 中の メッセージ 



以上の 作業で、 初期化 済みの フロッピーディスクが 2 枚 作成され ました。 この 2 
枚の フロ ッ ピー ディ スク は、 そのまま 文お ディ スクと して 使用で きます。 



初期化の 途中で 作業 を 中止す る と きに は、 入力 待ちの 状態で 1 E 5Cl あるいは 
CTRLl+g) を 押して く ださい。 初期化^ 行 巾に 中止す る こと はでき ません。 



文^ ディ スク は、 640K バイ ト （2 DD) タイプの フロッ ピー ディ スク でも 使用 

"r 能です。 



0) 
Q1 



[操作 手順] 

パソ コ ン本 体の'; E 源スィ ツチ を 入れる。 
A ドライブに ュ一 ティ リ ティ フロッ ピー を 挿入す る。 
ユー ティ リ ティブ 口 ダラムが 起觔 して、 メニューが 表示され る。 
田 田 で カーソル をフ す一 マツ 卜に 移^して 0 を 押す。 
項目 名が 黄色の 反転 表示に 変わり、 同時に 初期化 を 行う ドライブ を 指定す るよ 
う にメ ッ セージが 表示され る。 
dl CD で ドライブ 番号 （標準で は B ドライブ） を 指定して、 0 を 押す。 
MS— DOS のフ ォ— マツ ト プログラムが 起動す る。 

メ ッ セージに 徒い、 指定 ドライブに 新しい フロッ ピー ディ スクを 挿入して 0 を 
押す。 

フロ ツビ一 ディスクの タイプ を 「2 ： 1 (MB)」 を 措定して (3 を 押す と、 初期 
化 を l;H 始 する。 

@ 初期化が 終了す ると、 別の フロッピ一 ディスク も 初期化す るか どうか を いて 

く るので、 「Y」 を 入力す る。 
© 初期化 済みの フロッ ピー ディ スクを 新しい フロッ ピ 一ディ スクに 取り^えて、 

0 を 押す。 

© 初期化が 終了したら、 「N」 を 入力して フォーマット プロ ダラム を 終了す る （デ 
イス ク タイプ をたず ねて くるの は、 最初の 初期化の とき だけで、 2 回目から は 省 
略されます）。 

@ ユー テ ィ リ ティ メ ニューに 戻る。 



①② ③④⑤ ® ⑦⑧ ⑨ 



國ュ 一丁 イリ ティ フロッ ビーの 八 ック アツ ブ /システム フ 口 ッ ビーの 複写 

ユーティリティ メニュ —— ► 「バックアップ」 

MS — DOS の COPY コマンド 

初期化 済みの フロッ ピー ディ スクを 利 川して、 ュ一テ ィ リ ティ フロッ ピーと シス 
テム フロツ ピーの rtiffi を 作成し ます。 

複写した システム フロッ ピーで は 、オーロラ エース を 起動す る こ と はでき ません。 
MS —DOS システムが 送され ていない ことと、 コピー 防止 策 （プロテクト） が 
施 されて いる か ら です。 た だ し 、 万が一 システム フロ ッ ピ 一内の 一部の 7 アイ ル が 
壊れた と き、 複写され た ゃ備の システム フロ 、、/ ピー を 止規の システム フロッ ピーに 

き K : す （衩' リ:） ことで、 これまで どお リオ 一口 ラエ一 スが 使える ようになり ます。 

オーロラ エース に は の システム フ ロマ ピー も 籠 してい ま すが、 ィ、 慮の 事故 
に 備えて、 それと は 別に システム フロッピ一 を 複写した ffS5 をもう 1 枚 作成して お 

ユー テ ィ リ ティ フロッ ピ一 はバッ ク ァ ツプ 機能で、 システム フロッ ビー は MS — 
DOS の COPY コマンド を 使用 し て 、 f 備 を 作成 します。 

なお、 本 * では、 f 備のュ 一ティ リ ティ フロッ ピー を文蔷 ディ スクと して 使) f} し 
ますが、 通常 は、 初期 ィ匕 済みの 専用の 文書 ディスク を 作成して 使用す るよう にして 
く ださい。 

[操作 手順] ユー ティ リ ティ フロッ ピ一 の バックアップ： 
® バソ コ ン 本体の ；に 源 スィッチ を 入れる。 

② A ドライブに ュ一テ ィ リ ティ フロッ ピ一、 B ドライブに 新しい フロッ ピ一 ディ 
ス クを揷 入す る。 ' 

③ ュ 一ティリ ティ プロ ダラムが 起 | 力して、 メニューが^ ポ される。 
© ffi [D で カーソル を バックアップに 移勋 して 0 を 押す。 



© おが M 色の 反 fc^w; に 変わり、 び; 7 ヒと 複写 先の ドライブ 番号 を 指定す る 
よう、 メッセージが 表^される。 

[U EE で ドライ ブ 番号、 曰 曰で 複写 元 （撒 準で は a ド ライブ） と 複写 先 （標準 

では B ドライブ） の あいだ を カーソルが 移動して、 指定 力 ぶ 終丫 したら 0 を 押す。 
@ MS- DOS の DISKCOPY プ d グラ 厶 が 起動す る 。 

© メッセージに 従い、 複'' ぶ x ドライブに ユーティリティ フロッピ一、 複写 先 ドラ 
イブに 初期 ィ匕 済みの フロッ ピ一 ディ スグを 挿入して、 何 か 適当な キ一 を 押す。 



ディ スク のコ ビー 、 ます 

i りお イス ク * ドライブ A: 
イス ク^ド ライブ B: 

できた ら され かの キー * 

^ ビ： 了し ま Li た 
81 の ディス^ を コヒ一 します か <\VKX? 



さき 

たた t 



くくき 

てて だ 

しし V 



MS — DOS の DISKCOPY コマンドの メッセージ 



A > COPY A : *. * B ： /V 0 



これで、 システム フロッピー 内の すべての ファイル （MS —DOS の システム フ 
ァ ィ ルを 除く ） が B ド ラ ィ ブのフ 口 ッ ビ 一ディ ス ク に複； され ま した。 

も し、 何ら かの 事故で システム フロツ ピーに 含まれる フ アイ ルが 壊れた と きに は、 
A ドライブに システム フ 口，，/ ピー、 B ドラ ィ ブに先 ほど 作成した 予備の フロッ ピ— 
ディスク を^ 入して、 次の よ う に 人力し て く ださい。 壊れた システム フロ 、/ ビーが 
tUiA さ tl ます。 



A > COPY B:*、 * A: /V0 

秦 ぎゾ された J'-fi の システム フロ ッ ピーで は 、オーロラ エース は 起動で きません。 
暴 セクタ 一 エラ一 が 出る ような 物观 的な 障ぉ で 壊れた システム フロッピ— は、 上 ： 

, にのガ 法で は 復活で きません。 j 
着 ^^された システム フロ ツ ピ 一では、 すべての 辞甞が システム フロッ ピ一 の予 

fifi を 作成 したと きと 同 じ 内容 に な り ま す。 
参 I に规の システム フロッ ピーの 破壊され た ファイルが 辞書 以外の ものなら、 それ 
まで 使い込ん できた 辞 醬' を 利用で きます。 復活 処理 を 行う 前に、 辞窨を 別の フロ I 

ッ ピーに 遍 w し、 ^活^ 现 後に、 ^ ^ だけ をもう いちど， り : き 戻して ください。 ！ ^ 



⑧ バックアップが 終 f すると、 さらに^の フロッピーディスクの バックアップ を 

とる かどう か 問いて くるので、 「N」 を 入力して 0 を 押す。 
@ ュ一 ティリ ティ メニューに M る。 



ゆ バッ ク アップ を わう ときには、 複写 先の フロッ ピ 一ディ スクは あらかじめ 初期 

化されて いなければ なりません。 
き バックアップ は、 1 枚の フロッピ一 ディスクの |ム厂 揮 をす ベて 複写し ます。 終 

えの フ ロマ ピ一 ディ スクに 何 か保袢 されて いると、 それらの 内容 はな く なり ます。 

書 システム フロッ ピー 内の ファイルの 予備 は、 MS — DOS の COPY コ マン ドを直 

接 使用して 複写して ください。 

藝 バックアップ を途屮 で 中止す る ときには、 人力 待ちの 状態て 1 E SCI あるいは 
ICTRLl - ト[51 を 押して く ださい。 バックアップの 実行 屮に 中止す る こと はでき ま 

せん。 

[操作 手順] システム フロッ ピーの 予備の 作成 ： 

ュ―テ ィ リ ティ フロッ ピ一 か システム フロ ッ ピー を起番 力して、 すぐに 終了す る。 

MS— DOS に 展リ、 A 〉 が 表示され る。 

A ド ラ ィ ブに シ ス テ ム フ 口 ソ ピ一、 B ドライ ブに 初期 ィ匕 、済みの フ 口 ッ ピ 一ディ 
ス クを忡 入して、 次のように 人力す る。 



①②ほ 



起動 画面 

[操作 手順] 

CO 本体の', tiKi を 入れた |A: 後なら、 A ドライブに システム フロッピー、 B ドライブ 
に文咨 ディスク を忡 人して シャッター （ノブ） を 閉じる と、 n 勒的に オーロラ ェ 
ースが 起動す る。 

すでに MS — DOS が * ち 上がって いる 場合に は、 同じく A ドライブに システム 
フロッ ピー、 B ドライブに 文お ディ スクを 挿入して リセ ッ ト する。 

• オーロラ エース は 文お ディ スクが 禅 入され ていないと、 メ ッ セージが 表示され 
て、 义め : 作成に 入る ことができません。 システム ディスク とともに、 かならず 文 
お ディ スクも ドライブに 挿入して く ださい （メ ッ セージが 表ポ されてから 文害デ 
ィ スク を^ 入しても、 と リ あえず 間^ はあり ません》。 

國 オーロラ エース を 終了す る （MS — DOS への 復帰） 

I f - 1 Q I (終了） 

初めて ォ一 口 ラエ一 スを 起^した ときには、 と り あえず 終了す る 丁. 順につ いて も 
確認して おき ましよ う。 



2.2 

起動 • 終 了 • 再起動 

騸 オーロラ エース を 起動す る 

起^の fiij に、 I'm の ュ一テ ィ リ ティ フロッ ピ一 （以後、 文^ ディ ス ク と 呼びます) 

を 手元に 用意して おいて く ださい。 
それで は、 いよいよ オーロラ エース を起舯 する ことにし ま しょう „ 




體 S ゆ e>x 磨 fssnA^wd 



終了 ウィンドウ 



A>AURORA0 



A > AUTOEXEC 〔刁 



RAM ディスク を 使 川 している ときに 「AUT() ト: XKCJ で 起^す ると、 もういち 
ど 辞 お や システムの お送^ 现 が^む'' されて しまい、 W 起^ (というより、 新しく 
起勳 する のに 等しい) に 時間が かかって しまいます。 そんな ときには、 「AAJ か 

「AUK0RA1 で 起^す るよう にして ください。 



[操作 手順] 



f • 1 01 (終了） を 押す 



ひ 



終了 ゥ イン ドウで 「YJ キ一 を 押す。 

オーロラ エース を 終 f して MS -DOS に 復帰す る。 



終了 ゥ ィ ン ドウで 



を 入力す ると、 起動 圃 面に 戻ります 



園 オーロラ エース を 再起動す る 

MS-DOS izUU した あと、 もういち どォ一 口 ラエ 
A > に統 けて、 次の いずれ かを^ 行して ください。 ォ- 
す。 リ セ '/ ト し 『C す 必要 は あ I) ません。 



-スを 使用したい ときには、 
口 ラエ一 ス をお 起^ でき ま 



A > A A G •••] 



① ® ③ 



2.3 

文書の 呼び出し 

LL^ 2 I (ウィン ドウ) ― 「2) 文書 呼 出」 

すでに 作成され ている 文誊を 文書 一覧 ウイ ン ドウで 指定して、 編维阿 而に 呼び出 
します。 



文書 呼 出 ウィンドウ 

[操作 手順] 

① I f • 2 I ( ウィント， ゥ) を 押して、 フル ダウン メニュー^ 開く。 



ォ一 口 フェース ど起詹 し た め: 後な ら 、 n j リ j 的 に rr^n (ウイ ン ドウ） の プル ダウ 

ンメ- 一-'— が fJH かれる。 

② [I] ffl で 反転 表示 カーソル を 「2) 文， 呼^」 に^いて 0 を 押す と、 文書 呼出ゥ 

< ン ドウが I 別 かれる。 

③ [2 ffl で 反 表示 カーソル を 呼び出したい 文^ 名に | 客^して、 八 を 押す 

ダル一 プぉを 指定す ると、 さらに 文書 名の 一覧が 表 承され るので、 M じょうに 反 
M 小 力— ソ / レ を X ,'； : K に關 し て、 . ： を 押す。 
® 編 呵而 に、 指定され た 文 ぶが 呼び出される。 

文^--お ウイ ン ドウの それぞれの 要^ は、 次の ような 意味 を 待ちます （本書で は、 
f 船 のュ 一 ティ リ ティ フロッピー を 文誉デ イス ク として 使用して おり、 以下の 解説 
は、 そ れ に 登録 されて いる サン プル 文 ；せに ち とづいて います > • 



ぬ 切 再変^ 正 索^ 

リ名削 校 ^印 



ぶ. 



一 




し 



き I 



\ 



グループ を il 択 すると、 さらに 文 靄 一 龔 が 現れる 



ね 



さ 文霍名 



广① カレン 卜 ディ レク 卜リ 
(グルー フ） 



③ ディレクトリ （クル' 
表して いる 



ブ） が 作成され ている こと を 



「@ ディ レク卜 グループ) 名 

-fe 作成 （更新） 年月 曰 



ROLL UP 



ぼ ループ"^ 



© 作成 （更新） 時間 



GROUP 校正 条件 • 
GROUP 社外 文書. 



校正 条件 例題 集 
ビジネス 文例 集 （社外 文書 編） 
ビジネス 文例 集 （社内 文 害 編〉 GROUP 社内 文 害 • 

見積書 
交通費 精算 

印刷 テクニック 例 



87/06/27 10:58 
87/06/27 10： 58 

87/06/27 〖0:57 

M クシ- に .D0C' 87/07/09 16:35 
M クシ -は .DUC 87/07/09 16： 33 

テク ニグ ク 'D0C 87/07/09 16:28 



1 ^ 

@ ファイル 名 



文畫ー 51 ゥ ィ ン ドウの 構成要素 

文^お と ファイル 名の ほ1 に rGKoupj と ある ときには、 それが グループ （デ 

ィ レクト リ） 名で ある こと を 表して ぉリ、 さらに グループの 下に ファイルが 登録 さ 
れ ている こ と を 在して います。 
ウイ ン ドウの 大きさ は 固定され ており、 最大 10 個の ファイル 名し か 表 承で きませ 

ん。 それ 以上 フ ァ ィ ルがぁ ると き に は、 IRQ しし UP"1 IROLL DOWNl [I] ffl 

を 押して、 力一 ソル を 移^して ください。 1堝 面が スクロール します。 

それで は、 反輯 表示の カーソル を 「ビジネス 文^ Hi (ネト 外义， 序 編）」 に^いて、 0 
を 押してく ださい。 さらに、 文, 1 ; : おの 一^が 表示され ます。 



」 UlJ iU iU l -i 

" 7 



ビジネス 文醒 ( 社外 文書 《) SR9UP 文書. 87/06/2110^ 




？ 土 円 又 



V 



隱 ジ个ム ： 
I お 正 条件^ 

ABC 恤 
テン プレー 卜 
ペン ショ ンへ のお i 秀ぃ 
印剧 テクニック 例 お，::: 

擦 シンポジウムの 



Up 7xi^]x»- 



2? 



group 正^ #. mm 

r?7rM. 00C 87/07/09 
テ レ-ト .DOC 87/07/09 
riV^2. 00G 87/07/09 
テク 二り ク . DOC 87/07/09 
MW-h2 . DOC 87/07/09 
ill タク -ト 1 .DOG 87/07/09 
ク^》' 力 1， DOC 87/07/09 



10:58 
16:27 
16:27 
16:2? 
16:28 
16:35 
16:33 
16:2? 



り 



名 [ 



] 



カーソルの 移動で 画面が スクロール する 

さらに 反転 表示の カーソル を 「カタログ^ 付の 依頼状」 に移勋 して、 0 を 押して 
ください。 「カタログ 送付の 依頼状 (文 寄 名）： カタログ (ファイル 名）」 が 文書 画面 
に 呼び出されます 0 



、に： ：> ■': 了お^ ま 



Mm 



I ' し— 




»- - - 墨 



g^l] 




0ひ系0 リリ号 
昭 fOOO 年 OO 月 008 



OOOOOO 徕式 会? i^j 

se 部 ooooti^ 



00000敝 会社 



oo^soooooc 



メ 



[ 

リ 



カタ □ グ送付 ご 估 頼の 件」 



拝 苦 黌^ ますます ご の 段お 歷び 申し上げます。 常々^ 別の ご 高 を 賜ね り 厚く 

お 化 申し上げます。 J 

！ さて、 oo 月 oo 曰より、 it 社 製品 を 中心とした 全社 販拡月 鬧 に 入ります。 つき まし 

'-に 「記 関係 カタ 口 ク 00§P ずつ 当方 OO 営 紫 所 宛 OOSOO 曰までに^ IT 送され た 

1< , ctmmi, 上げ ま す 



文 害 編集 画面 



編柒间 面のお 上に、 呼び出された 文書の 名前が 表示され ます。 



オーロラ エース はお 人 16 文^まで 統 けて 呼び出す こ とがで きま す。 
文窨一 览ゥ ィ ン ドウが^ かれて いると きに、 厂 f • 5 | ( コ ピー) を 押す と ウノ 



ン ドウ 内の すべての 文 喾名ゃ ファイル 名な どが— 時 的に 記憶され ます。 この 記慷 
された もの は、 ペース ト機能 を 使う ことで、 文書の 中に 貼り 込む こ とがで きます 

グループ 内に いると きに、 ひとつ 前の 文耆ー 3£ 西 | 面に 戻る ときには、 反転 表^ 
力一 ソル を ウイ ン ドウの いちばん 上に ある 「 ¥ GROUP J に 移動して 



yi を 押してく ださい。 



画 文書の 追加 呼び出し 

： f * に （編集） — 「8) 追加 呼 出」 

ォ一 ロラ エース は、 现 在 開かれて いる 文書に、 別の 文書 を 追加 • 柿 入す る こと も 
できます。 追加され る 位置 は、 「追加 呼 出」 が 実行され る 前に 力一 ソルが あった 位お 
にな リ ます。 

追加 呼び出し は 「文 害 呼 出」 と ほぼ 同 じ 手順で 行います。 次の 手順で 「追加 呼 出」 を 
実行して く ださい。 



「追加 呼 出」 は 何度でも 迚統 実行で きます が、 追加 を 繰り返して、 文^ サイズが 
不 に 大きくなら ないように 注意して ください。 文 香に 空き 容量がない と、 正 
常な 保存が でき なくなり ます。 

ui 加 呼出^に も、 [T^T] (コピー） が 使用で きます。 



[操作 手順] 

% 在の 文^に、 新 た に 文 誉を迫 加す る 位 s に 力 —― ソ ル を 移動す る 。 

1 f • 5 I (編集) を狎 して、 プルダウン メニュー を 開く。 
反転 表示 カーソル を 「8) ^ま 呼 出」 に; ほ いて、 0 を 押す。 一 
文書 名の一 览 表示 ウイ ン ドウが 開かれる ので、 追加す る 文書 名に 反転 表示 力— 
ソル を 移動して 0 を 押す。 

「追加 呼 出 _! が 実行され たら、 画面 を スクロールして、 文書が 追加され ている こと 

を 確認して ください。 

メンテナンス のために、 サイズが 大きくな りそうな 文書 を 分割して 作成し、 すべ 
てが 揃った ところで 連結す る。 あるいは、 会社な どで^ 敉の おおで 作成した 文^ を 
ひとつに まと め 報告 誉 とするとき などに も、 「追加 呼 出」 はたい へん 役に立つ 機能で 

す。 



① ②③④ 



2. 4 

起動 画面に 戻る 

國 文書 編集の 終了 

\ ク ー, 



f • 5 



# 「3) 登録 （終了）」 

文 害の 呼び 出 し、 追加 呼び出しの 方法が わかったら、 

らな いのが 編 Hi ゆ 1而 の 終 f ノ/ 法です e 



次に 党え てお かなけれ ばな 



[操作 手順〕 

(D 1 f * 5 | (編 tft) を 押して、 プルダウン メニュー を 阁 く。 

② ^乂 お^ ^力一 ソル を 「9) mk m f ) j において 0 を 押す 




r i 

> 
ゆ 

ri 




i パ， 了） ： カタ 



巧 \ 

— 



一—— > ^p-w^ - jk 



ぷ 



OOO0OO 株式 会 



Jl 文書 を 更新す る 



£■) S'i^>^w<_ L' ご ますな 
S) 編 第した 文書 を S き棄 する 

1) 中 鬪登鰊 



IS 



\ / \ res t i\ ■ I 

sgffloo 年 oo 月 oo ま 



ooooo^c 会社 s i 
oogpgoooooc 



i 



カタ 口 グ说付 ご 依頼の 件』 



^ 凿ネ 十ます ます， 膝碟 のおお 》 び 由し トぱ ます- ^々校 Sij の ご; 6^ み 腿 わり 厦く 

r 躉錄 （終了）」 ウィンドウが 表示され る 



③ 



「1) 义 ^をお 靳 する」 「2) 別 文^と して 保存す る」 「3) 編集した 文書 を 破棄 

する」 のい 丁れ かに 反お 表示 カーソル を 移動して R を 押す と、 起動 國面に 戻る。 
④ オーロラ エース を 終 r する ときには、 [^.txi (終 n を 押す 



オーロラ エース を 起^した め: 後に は、 



イン ドウ） の プルダウン メニュ 
—が 自動的に 關 か れて いま し たが、 ここで は 開かれません。 再度、 'の 呼び/ おし 

が 必要 ときには、 f f > 2 | (ウィンドウ) を 押して 「2) 文^ 呼； に」 杏^ 行して ビ 



だ？ い。 もちろん、 いったん 破^した 义, リを 復^す る こと はでき ません から 注， 
が 必^です。 



'丄 



オーロラ エースで は、 いったん 文 ,|:： ファイル を 呼び出 したら、 

ならず 経なければ なりません。 文書の 編集 中に、 強制的に ファ 
はでき ないよう になって います。 



以上の 過お を 力， 



る こと 



0 



ョ. 

0 



j ぶ 

ョ 



丄 



J 



甜 1 



ね 



2.5 

使用 環境 を 設定す る 

國 環境 設定 

I f ■ 7 | (環境） 「 1 ) 環境 設定」 

オーロラ エース は、 システム、 辞ぶ' ともに RAM ディスク や ハ一ド ディスクに 組 

み 込んで 使用す る ことができます。 また、 サイズの 大きな 文き : を 作成したり、 印刷 
時の マルチ タスク 機能 を 英^す るた めに、 指定 ドライブの ディ スクに テン ボラ リ フ 
アイ ルを 作成し ます。 これらの 設定 を^う のが、 「SP£ 設定」 です。 



③ それぞれの 項 U 問 を [U ffl で移釗 して、 ^境 を 設定す る 
ド ラ ィ ブ^' ふ は EI だけで 変更で きる。 

® 設定が 終 f したら、 LTUXi (終了） を 押す。 



® 環境 設^の 内お が 保存 されて、 起動 阿 爾に戾 る 



0 



ts^,s^ の ^な m の: s 味 と 表示 内容 は 次の と お り です。 
1 ) 文書 ドライブ 

文^の 呼び; にしゃ 登録す る ドライブ を^ 定 します。 臼 を 押す と、 現在 报統 されて 
いる ドライ ブ 番号が 顺番に 飾 さ れ ます。 
パスお をお 人す ると、 文書の 呼び出し 時には、 お 初に その ディレクトリ （グルー 

プ } に 登録され ている 文書が - 1 ほ农ホ され、 I STOP 1 を 押す と ルート デイ レクト リ 

の， 一お が^^されます。 ただし、 文挤 の靳規 作成 時に、 環境 設定で 指定した デ 



さ 



！麵麵 ぉ誦 



TP, HO 








L. :」： . 1 



I 

[操作 手順] ^ 

① 起舰ゅ ifii -el f > 7 1 mm を 神 し て 、 プル ダウ ン メ 二 ： 

② kfe^^ 力一 ソル を n) 琛境 設^」 に it いて 0 を 押す 
めの ゥ ィ ン ドウが^ かれる。 



. トニ *\； 



「環境」 の プルダウン メニュー 



I. 



を 闇く 



0 




酣 s^e>sc 着 fsglnAswr 




ィ レクト リ （グループ 名） を 作成 しないと、 ルート ディレクトリ 上の 文書一^ が 表 
示されます。 

なお、 バス 名に 全角 文字 を 使用す る こと はでき ません。 常に、 特定の ディ レクト 
リ < ダルー フ。 名） から 文書-を 呼び出したり、 ^録 したい ときには、 パス 名 （ディ レ 

ク ト リ z グループ 名） はかならず 半角 文字 を 使用して ください。 

ドライブ^ せ は g で 変更す る だけでなく、 直接 キー ボー ド から 入力す る こと もで 
きます が、 存在し ない ドライブ 番号 を 人力す る こと はでき ません。 
2 ) 辞 害 ドライブ 

辞書 ドライブ も 自由に 設定で きます。 g を 押す と、 接続され ている ドライブ 番 ひ 
が) iin^ に 表示 されます から、 辞 寄が 格納 されて いる ドライブ 番号 を 指定して くださ 
い。 

針 や ドライブ は パス 名 を 記 人して、 サブ ディ レクト リ を 指定す る こと もで きます 
お、 指定され た ドライブ および ディレクトリに 辞 害が 存在 しないと、 オーロラ エー 
ス の起勋 時に エラー メ ッ セージが 表示され ます。 

3) 作業 ドライブ 

オーロラ エース は、 文^ 編^、 印刷 時に、 作業用の ワーク ファイルが 必要です。 
それ を 指定す るの が、 この 項' 『です。 

ドライブ^ v を ffi 定す ると、 オーロラ エースの 起動時に、 指定 ドライブに 「te 

mp」 という ディレクトリが 作成され、 作業用に 使用し ます。 一般的に は 文書 ドラ 

イブ を 作業 ドライブと して 便 ffl します が、 ディ スクの ゆ: き^^が 充分で ない と、 「$jj 

作 を 保証で きません」 という メッセージが 表示され てし まいます。 この メッセージ 

が 表示され ると、 特に 印刷 関係が 正常に 行われません。 できれば、 RAM ディスク 

ゃハ一 ド ディスク を 備え、 それ を 作業 ドライブと した ほうがよ いようです。 

なお、 システム ドライブと 作« ドライブに、 同じ ドライブ 番号 を 指定す るの は 避 
けて ください。 

4 ) システム ドライブ 

オーロラ エースの システムが ある ドライブ 番号 を 指定し ます 。オーロラ エース は、 

RAIV [ディスク や ハー ド ディ スク にも 対応して ぉリ、 A ドライブ 以外で も 起動で さ 
ます。 

5 ) 背景 色 

a 面の 背景 色 を 白と 黒から 選択で きます。 g を 押す と、 「白」 と 「黒」 が 交互に 表 

示されます。 

6 ) 文 害の 並べ方 

文, り : 弋ヒ をお ポ するとき の 並べ 力 を 次の 3 つから 適択 できます。 ディ レクト リ' （ダ 

ル一 プ^) が 存在す る ときには、 ルート ディレクトリ 十. の义乃 より 優先し て^^さ 
れ ます。 表示 順位 は、 す 旨定に 促い ます。 



1 作成 日時 

2 昇順 …- 
3 降順 …- 



もっと も' 最近 作成され た 文書から 先に 表示す る。 
文書 名 を もとに、 J1S コ一 ドの 小さい 順番に 表示す る 

文 # 名 を もとに、 JIS コードの 大きい 順番に 表 承す る 



驪文害 フロッピ一 交換 



f • 7 」 （環境) 崎 「2) 文書 フロッピー 交換 j 



現在 禅 入 さ れ ている 文 書デ イス ク以 外の も の か ら 文 窗 を 呼び出 す ときには い 



つ 



»醫 ゆ 63t^ffsnA^»d 
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たん 「文書 フロッピー 交換」 という 作業が 必要です。 開かれて いた 文書 を 閉じて 起 

劻 画面に 戻った からといって、 そのまま 文書 ディ スクを 人れ 換える よ うな こと はし 
ないで ください。 ファイル 破壊の^ 因に なり ます。 
文？？ ディ スクを 入れ換える ときには、 次の 手順 を 踏みます。 



[操作 手順] 

起^ リ％ おの | f • 7 1 (環境） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



反転 表示 力一 ソル を 「2) 文書 フロッピ一 交換」 に 置いて、 0 を 押す。 

ベルが^ つ て 、 义; 'デ イス クを 入れ換え るよう に メッセ一 ジが 表示 される。 
文 観： ドライブの ユー ティ リ ティ フロッ ピ一 を、 フォー マツ ト 済みの 文 誉 ディ ス 

クと 人れ 換えて しく を 押す。 

ディ スク アクセスが 行われて、 文 iff ディ スクの 文 害— 黧 ファイルと 外字 フ アイ 
ルを メモリー 上に ロードす る。 同時に、 文, 1 ; : ディスクに 「temp」 という 作業 
用の ディ レクトり が 作成され る。 

國誉 フロッ ピー 突換」 という 作業 を 行わないで 文 害 ディ スクを 入れ換え ると、 
現在 システムが 記愤 している 文書 名と 新しく 神 入され た文誉 ディスクの 文 香 名と 

がく い 違い、 ファイルが 破壊され て しまう ことがあ り ます。 
オーロラ エース を 使用 中の 第 故 は、 この 「文書 フロッピ一 交換」 と 文書の 登録 

処理 を 定められた とおり に 行わなかった ために 起き る ものが 大半 を 占めます。 く 

れ ぐれ も 注意して く ださい。 
文: お 編集 中に 大きな 範囲 を カット、 あるいは コピ一 すると、 文丧 フロッピ一 交 

換が できなくなります。 このような場合に は、 いったん 適当な 文誉を 呼び出して、 
^ い 文字列 （空白 も 可） を カット、 あるいは コピ一 してく ださい。 もちろん、 文 

-^の コ ピ一 でも かまいません。 



① ②③④ ⑤ 



2.6 

新規 文書の 作成 



I 文書 名と ファイル 名の 入力 
I f ，川 ウィンドウ、 



「 】 ) 新規 文 害 作成」 



新しく 文蒈を 作成す ると き に は、 まず 文 * 名 と フ アイ ル名を 入力 しなければ な り 
ません。 それ を 行う のが、 「新规 文^ 作成」 機能です。 



u l;iJ i 」 「J ] t- n^r- I 



クルー: f : ¥ 



ビジネス 文 伊 擦 （^ト 文 «g) GROUP 社外 文 塞， 87/06/27 10:5 




作 * fHOHF 



GROUP 
GROUP 



社 R 文書, 

校正 条件. 
7 ラフィック 3, 

7J? レー 卜 . 
7 フヌィ ま 
テク: リク . 

m'j-K 、 

黼糊 ， 

タ- ラフ 彷ク 1- 



87/D6/2? 
DOC 87/07/09 
O0C 87/07/09 
DOC 87/07/09 
DOC 87/07/09 
麵 87/07/09 
DOG 87/07/09 
DOG 87/07/09 



10:58 
16:2?; 
16:27 
麵 
16:28 
16:35 
16:33 
16:27 



p ァ — 口 ラ. DOC] 



-^" 





新規 文書 作成の ための ゥ イン ドウ 

[操作 手順] ' 

® I f • 2 | ( ウィンドウ) を 押して、 ブル ダウン メニュー を 開く。 

② 反 fc^^ 力一 ソル を 「1) 靳说 文, 1 F 作成」 において 0 を 押す と、 文書 名と フ 
ィル名 を 入力す るた めの ウイ ン ドウが 開かれる。 

③ 文, 1 : 'タイ トル、 ファイル^ を 人力して 確定したら、 0 を 押す。 

④ 义 ^編 旗 画面に 変わ り、 画面の 左 f に 文書 名が 表示され る。 



ウィンドウの 中には、 文書 ディスクに 登録され ている 亥 書の 一^が 表示され、 重 
複 入力 を P 力ぐ よう になって います。 

この ウィン ド ゥ が 開かれて レ 、 る 状態 で 「文き タイ トル」 と厂 フ ァ f ル 匕」 を 入お しま 
す。 「文钾 タイトル」 は 文 寄 名 あるいは 見出しの ことです。 半角 8 文字し か 使えない 
ファイル 名で は 表し きれない 文蒈の 内容 を 「文 誊タ ィ トル」 に,; ヒ 入して < ださい。 

「文 害 タイ トル」 を 記入して 0 を 押す と、 「文齊 タイ トル」 に 記入した 文字の 先 ^ か 
ら 半角 8 文字 分 （令^ 4 文字 分） が ファイル 名と して 記入され、 同時に 拡張 子に 
「DOC」 が 記入され ます。 カーソル も ファイル 名に 移; lijj します。 

• 义乂 タイ トルの 光 ffi の 文字 を ファイル 名と して 使いたくない ときには、 フ アイ 
ル名を 変更して ください。 半角 8 文'?： （全角 4 文字） 以内で ファイル 名 を 入力し 
ます。 拡張 子 を 「DOC」 以外の ものにしたい ときには、 日で 力一 ソル を 拡^ 子の 
部分に 移動して^ 更 します。 



翁 h つたん 入力した 文 普 タイ トル や ファイルお、 ぬ 張子 は、 何度でも 訂正で きま 

す。 項 目間 を 日日で 移動して、 訂正して ください。 
書 文醫 名、 ファイル 名と もに、 文字の 途中に^ お を 挟む こと はでき ません。 
また、 「义？ r タイトル」 を 入力す る 前に、 ファイルお と 拡張 了 を 入力す る こと も 

できます が、 文褰 タイトル を 人力し ないかぎ り、 文書 編狼闹 面に 入る こと はでき 

ません。 かならず 「义 ^タイ トル」 の 記入が 必要です。 



画 グループの 作成 

^境 設定の 「义 ^ドライブ」 で、 バス （ダル一 プ） を 指定す る ことができました。 
そこで パス （グループ） を 指定しても、 ^際の 文お ディスクに ダル一 プが 作成され 
ていないと、 仃効 ではありません。 環墻 設定で パス （ダル 一プ） を 指定した ときに 
は、 文 誓 を 作成 するとき に、 义齊 タイトルの 入力に 先立って、 ダル一 ブを 作成し ま 

す。 

ダル一 プ はかならず 作成し なければ ならない もので は あ リ ません が、 文書 を 効率 
よく^ 现す るのに 便 利な 機能です。 う まく 利 川して ください。 



[操作 手順] 

① 斬^义, 1 :^ お 時に、 文^ タイ トルの 入力に 先立って JHOME CLRI を 押す と 

ゥ i ン ドウ 内の 文書 名 入力 行が 変わる j 



乃 ii 



ビジネス 文例 集 (社外 文書 S〉 ら ROUP 站 ト 文鲁. 87/06/27 10:5: 



「ビジネス 文 ゅ廉 （社 P5:3^t*s 

き Si 条件 麵集 
A 3 。分析 
チ 、 'づ レー ト' 
くン ショ ンへ のお 誘い 

I お 刷テ ク ニック 例 ■-mm-um 

摩 書 

I お; き 資统算 

| V V Ttt V ゥ厶 のこ^ 内 

H か 'は 〖第 2 章— グループの 作 ぼ 



GROUP 校正 条件. 87/06/27 
クラフ^ ク 3. DOC 8?/0?/09 
ijT^Y .DOC 87/07/09 
r?7^2. DOC 87/07/09 
ラウ ニック .DOC 87/07/09 
Jl もク トト 2 .DOC 87/07/09 
J) もク ジ-ト 1 . 00C 37/07/09 
ゲ 刃^々 _LD0C 87/07/09 



10:5S 8 
16:2? I 
16:2711 

18:27 
16:28 
16:35 
16:33 
18:27 



] デル 外リ [第 2 章 - 



グループ を 作成す る 

® ダルー ブ タイ トル、 ディ レクト リ r，、 (^略 可能） の瞻 i に 人力して、 0 
を 押す。 

③ 文^ タイ トルと ファイル 名 を 入力して 0 を 押す と， 文書 編集 岡 面に 変わる。 



ダル 一プ だけ を 作成 して、 文 お 作成 を 行 わない と き に は 1STOPI を 押 してく ださ 



い。 起動 画面に 戻り、 機能の 運択持 ちになります 



ル―ト ディ レクト リ J: に 作成で きる 文 齊の数 は 、敁 人 92 個と いう 制限が あ り ま 



す。 （(192 [総 ディ レク ト リ数] 一 1 [作 椠川 ディ レク ト リ] ー6 [バックアップ ファ 
ィル; 1>+2)。 

しかし、 ダル一 プを 作成して、 义ぉを グループ 単位で 作成す る ことで、 この 制 

限が 取 リ 払われ、 文書 デ ィ ス ク 力 n 1 つ ぱいになる ま で文蒈 作成が 可能に なります。 
グループ は 3 嶋 ま で 作成で き ま す。 

I f • 5 | ( コ ピー) を 利用して、 ウイ ン ドウ 内の 表示 を 一時的に 記 if: させる こと 
がで き ます。 



2.7 



文字 入力の 前 i 





キーボードの キ一 を柙 すと、 次々 と 文字が 入力され ていきます。 1 文字 1 文字 入 
力しながら カーソル を 動かす 必^はありません。 でも、 いったん 誤 入力 や 変更な ど 

が 出たら、 カーソル を ^かしながら 修 jH する しかありません。 また、 文^が^ くな 
リ 過ぎて、 途中で 改行し なければ ならな く なること もぁリ ます。 

そこで、 ごく 『たり 前の ことです が、 文字 入力の 前に、 オーロラ エースで のこれ 
らの 方法に ついて、 fSp はに まとめて おく ことにします。 



國 カーソル 移動 

「 3 ) 前 頁」 
「4) 次 頁」 

I f ■ 7 I (位置) ― 「 5 ) 文 頭」 

ro 文末」 

「 7 ) 頁 指定」 

[操作 手順] 

1 文字 単位の 移動 ： 

1 文字 単位での 力 一ソル 移動に は、 as を 使用し ます。 連絨 移動 は、 カーソル 
移動 キ一 を 押 し つ ばな しにして、 適当な とこ ろ で 離 し て く ださい。 
移動の 単位 (半角、 全角) は、 記入され ている 文字に 従います。 空白の 文字列 部 

分 V トっ様て，す。 

ただし、 改む マークより 後ろに 力一 ソルが ある ときには、 入力 モードに かかわら 

ず、 半角 単位で 移^し ます。 



行 単位での 移動 ： 
行 単位で 移動す る ときには、 fflffl を 使用し ます。 

むの^ 巾て 13 を 押す と、 次の 行の先頭に 力一 ソルが 移動す るので、 0 を 押し 絞け 
て 、 \ r 曙 位で 移動す る こと もで きます。 

CTRLj+ 闕でも 0 と M じこと 力 え ま す。 



行の 中での 移動 ： 

行の 中で も 1 文字 単位の 移動と 同じです が、 それと は 別に、 行頭、 行末へ 一気に 
移動す る 機能 もぁリ ます。 コント ロール キー 'ォ ペレ一 ショ ンで 行います。 



行頭への 移動 
行末への 移動 



CTRL. A 



CTRL|+]XI 



ページ 間の 移動 ： 

ページ llij で カーソル を 移動す る ときには、 メイン メニュ 一の 1 f * ?1 (位置) を 使 

) H する 場 介と、 IROLL UPl^lROLL DOWN ，な ど の 特殊 キ 一を 使 m する 場 

^があります。 頻繁に 移動し なければ ならない ときには、 特殊 キ一 を 使用した ほう 
が麯編 < 作業が 進められます。 
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前の ぺ一ジ に 移動 



次の ページに 移動 



文 害の 先頭に 移動 



文書の 最後に 移動 



指定 ページに 移動 



f * 71 (位 k) iFj ベ— ジ」 



R 0 しし 



c t r L]+nn 
(位お） 



f • 7 



「4) ； k ぺ一ジ J 



ROLL UP 



C T R L |+m 



f • 7 Wf.7i) — 



义姒」 



S H I F T + R 0 L L D 0 WN 



f • i ( \;m 



「6) 文末」 



SHIFT + ROLLUP 



(D[f • 7 I (R;; む 



「7 ) Stit 定 J 



(D r 頁 指^ ： 何 ページ = 」 という 表示が 出る ので 
動したい ベ一 ジ 番号 を 入力して、 0 を 押す。 



移 



f * 7， (Ri^c) の 「6) 义^」 や、 ROLL UPiT は、 ^後の ぺ一ジ 以降に 



ス クロールして 移 励す る こと はでき ません。 
タブ、 デシ マルタ ブ^ 定 し た仪 おへ カーソル を 移勒す ると きに は、 ITABI を 使 

J I J しか Q 



國 改行 

改ひを 行う ときには、 0 を 押します。 力一 ソルが どの位^に あるとき でも、 0 を 
押す と、 ^) 行の 先 罾移 ^します。 

-陋で も 改行が i (われ ま す。 



CTRL 



園 強制 改行 

オーロラ エースで は、 神人 モ―ド h 丹き モードに かかわらず、 力一 ソルが どの 

R 翁 M と き で も 、 0 で义卞 列が 祈 リ 返 さ れる こ と は あ リ ません。 そ こ で、 強制 

的 に 文？ 列 の 途 り ' で改 }亍 したい ときには、 ！ S H I F T を 押してく ださい。 文字 
列が 折 リ 返され、 カー ソ ル は 次の 行の 5t 頭に 移動 し ま す。 



改頁 



f - 5 (編集） 



「6 ) 改頁 



文 人 : は お 式 設載ま 定められた 行数で ページ 管理され ています 
で 強制的に 改^したい ときには、 次の よ う に 行います。 



こ の ページの 途中 



[操作 手順] 

① 



f * 5 1 mm を 押して、 フ仆 ダウン メニュ 一を 開く。 

/乂 I ム^/ ji 力一 ソル を 「6) 改 K」 にあ': いて、 0 を 押す。 

という 記 ゆが 表示され ます 



f - Id 



-IN 



レ , 



を 



や 



DEL 



第 2 部で は、 オーロラ エースの 操作 T' 顺 

- 使用 上の 注意点、 Sffl への ヒントな どが、 
機能 • 目的 別に ま とめて あります。 



文字の 入力 
文 害の 編集 
霤式 設定と 印刷 
ファイル 管理 

オーロラ エースの 高度な 応用 



章 章 輋章簟 

12 3 4 5 

*a， Ja， ftes &p am 

簿^ IF W 9? 
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1*1 



暑き 
I #1 



■ 4 « 4- J 



4 



雷， 



善' 



J *， リ き つ 



h 参 響 



, 4 » i 



，、き" 攀 



I'm 
:* 

曝 



• 曇 i 

に 難 i 



*4 



響 



1 "ュ 



# » 



# ■ 



'音 



ひ 



疆 



* 



m 





文字 入力と、 かな 漢字変換の 基礎 



挿入モードと 上書 さ モ一ド 

I IMS I 



(編集） 「？） 印刷 ，書式」 — ns) 入力 モード」 

文章の 途中に 力 一ソル を ぼ いて、 文字列 を 記入して いったと きに、 カーソル 位置 
から 文字列 カ吋爭 入され ていく^せ を揷入 モート，、 逆に、 すでに ある 文章の 上に 上 害 
き さ れて、 元の 文字列 と 新しい 文字列が 置 き 変わつ てし まう 場合 を 上誊き モードと 
呼びます。 

モードに よって カーソルの 形状が 変わり、 神 入 モードの とき は 「0」、 上書き モー 
ド のとき は 「□」 になり ます。 

オーロラ エースが 起^した 直後 は、 神人 モー ドに 設定され ています。 





: 、 カーソル 赞 r ： 






元の 文章 


文 宇 入力の 練習 


1 「基礎」 と 入力。 


1* 入 モードの 場合 


文字 入力の 基礎 練習 


上騰き モー ドの 場合 


文字 入力の 基礎 



文書 S m 屮に 挿入モードと 上 書 き モード を 切 り 換える とき は、 j I NSI を 押 し て く 
ださい。 交互に 切り 換わり ます。 

オーロラ エースが 起動した ときに、 かならず 上書き モー ドに 設定した いとき は、 
次のように 操作し ます。 



[操作 手順] 



1 f - s ] mm) を 押す。 

「7 ) 印刷 '嘗 式」 を 選択す る。 

「19, 入力 モード」 を 日で 「し 山'' き」 に 変更して、 0 を 押す 

反 表示の カーソル を 「標準 設定」 に 移動して、 0 を 押す。 



①② ^ ④ 



酾 禁則 処理 

?"」 や！"。」 「)」 など、 行颜 にきて は 困る 記号 を 行*^ 理 する こと を、 禁則 処現と 
いい、 对 象になる 記号の こと を禁刖 文字と 呼びます。 改行 マーク も 禁則 文字に 含ま 

《しま j o 

ォ— 口 ラ エース は、 設定され ている 义卞 数の 次の 桁 を、 的に 禁則 処现ェ 
リアと して 確保し ます。 禁 刖処现 を 「する/しない」 を ユーザ一 が 決める こと はで 
きません。 



國 変換 • 無 変換 ， 確定 キー 

オーロラ エースに は、 かな 漢字変換 モー ドが 3 種類、 fi わって います。 それらの モ 

一 ド によって 変換 方法に 遠い は あ り ます 力、 基本的に かな 漢字変換 は 次の キーで 行 
う よ う になって います。 



変換 

次 候補の 表示 
無 変換 
確定 



X F E R 



SPACE 



— ^ 



「N F E R I あるいは 「f - 9 



, ^ 



N fT^] が忖 いていない 機種で も、 [f • 9 I で ひらがなの 読みの 状態に 民す こ 



とがで きます。 

オーロラ エースで は、 かな 漢字変換が できる の は、 ひらがな だけです。 この、 



ひらがな による 読みの 人お 時には、 かならず 「カナ 1 をロッ ク してく ださい。 L2Lt 
が 押されて いないと、 アルファべ ッ 卜の 人力になります。 



変換 キーと 次 候補の 表示 を 行う キーの 割り当て は、 I X F E R I 1 S P ACtL 



X F E R と SPACE 



いずれ かに 設定 变更 できます。 ユーティリティ 
フロッピ一 に 収められ ている 「フロント ェン ド プロセッサの 環境 設定」 プロ グラ 
ムを使 FfJ してく ださい。 



> 



國 熟語 候補の 選択 

岡-ほ 意義 語 や 倒置、 特殊な 読みな どの 存在 もあって、 かな 漢字変換が— 度で うま 
くいく こと は、 なかなかありません。 そこで、 かな 漢卞 変換の 結果、 表示され た 熟 
溜が 止 しく ない ときには 次 候補 を 表示して、 該当する 熟語 を 選択し ます。 



[操作 手順] 

① 1XFERI を 押して、 熟語 候補 群 を 表示す る 



入力 文字 r せんたく」 



i IXFE R ，を 押す。 



ゆ 



1 ： 選択 2 ： 洗濯 3 ： せんたく 4 ： セン タク 



② L2LE_g_g]「SPACE] 曰 曰の いずれ か を 使用して、 反転 表示 カーソル を 該当 
する 熟語に 移動す る。 

熟お 候補が 多数 ある ときには、 [T] [C で 表示 内容 を 行 単位で 切 リ 換えて、 該当す 

る 熟語 を 指定す る。 

③ 0、 あるいは 熟語に 付けられ ている 游 ゆ を 接 入力して 選択す る。 
® 0 で 熟お を 確定す る。 

鬮 変換 中の 文字の 表示 色 

オーロラ エース は、 かな 漢字変換の 際、 一定の 決まりの もとに、 システムが 判断 

した 义 節せ 位で、 さまざまに 表示 色 を 変えます。 
あ』; 色の 変化が 即座に 現れる かどう か は、 変換 モードに よって 違います が、 それ 
ぞれ のお^ 色の 5: 味 は、 モードに かかわらず 定まって います。 誤変換の 訂正 や 文節 

の 区切り [I [しな ど は、 この 表示 色 を もとにして 行います。 

これらの 表示 色が 持つ 意味 は、 以下のと おりです。 かな 漢字変換の 実際 は、 「変換 
モード」 の 項 を 参照して ください。 

• 黄色の 反転 表示 ~~~ ~ 

入力され た it 後の 文字。 まったく 文法 解析 を 受けて おらず、 ひらがな のままで 

翻！^ 
• 緑色の 反転 表示 

変換 システムが 判断した 文節。 熟語の 次 候補 を 表示で きる の は、 この 文節 だけで 

す。 

| • 水色の 表示 （背景 色 は 黒） 

文法 解析され て 表示され た、 熟語の 第 1 候補。 未確定の 熟語で ぁリ、 誤 入力 や 
ま1 変換の 修正が 可能です。 
• 水色の 反転 表示 

かな 漢字変換が 行われて いる 状態で、 [^を 押して ひら がな の 読み に 戻 さ れた 

文字。 B 0 で 反 表示 範 「#1 を 変^して、 文節の 区切り を 措定で さま チ 
• 黒色の 表示 

確^ 义 字。 変換し 直す こと はでき ません。 ただし、 ひらがな （場合によ つてけ 
カタ カナ や 半角 文字 もお む） は、 得 変換 機能で 変換で きます " 
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入力 方式 



かな 入力/口一 マ 字 入力 

「6) ローマ字 入力」 



人力） " 「リ かな 入力」 



あるいは 

T^n mm — n) 印刷 ■ 害 式」 — ria) 入力 方式」 



^み を 人力す るム 式に は、 かな 人力と ローマ 卞 入力が あります。 いずれの 方式で 
入力す る ときで も、 かならず iwi を ロックし てく ださい。 

入力 力 式 を^お する 方法に は、 2 種 烦ぁリ ます。 ここで は、 「一時的 変更」 と 「標 

,設 定」 として 报作乎 順 を 説明し ます。 

オーロラ エース の 標^入力 ガ式 では、 かな 入力 にな つてい ます。 

[操作 手順] ローマ字 入力の 場合： 
—時 的 変更 

® I f • 1 」 （入力) を 押して、 ブル ダウン メニュー を 問く。 



② 「6) 口一 マ'? : 人力」 に メニュー 力一 ソル を; ほいて、 lid を柙 す。 



口一 マ卞 入力に 設定す る と 、画面 あ' 卜の 人力 モー ド 表示が 次の よう に 変わり ます。 



1 

i 文 


逐次 

. , ■■ ■ ' 


0— マ 




ヒラ 


全 


辞 


区 



[操作 手順] かな 入力の 場合 ： 

一時的 変更 

® I f • " (八 力) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

② 「7) かな 入お」 に メニュー カーソル を おいて、 0 を 押す。 
標準 ^定 

ローマ字 入力の 場合と は 逆に、 「18. 人力 方式」 70 を 押してく ださい。 表示 内 

^が 「かな 人力」 に 変わります。 
かな 人力に 設定す る と、 入力 モ一 ド 表示が 次の よう に 変わり ます。 



1 f * 5 1 mm) を 押して、 プルダウン メニュー を 開 人。 

「7) 印刷' 書式」 に 反転 表示 力一 ゾルを 置いて、 0 を狎す 

n に 人力 方式」 に j 乂 転 表示 カーソル を' 置いて、 0 を 押す 

0 を 押して、 ^式 設定 ウィンドウ を 閉じる。 

j 乂 お 表ポ カーソル を 「標準 設定」 に 置いて、 0 を 押す。 




5： SI 6: 肓 マ： 壯 ：？： 吶 



文 


逐次 


力 ナ 


ヒラ 


全 


辞 


区 



お!: みの 入力 時に | カナ | をロッ ク する かどう か は、 「フロン トェン ド プロ セ ッサ 

の 境お 定」 で 変 ui できます。 
人力// 式の 標準 設定 は， 「フロン トェン ド プロセッサの 環境 設定」 でも 変更 可 

能です。 



■16 進 （J [ S コード） 入力 

rr r Ti (入力） ― 「5 ) is 進」 

^^に 登録され ていない 熟語 や、 読みの わからない 単語、 あるいは 記号な ど を 

人力す る ときには、 4 桁の JIS コ一 ド による 16 進入 力 を 行います。 
JIS コー ド によって 文字が 入力され る 位；！ は、 実行 前に 力一 ソルが あった 位置 

1 ^ J よ， c 



[操作 手順] 



f • 1 



を 押して、 プルダウン メニュー を閱く 
「5) 16 進 J に kfe 表示 力一 ソル を葸 いて、 を 押す。 
JIS コード を 入力して、 ほ を 押す。 



！ — P ~" . mi i i -m — * — ' - 



16 進入 力 （6 6 5 6) で 「聿 J を 表示 

f JIS コード を 入力す ると、 その コード を 先頭に、 9 個の 屮，^ が 表示され ます。 正 
確 な JIS コ一ド がわ か ら な い ときには、 適^な コード を 入 力 し て、 日 q 



_§lEA^JJ で 候 浦 を 表示しながら 入力す る ことができます ， 

いちど 16 進 人力 ゃ部酋 入力、 記号 変換な ど を 行う と、 次に 16 進入 力 を 実行した 

ときに、 ま 1 その 位-; t から 単語が 表示され ます。 このと きに、 rF§n を 押す と、 ns 

コードの ド 1 桁から 順番に 消去 できます。 ー举に 消去して、 新たに J I S コード 
を 入力 し ますと き は、 



LCLR] を 押してく ださ レ 



f ' 1 1 (入力) 



匿 全角 文字 入 カノ 半角 文字 入力 

一 「1 ) 全角 
「2) 半角」 

オーロラ エース は、 令^ ひんが なの 読み を 入力して かな 漢字変換 を 行います。 そ 
のた め、 ； ifi; おの 入お モ一ド は 「ひらがな/全角」 に 設定され ています。 そこで.、 半 
角 文字の 人力 を迚 絞して 行う ときには、 一時 的に モード 冬， 史し * す。 



i oL/frg t7T\/ j ン 4-j ノ v^.vnl* プ ン —ム 
胃 申し上げます。 j 

ま r は カタ £3グ 送付のお 願いまで。 | 



JIS CODE 6866 



2：^ 3:£f J: 





①②③ 



> 

じ 



[操作 手順] 

® 



(2) 全角 文字 ス 
転 表示 カーソル を 置いて、 義を柙 す 



を 押して、 フル ダウン メニュー を 開く。 
「iKw こ は 「1> 命^ 丄 半角 文字 入力の 場合 は 「2) 卞角」 に 反 



半角 文字 入力が できる の は、 カタ カナと アルファベットに かぎられます。 ひら 
がな や 港 字の 半角 は、 I f * 31 (文字） 崎 「3) 文字の 大きさ」 で 文字 サイ ズを 
変お してく ださい。 



確定^の ま 角 文字、 あるいは 半角 文字 は、 L^XRU 十 ファンク ショ ン キーで、 そ 
れぞれ 半角 文字、 全角 文字に 変換で きます。 「直接 変換」 の 項 を 参照して く ださい。 
オーロラ エースが 起動した ときに、 常に 半角 文字 入力 モ一 ドに 設定した いとき 
に は、 「フロントエンドプロセッサの 環 埦設 定」 で^^ を 変^して ください。 



T^TI (入力） 



ひらがな 入力/カタ カナ 入力 

「3 ) ひらがな」 
— 「4) カタ カナ」 

御 'I に i4 ^ 、 力 タ カナ 文字 を 入お する 必要が あ る ときには、 はじめから 入 /J モード 
を カタ カナ 入力に 固定して 入力 した ほうが 効率が 上がり ます。 逐次 自動 変換で も、 
カタ カナ 入力の 場合に は、 漢字に 変換され る ことはありません。 

[操作 手順] 

© I f > 1 1 (人 乃) を 押して、 プルダウン メニュー を^く。 
(2) ひらがな 入力の 場 介に は 「3) ひらがな」、 カタ カナ 入力の 場 介に は 「4) カタ 
カナ」 に 反 精奏示 カーソル を 置いて、 しく を 神す。 

の ひ ら がな、 お よび カタ カナ は、 [C"T^RLn+ ファンク シ ョ ン キーで 简 )れ 
ま 相^ 変換 可能です。 「「C 接 変換」 の頌を 参照して く ださい。 

いったん 確定して しまった ひらがな を カタ カナに、 カタ カナ を ひらがな にした 
いとき は、 カーソル を 変換した い 文卞に 移 し て 、 ICTRLI +E を 押 して く ださ 
い。 1 义' 卜 中位で、 何度でも ひらがな、 カタ カナ 変換で きます。 
「フロン トェン ド プロセッサの 環 ^設定」 を 使えば、 オーロラ エース 起^ ゆの 入 

jj 文卞を ひらがな， カタ カナの どちらに でも 設定で きます。 



國 
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1.3 

変換 モード 




ま 3=2 4_f^ し 一 卜ュ- 



» 》0 - 



じ」, | ^»-*** 



ね ：，；ゅ 



次き M 変 




に 



m 20 



U1 1 



二 - ,1 

：さふ 学習 

r j て;^' 零 "一， ョ p ぶ 4^. 付 權ひ z 性 



)OSP£00 



胃 貴社ます ます ご 隆盛の 段お 慶び 申し上げます。 常々 格別の ご 离 紀を飈 わり 厚く 

["お 7 リ串 ( け' ます 

！ ざて. oo 月 oo 曰よ り、 貴ネ iias を 中心と した 全 吐 g 反 拡月閤 に a ります。 ゥ きまし 
ねま、 下記 鬨^ 力 タ 口 グ oogp ずつ 当方 oo^ism 宛 oo 月 oo b' ま でに な i 送され た 

'- Hffill 申し 上 ます。 ^ ！ 

ます は カタ D ク せ 付のお 插 いまで。 パ 

^具! 



一 



ぶ 



r に *1 



変換 モード 投定 画面 

オーロラ エースが 備えた かな 漢字変換 システムの 基本的な モー ドを 設定す るの 
が、 この 「変換 モード」 設定 機能です。 

変換 モー ドに は、 さらに サブメニューが W なされて おり、 変換 方式 や 文 ^ モ一 ド、 
'や 習 機能な どの 設定 を 行います。 

操作、 および 設定 方法 は、 m hi で 項目 間の 移動、 曰 曰で 項目 内容の 表示 を切リ 
換えて 指定 します。 具 体 的 に は、 次の よう に 行 います。 



:1: 

X 

® 



ff - 1 1 (人力） を 押して、 プルダウン メニュー を 問く 



ひ 



反 fe 表示 力一 ソル を 「8) 変換 モード」 に遛 いて、 0 を 押す 
□ 囚 で 項 fHHl の 移^。 曰 曰を柙 すと、 表示 内 W が 変わる。 
方式が 決定したら、 0 を 押す。 



「変換 モ一 ド」 で 設定 を 変更しても、 それ は 一時的な ものに 過ぎません。 「変換 

モード」 の 内容 を標 m の 設定に したい ときには、 「フロント ェン ド プロセッサの 環 

て く ださい。 



t ，v. リレ ' 1 ： 

hi iix /ii 



画 変換 方式 

i f - 1 1 (入力） — r s ) 変換 モー ド」 — 「 1 ) 変換 方式」 

オーロラ エースが 備えた、 かな漢 卞变換 システムに は i 3 つの モードが ぁリ ます。 
標準 設定で は、 次 !1ま 力 変換に 設定され ています。 



逐次 自動 変換 ： 

変換 キ一 を 押す ことなく 
る 》M え ごとに 逐次 的に 文 は 



人力され た 読みの 先 iijl から、 システムが 文節と 判断す 
し、 その 變換結 ^ を表ポ します。 




入力 中に に」 や し」 を 入力す ると、 最後の 文節まで、 すべて 変換され ます。 ま 

た、 ^換屮 は、 3 種類の 文^ 色で 変換^ 呆が 表示され ます。 



このと きに、 もういち ど を 押す と、 上; £ した 強制的な 変換と 同じように、 

fj や 「。」 の 部分 も 水色の 文字に 変わります。 こ の 状態 て fTX§1 を 押す と、 先頭 

の 文節と^ 後の 文節 と を綠 の^ 表^が 行 き 来します。 ^入力 や 文節の 区切り 直 
し をむ う と きに、 重^します。 

なお、 迩次 自^ 変換で は、 入力され た 読みが 全角 160 文字 を^え るか、 文節数が 40 
に 逢す る と 、 先 部分 か ら 順次、 確定 されて しまいます。 適当な ところ で 修正、 確 
定 という Sii 现を 行った ほうが、 最終的な 文 普 作成のう えで は、 効率よ く な り ます。 

逐次 自動 変換の 結果-を 確定す る 方法に は 2 つ あ り、 全文 を 確定す ると きに は 0、 
文^ ^位で 確定す る ときには [E を 押します。 [E を 押す と、 緑色の 反転 表示 部分まで 
が 確定され ます。 




種類の 文字 色で 



表示され ま す 



» 色の 反転 II 示 



I 「11 を ま 甲す 



3 種類の 文字 色で 表示され ます I 



確定 文 宇 



末讓定 文字 



CD 
CO 



3 種類の 文字 色で 変換 結果 か 



表示され ます 



0 



地に 水色の 文字 



» 色の 反 e 表示 



黄色の 反転 表示 



熟語の 次 候補 を表ポ できる の は、 緑色の 反耘 表示 部分 だけです。 

「、」 や！"。」 を 入力す る 前に、 強制的に すべての 読み を 変換 させたい ときには、 



XFEFM を 押して く ださい。 黄色の 反 表示 も 変換され て、 水色の 文字に 変わり ます 
「J や 「。」 による 変換で は、 「J や 「。」 が； 色の/ 义 表^に なって います。 



「 



先頭の 文節 



最後の 文節 



3 種類の 文字 色で 変換 結果が 



| 表示され ます 



t 



濯 地に 水色の 文字 



» 色の 反お 表示 黄色の 反 B 表示 



ノ 



J 



修正 時に 、 [E3 に よ つ て 文字の 挿入が 可能な 状態に なって いないと き に は、 新た 
に 文字 入力 を 行う と、 ぶ 確定の 部分が すべて 確定 きれてし まいます。 修正が 必要な 
ときには、 気をつけて ください。 



自動 変換 ： 

変換 そのもの は、 逐次 HitJj 変換と 间 じで あり、 読みが 入力され ると 同時に 文法 解 

析を 開始し ます。 ただし、 IXFER1 が 押される まで は. 変換 結お を^ 小し ません。 
逐次 H 觔 変換で は、 入力され る 読みに 従って、 次々 と 変換 結果 を 表 小して いきま 
す。 しかも、 次に 入力され る 読みに よって、 それ 以前の 変換 結果が 自動 修正され た 
リ します。 このたい へん 優れた 機能 も、 変換 結果の 表示 や 頻繁に 変わる 表示 色に よ 
つて、 長文の 文嘗を 作成して いる ときには、 目の 疲れの 原因に なったり します。 そ 
ん なと さに は、 Hili お^換 モードで 2、 3 义節 ずつ、 人力、 変換と いう 作業 を 繰り返し 
たほうが よいよう に 忍 われます。 ちょ う ど、 連 文節 変換の よ うにして 使う わけです。 

(\ 仙 变換の ^合、 変換お; おそ の もの は、 逐次 f\ ^変換 とまった く fiij じ です が、 
X FER」 を 押 し た ば 〔後の; K ポ 色が^い ま す。 



3 



種類の 文字 色で 表示され ます 。 



緣 色の 反転 表示 



水色の 文 宇 



要するに、 入力され た 読みが すべて 変換され ている わけです。 It a Bi を 押す と、 
絲色の にお 小が 义木の に」 に^! p)j します。 も ういち ど柙 すと、 r 3 j に ひ:: リ ます 

自動 変換で いちどに 入力で きる 文'?: 数 は、 最大で 全角 600 文字、 200 文節まで です 

これ を 超えて 人力 しょうとして も、 キー入力 を^け 忖 けません。 

自動 変換の 結果 を 確定す る 力-にに お よ ひ 峰 正 時の 注意点 は、 逐; 久 'n^ 変換 と w じ 

です。 



一括 変換 ： 

一^ 変換 は、 変換 キ 一を 押して はじめて 文法 解析 を 開始す る モードです。 変換の 
結果と 表示 色の 状態、 および いちどに 入力^ 能な 文字 数 は、 自動 変換と 同じです。 



種類の 文字 色で 表示され ま す 



» 色の 反お 表示 水色の 文字 



文 'r- 入力の 途中 で 辞書への アクセス を 行わない ので、 比較的 きか に 文 窨 作成 が \ f 

え ま すが、 レ 、 ち ど に 長 I 、义卞 列 を 入力して 変換す ると、 誤変換 な ど の 修正に 手間取 

リ ま す。 数 文 位の 人 力 、 変換 を 繰 リ 返 し たほう が、 作 ^効率が 上が ります。 

一括 変換の 場合 も、 変換 結果 を 確定す る 方法、 および 修正 時の 注意点 は、 遂次自 
動 変換 や n 難換 と 同 じ です。 



國 文書 モード 

I f - 1 1 (入力) — 「8) 変換 モード」 ― 「2) 文 害モ一 ド」 

H お 体の 通^の 文な を 作成す る ときの モードと、 複数の 漢字の 熟語が 連なる こと 
が 多い 文 お を 作成 するとき の モード を 切り換えます。 

文, 【トモ一 ドに は、 文^ 変換 モードと 裎 お变換 モードの 2 つがあります。 標 単で 

は、 文意 変換 モードに 設定され ています。 



文章 変換 ： 

ォ— 口 ラエ— ス のかな 漢字変換 システム は、 现代 n 語の 文章に たいへん 強く、 活 

flUfi お をお かしな 漢字に 変換して しまう ことが ほとんど あり ません。 したがって、 

通常の 文書 作成 時には、 「文荜 変換」 モ一 ドを 使用し ます。 

複合語 変換 ： 

技術 系の 漢字の 多い、 固い ま 孝 tf^t ると きに 最適の モードです。 人力され た 

読み を、 優先的に 複合お (2 つ 以上の 澳卞の 熟語が 連なる 語) と 見なして 変換し ま 

す。 

國 辞書 学習 

I f * 1 I (入力) 峙 「8) 変換 モード」 — 「3) 辞 害 学習」 

かな 漢字変換の 結：、 ^示された^ 語が 通 W でな いと き に は、 UFERI を もうい 
ち ど 押して、 次 候補 を 表示し、 該当する 熟語 を 選択し ます。 このと きに 選択され た 
熟語 を、 次の 変換 時に 優先的に 囊 示す るか どうか を 指定す るの が、 「辞書 学習 有/ 
無」 です。 

辞^に 登録され ている 熟語の 使 W 頻度 は、 オーロラ ェ一 スを使 ffl して 作成す る 文 
,*f の 内^、 使う 人の 癖な どに よって 変わり ます。 これらの！！ 51 疆を 避ける ために は、 
システム フロッピ一 と 予備 フロッピーと を、 使用 目的、 使用者 ごとに 違える か、 ハ 

—ド ディスク にも 辞窨を 常駐 させ、 適！:、 ハード デ 仁スク と フロッピ一 ディスクの 
辞書 を 使い分けた りする しか あ リ ません。 

同一 辞書 を 複数の 人で 共お する ときには、 「辞 苦 学習 無」 に 設定した ほうがよ い 
かも しれません。 



國区 切り 学習 

I f • 1 I (入力) ― 「8) 変換 モード」 ― 「4) 区切り 学習」 

辞蒈 とともに、 ii 本 語 ワープロ を 使用す る 卜， でのもう ひとつの 問 题点 として、 適 
切な 文節の 判断と いう ものが あります。 音 異義 語 や 倒謊、 省略の 多い 日本語の 場 
f に 文節 を」 1 : . しく 判断して、 漢字 かな 混じりの 文章に 変換す るの は、 現在の バソコ 
ンの 能力 か ら 見て、 ほ と ん ど 不可能 といえ ます。 

そこで、 辟 せ の f お 機能に 続いて^ 場した のが、 この 文節の 区切り 学習 機能です。 
文節 と て 一意 的 に决 まる もので はあり ませ ん が、 使用者が 遛 定 している ときには、 
かなりの 効果 を 発揮し ます。 

文節の K 切り を 変える や リガに は、 いくつか あります。 ここで は 2 つの 方法で 行 
います。 変換 方式 は、 逐次 自動 変換 を 想定して います。 




いまだ/にがい/けいけん を/わすれられない 0 



1 



今 田に/我 



水色の 文字 



1/ 忘れられない ん 



織 色の 反 鼈 表示 



t 

資 色の 反 職 表示 



1 R を 5 回 押す 



今 田に 



我意/経験 4r7^ れ られな し 



» 色の 反耘 褒 示 水色の 文字 



貢 色の 反 e 表示 



l SHIFT 




is 色の 反 e 表示 



水色の 文字 



寅 色の 反転 表示 



SH 〖 FT]+bj/ 日 を 押す と 、 ^色の 反転 表示 部分が 伸縮 します。 こ の 機能に よ 
つて、 文節 を iE しく 区切 リ^して います。 

この 例で は、 文節 を 区切り 直したら、 「未だ」 「苦い」 という ふうに、 正しく 変換し 
I 力: され ま したが、 いつもう まくい く と はかぎ リ ません。 そのよう な ときには、 はじよ 

う に 文節 を 1 ズ: m リ iA: したり、 <mm を ^ポ したりして、 適 w な 义な にして く だ さ レ 、。 

また、 ここで は 先頭の 文節に 綠&の 反お^ 示 を 移^す るのに、 A を 押し まし 



た 力、'、 I X F E R L 次に Hr AB I を 2 1リ1 押して、 先頭の 文節に 移ば i 力す る こ ともで きま 

す。 文章が いとき は、 この 方法が 苻 効です。 



いまだ Z にがい Z けいけん を /わすれられない。 



今 田に ノ 我意/経験 を 



T 



水色の 文字 



\/ 忘れられない /。 

卞 t 

» 色の 反 es 示 資 色の 反転 表示 



を 5 回 押す。 



今 田に 

r 

練 色の 反転 表示 



我意/経験 を/忘れられな レ 



水色の 文字 



黄色の 反 e 表示 



ジ 



l g さ 1 を 押す c 



いま だに / がいけい けん を わすれられ なし 



0 



水色の 反 6 表示 



資 色の 反転 表示 



4 ' 押す。 



い ま だ / にがい けいけん を わすれられ な い。 

水色の 反 fi 表示 黄色の 反 631 示 



ン 



I X F E R を ま 甲す。 



苦い経験 を 忘れられ なし 



緣 色の 反転 表示 



T 

水色の 文字 



変換の あ と て fBS | を 押す と、 綠 の! 乂^ 表ボ 部分が 水色の I 乂お表 ポ 文字に 変わ り 
ます。 このと きに、 日日 を柙 すと、 この 部分の 範阁が 伸縮して 文節 を 指定で きる よ 

う に な リ ます。 文節 を 指示し て を 柙 すと、 指定され た 文節 情報 に 基づ いて、 
かな 漢卞 变換が 行われます。 
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1.4 



特殊 変換 機能 



騸 直接 変換 

通常の 文書 作成で は、 カタ カナ や 平角 文字 は、 入力 モード を 切り換えて 入力し ま 
す。 人力され る 文字列が 長いと き はこの 方法で もよ いのです が、 文章の 中に とき ど 
き 現われる カタ カナ （外来語） ゃ卞角 ^数字 を、 そのたび ごとに モード を 切り換え 
て 人力して いたので は、 たいへんな 時 問の ロスです。 第一、 めんどう このうえ あり 
ません。 

しかし、 こんな めんどう も、 確^ fiij の文卞 なら、 ファンクション キ一 を 押す だけ 

で 簡単に、 ひらがな、 カタ カナ、 半角 カタ カナへ 変換で きます， 

^換 できる 文^列 は、 文字 色の 状態に よって 変わって きます 

未^定の 文字列の 中に、 贤 色い 反転 表ポの 部分が ある と きに は、 この 部分 だけが 

直接 変換の 对象 になり ます。 

黄色い f ズ fe^ ポの 部分が、 ぶ 確定の 文字列の 屮 にない ときには、 緑色の 反転 表示 
の 部 分 が ぼ 核' 変換の 対象です。 



Q 



[操作 手順] 





ひらがな 入力の 場合 


英数字 入力の 場合 


OD I f * B 


を 押す 
を 押す 
を 押す 


全角 ひらがな 变换 
全角 カタ カナ 変換 
半角 カタ カナ 変換 
全角 ひらがな 変換 


全角 英数字 
全角 英数字 
半角 英数字 
全角 英数字 


② I f * 7 


® I f - B 


© f • 9 


を 押す ； 



ひらがな 入力と 奥 数'-?: 入力の 場 介 を 取り上げ ま したが、 カタ カナで 入力され た 文 
卞をひ ら がな に したり、 半 約 で 入力 さ れた 文字 を 全角 にしたり する こと もで きます。 

また、 LLjlJJ を 押した ときの 変換に ついては、 すでに 「変換/無 変換/確定」 の 
^で も 説明 したよう に、 l 、 つ たん^ 卞に 変換 さ れた 文字 を 読みの 状態に^ す もので 

す。 INFER I と M じ 機能です。 

ift: 接 変換 機能 は、 ファンクションキー^ ポが いっさい 出ません から、 キー *シ一 

トに でも^ 入して おくと よい かも しれません。 



ひらがな 変換 z カタ カナ 変換 

「1 ) ひらか + な」 

「2) カタ カナ」 

ゅ| 定 入力で カタ カナ 文字 を 入力す る ときには、 I f • 1 | (入力) の 「4) カタ カナ」 



f ' 3 (文字) 



で 設定し ま した。 これと は 逆に、 いったん 確定した ひらがな 文字 を カタ カナ 文字に 
力 タ カナ 文卞 を ひらがな 文字に^ 換 します。 



[操作 手順] 

(D ISH I FT l +R で、 対象 义卞列 を; 乂ぉ 表示に する。 
(D I f • 3 | (文' t:) を 押して、 プルダウン メニュー を 削く 



ま カタ カナから ひらがなへの 変換の 場れ は、 K 耘 表示 力一 ソル を 「2) カタ カナ」 

に 置いて、 0 を 押す。 
ひらがなから カタ カナへの 変換の 場 介 は、 反転 表示 カーソル を 「1) ひらがな」 

に; おいて、 0 を 押す。 



お 一ろ りん 一す 



— J 







ォー D フエ一 A 













r^rwn +m を 押 しながら 文卞列 を なぞる だけで、 ひらがな— カタ カナ、 カタ 
カナ— ひらがなへ 変換す る こと もで きます。 どちら かとい うと、 こちらの ほうが 

r 釋で、 実用 性が 高い よ う に 思われます。 
ぶ 確^の 文字列 変換の 場 含に は、 ^项 のフ アンク ショ ン キーに よる 変換 機能 を 

使用して く ださい。 



顬再 変換 

いったん 確定した 文字で も、 ひらがなに かぎって 将 変換す る ことができます。 対 

象 に な る xr n を is 囲 指定 し て か ら 得 変換 を 行 う の で、 短レ 、文字列なら 人力し 直し 
て 変換 した ほうが 効^よ く なり ます。 
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① I ゆ 変換 したい ひらがなの 部分に 力一 ソ ル を 移^す る 

SH ！ ^]+El で 反転 表示に する。 



® IXFERl を 押す。 

以 にの 操作で、 指定 範阅 が緣 色の 反転 表示に 変わる とともに、 該 ^ する 漢字 （熟 
語) の 第 1 候補が 表示され ます。 



W 变換 i】] 能な 文字 は、 ひらがなに かぎられ ています。 指定 範囲の 中に « 字 や 力 
タ カナ、 ^敉卞 が ^まれて いる ときには、 ひらがなの 部分 だけが 再 変換され ます。 
いり ビにぉ 変換で きる 文字 数 は、 全角 31 文字までに なります。 この 制限 を 超え 
た 文字 数 を 範囲 指定して も、 31 文字 分し か 対象になり ません。 

「ひらがな 变換 /力 タ カナ 変換」 や ファンク ショ ンキ一 による 直接 変換 機能な 
ど を 使えば、 確定され た カタ カナ ゃ卞 ft の 英数字で も、 ひらがな、 あるいは 全角 

の 拔 に 変換す る ことができます。 ただし、 ai 字 を I f • iD^fi^ER_t e ひら 

がな の S みに^す こ と はでき ません。 



「〒」 や 「…丄 「与」 などの 記号に は、 特別な 読み は 割り当てられて いません。 そ 

こで 一般的に は、 これらの 記号 を 使う ときには、 16 進の JIS コードで 呼び出す こと 
にな り ます。 

しかし、 これで は 能率が^い ので、 オーロラ エースで は、 記号 群 を 分類して 矹み 
を 根り、 その グループの 先^の 記号から メ ッ セージ 行に 候補 群 を 表示す るよう にな 

つてい ます。 



[操作 手順] 

0 



お!: み を 入力す る。 

ish I ft i + rxrr^"i を柙 す。 

表示され る 記号 群から、 該当する もの を 選択して 



0 を 押す。 



入力 文字 



がく じゅつ 



i SHIFT + XFER 





1 ： = 2 ： = 3 ： / 4 ： / 5:2 6 ： /~ 7 ： 丄 8 ： Z a ： L 



記 v 変換の 一^^ は、 卷^ に してあります。 そちら を 参^して ください。 



お リ变換 で,; iiv を 入力した あと、 | f リ | (入力) の 「5> 1 6 進」 を 実行す る 
と、 ぼ 前に 選択され た 記号が 先頭に 表示され ます。 同じ 記号 を 連 絞 入力 するとき 
にね ij 利です。 

頻繁に 使用す る 記号 は、 熟語な 録し たほうが よいで しょ う。 
國 部首 変換 

f や 訓が わかって いる ときには、 通常の ひら がな による 読みの 入力 でか な ^字 変換 
が 行えます。 しかし、 いったん 読みが わからな く なると、 JIS コー ド表を 繰って、 拽 
し 卜1 る ことにな つてし まいます。 これで はたい へんな ので、 オーロラ エースに は郜 
ほ お （「偏」 や 「旁」 など） で 候補 を^^して、 ^ひ: を 入力で きる ようになって いま 

す。 漢和 Af: 典で B 的の 涣卞 を搜 すと きに、 音訓、 部首な ど、 さまざまな 角度から 引 
ける ようになって いるのと W じきえ にもとづいて います。 



入力 文字 うかんむ り 



[操作 手順] 

部首 名を羹 まする 



S H 1 FTl+rX FER 1 を 押す 



c 



力一 ソ ル 移動 キーで、 候補の 中 か ら 該 当 す る 漢字 を 選択す る 



o 



①②③ 



SHIFT 



+[X FER 



M 文字 1 0 2 



I I X F ER」 を 2 回、 押す。 



1:10 2 2 ： 百 二 3 ： 有百武 ^ ： 一 〇 二 5 ： 東京都 千代 田 区 



都 便 番号に は、 「一 （ハイ フ ン）」 を 挟んだ 5 桁の 数字で 表される 地域 も あり ます。 
たとえ ぱ、 「1 9 4ー（） 2」 といった 場 介です。 しかし、 オーロラ エースの 郵便 S 
ゆ 辞書 は、 上位 3 桁の 数字 だけで 住所 を 表示す るよう になって います。 そのため、 
'お 際に 表示され るの は 「市」 あるいは 「郡」 までの 住所と いう ことになります。 
, 例に も あるよう に、 敉卞 を 入力して 変換す ると、 旧 書記 法の^ &ネも 表示され 
ます。 物件 取引、 その他の 証 普で は、 いまでも この 誉 記法が 使 ffl されて います か 

ら、 一部の 文^ 作成 上で は、 利 ni 価储の ある ものです。 
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1 ： ^ 2: 它 3: 宦 4: 袁 5: 寃 6: 寇 7: 雀 8:* 9: 寐 

jis コ一 ド^で は、 jis i 1 ^の 漢字 は 音読みで: jis m 2 水 m の 漢字 は 部 f 

で 分類され ています。 そのため、 ある 部首に 該当する 漢字 をす ベて 表示で きる よ 

うにす るに は、 専用の 辞書 （構成） が 必要になります。 そういう わけで、 ォ— 口 
― ， 、 .， . ，―， -… ，- ゾ. だけで あ リ、 該? ^ す 

るすべ て の漢， Y が 表 示される わけではありません。 

j IS $ 2 水準の 澳^ を 打ち出す に は、 パソコン と プリ ンタ 両方に JIS 第 2 水準 
の漢卞 ROM が必 おです。 



ソ 



國 郵便 醫号 変換 

オーロラ エースの 辞^に は、 郵便 番兮 辞^が 含まれて います。 全角の 数字で 郵便 

番号 を 入力 して、 お、 リ する fi: 所 を 入力す る ことができます。 

オーロラ エースで fl: 所鉍を 作成したり、 かな 漢字変換 システム 「ACE」 を 他の ソ 
フト に^み 込んで、 データベース を 作成した りする ときに、 たいへん^' i: する 機能 

です。 



[操作 手順] 



n の 数字 で 難 f';' を 人力す る。 



[TF ■ を 2 1"L 押す。 

メッセ— ジ 行に、 算用数字、 漢数字な どの ほかに、 該当する 住所が 表示され る 
逸す 尺して、 0 を 押す。 



ひ 



の 

水 

2 

S 

ま 

力に. 

hi に 

る 

さ 

で 

は 

で 

ラ 



①② ほ④ 



I 範囲 指定に ついて 

オーロラ エースで 作成した 文播を 編集す るう えで、 まず 知って おかなければ なら 

ない のが、 船 M 指定の 方法です。 才一 口 ラエ一 ス では、 文字列の 削除 や 複写、 熟語 

の 登録、 そのほか、 あらゆる 面で、 機能の 実行 前に、 この^ M 指定と いう 作業 を 行 
わなければ なり ません。 

'恥| 用 措定の 搡作 その もの は、 いたつ て简 単で、 ISH 〖 FTI を 押 し なが らカ一 ソ ル 
移 ^キ一 を 押 し て 、 对^ と な る 文字列 を なぞる だけです。 



S H I F T1 +R/R 



SHIFT [+m /[T] 



1 文字 単位の 範圏 指定 
行舉 P: の 細 ぱ指^ 



15 固 指定 を 実行す ると、 文字列が 反転 表示に 変わります。 この 作業 を 行った あと 
プルダウン メニュー を 開き、 何ら かの 機能 を 実行し ます。 



装^ 
) 下綠 




曜. n sn ^ ^n - 



2) 纏け 



直 S^OOOO 榇」 



：§：■ 

i 



3) 翻 

4) カラ一 

6) 科 体 

s〉 文^ 着 
力 タ t mm 




ooooo 徕式会 its 
oo き隈 oooooo 



すご 估 余 唐の 件 



貴社ます ま！^ の 段お 慶び 申し上げます。 常々^ 別め ご 高配 を隞ゥ り 厚く 

お礼 串し J: げ ます。 丄 



でて y り' 弓 OO & より、 資? 土製 品 を 中心とした 全ネ £ 販朋筒 tt 入ります 。ゥ きまし I 
p ま、 下記 閣^ 力 タ 口 グ OO 部ず つ 当方 OO 営業所 5SOO 月 OO 曰 ま でに こ m 送され ト 

く 、さ き 申し上げます。 j 

ま ず は 力 タ D ク送 付のお 解 t ^ まで 



o ^1 



範囲 指定 を 行った あと， rr-rn (装飾） の プルダウン メニュー を 開く 
あらかじめ^ M 指定 を 行わなければ ならない 機能の 場^、 これ を 怠って 機能 を 実 
fj しょうと しても、 「範 ^ 指定 後 呼び出 してく ださい」 という エラ 一メッセ一 ジ がぶ 
示されます。 エラーメッセージ は、 何 かキ一 を柙 すと、 消去され ます。 
指定 を 途中で 解除 するとき に は、 fS TOPI を 押してく ださい— 

國 〗 文字 単位の 削除と 挿入 

編 Ife 作業で もっとも 頻繁に 行-うのが、 文字の 削除と 挿入です。 これに は、 変換 中 
(来 確定 文字列) の 削除 さ 揷 入、 確定 文字列の 削除と 挿入と があります。 いずれの 

場 ゃト にも、 mmn\ del i と mi で 行い ま す & 掘 入 は- モードが 神人 モードに なつ 



ていれば、 キーボードから 人力され た 文字列が、 自動的に 神人され ます 



sin 




bT] '- 力一 ソル 位置の i つ 前の 文字 を 削除す る 

DELI '… ，' 力一 ゾル ィケ おの 文卞を 削除す る。 



さ 



変換 中 （未確定 文字列） の 削除と 挿入： 

入力した 文字列に、 よけいな 文字が 1 文字 入って いたり、 逆に 1 文字 足りな かつ 
たりした ために、 お 変換 を 起こす ことが よくあります。 短い 文章なら 再度 入力し 直 
した ほうが 速くなります カ气 ちょっと^い ものに なると、 そうはい きません。 

こんな ときには、 入力した 义卞 をす ベて 読みの 状態に 戻して、 ィ、 おな 义卞を IMP 除 

した リ、 不足して いる 文字 を ^入して から、 もういち ど 変換し a: します。 
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御 家庭 文字列の 削除 鵜と 



挿入 



o 

A ▲ 



水色の 文字 



綠 色の 反 表示 脔 色の 反転 表示 



Q S を 「)卜,1 押して、 ^色の 反 表示 部分 を 先頭の 文節に 移動す る。 

X FER ，を 押 し、 さら に LTABJ を 2 回 押す や リ 方で も よい) 



(—の ft わ りに、 



御 



家庭 文字列の 削除 鍵と 揷入 



1 



綠 色の 反転 表示 水色の 文字 



黄色の 反 表示 



© B S を 2 ^押す 



みかて いも じれつ のさ くじょう とそ 7 に ゆつ 

A 

黄色の 反 表示 



m カーソル を 「て」 に 移 $ おして 「く」 と 入力す る 



さらに、 「と I に 移^して 二 BSI を 押す。 



みか くて いも じれつ のさ く じょと そつに ゆつ。 



黄色の 反毓 表示 



® XFERI を 押す。 



〜 
ひ 



f 



未確定 

お 巧の/^ 船: も; 示 



文字列の 削除と 挿入 ( 



水色の 文字 



以上の 例で は、 欠けて いる 文字が-; 部分に あつたた めに、 綠 色の 反転 表示 部分 

を 先 部に 移 勅し ま した 力へ 途中に ある 場^ は、 そ の 文 節 ま で 移動 し て ri^n を 押 し 
て も かまいません。 



I 



変換した 文字列 を 読みの 状態に 屍す ときの の 役 別と、 1 文字 削除の r§rs 

と を 問 it わない よ う にして く ださい。 
変換 中に 削除 や 神 入が できる の は、 黄色の 反転 表ポ部 分 だけです， 



わつ と も オーツ ドック スな 確定 文字列の 削除 は、 「^1 と f D E Li の 使 川です が、 

これ 以外に も 削除に はい < つかの 方法が あ り ます。 範囲 指定で 削除す る 方法と、 
コ ン ト ロール キ— 'オペ レ―シ 3 ン による 方法です。 

^附! 1 定 による^ 除 は、 「カツ ト /コピー ダ ペース ト J で まとめて 解説し ます。 

コン トロール キー' オペ レー ショ ン による 削除と は、 I C T R し I と 1 文字の アル 
ま アベ ッ トキ一 を 同時に 押して、 文字 （列） を 削除しょう とする ものです。 これに 
ついても、 「カツ ト / コピ一 /ペースト」 と 「行の 削除と 禅 入」 の项で 

よ J D 



確定 文字列の 削除と 揷入 ： 

fl 窗定 文 ' /■ 列 の iTJj 除 は 、 m 除したい 文字 の ヒ に カー ソ ル を 移動し rlDEL I を 押 す 

か、 1 つ 後ろの 文字に 移 励して を 押します。 削除 を 実行す ると、 自勖 的に 文字 

列が 詰められます。 

M 入 ぞ 行う ときには、 入したい 位置の 次の 文字に カーソル を 移動して、 文字 を 
入力し ます。 このと き、 カーソルの 形状が 「口」 になって いる ときには、 上書き モ 

一 ド になって いる こと を 表して います。 rw き 1 を 押して、 神 入モ一 ドに 切り換えて 

ください。 卜- i 1 トき モードの ままで 入力 を 行う と、 カーソル 位置から 上書き されて、 

フ ii の 文字列が なく なって しまいます。 

[操作 手順] 



確定 文字列の 削除 揷入 



0 



(X) カー ゾルを 「列」 に移# する 

® I DELI を柙 して. 削除 を 実 t 



確定 文字の 削除 挿入 



③ 力 一ソル を 「挿」 に 移動す る。 
© 「と」 と 入力して、 挿入 を^ 行。 




確定 文 宇の 削除と 挿入 



行の 削除と 挿入 

5 (編集） 



f 



「 4 ) 行 削除」 
「5 ) 行 挿入」 

1 义'? n 、'(の 削除で は、 r^ndDELi を 使 m しました。 削除の 实行 では、 不用 
盘に 必要な 部分まで 削除して しまう 危険性が あ ります から、 と で 少し 
ずつ 削除して いくほう が、 確かに 間違いが ありません。 しかし、 あるき) t、 加犖ゃ 
修正の： 1 まが^え てく ると、 1 文字 単位の 削除で は、 めんどう になって きます。 

また、 段落と 段^ (行と 行） の 間に 空白 行 を w 人して、 文お を^^ しなければ な 
らんい こと も あり ます。 このような ときには、 「行 削除/ひ 揷入」 機能 を 使用し ます。 
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行 削除の 場合 ： 

Q 削除 し たレ 1 むに 力一 ソ ル を PJJ する。 

② I f ！ 1 I (編集) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

③ 反転 表示 力一 ソル を 「4) む削1な」 において、 0 を 押す。 



行揷 入の 場合 ： 

① 空白 行 を^ 入したい 位遄 の、 下の 行に 力一 ソル を 移動す る。 
(2) 1 f * 5 | (編集） を 押して、 プルダウン メニュー を 削く。 
® K お 表り; 力一 ソル を 「5) 行揷 入」 に E1 いて、 0 を 押す。 

暴 力一 ソル を 置く 位置 は、 行の 中の どこでも かまいませんが、 1 文が 画面 上で 衩 

数の 行に i 度って いる 場合に は、 削除と 挿入で、 行の 判定 方法に 違いが あり ます。 



2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 v 
44444444444444444 44 444444 0 ^ 



l 「行 削除」 を 実行。 



― — , — ； ^-^ ~~ ； . jkt * v — ~ ' 

2222222222222222222222222 
4444 44 4 444444444444444444^^ 

. —^た、 ュノ ' J 



I 「行揷 入」 を 実行。 



2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ^^ 改行 マーク 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 o ^ 



1 再度 「行 挿入 J を 実行 



2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2^ 

改行 マ 丄^^ ^^^BB^PI^I^^^^^^^S ^^I ^Bil^ ^ ^ISi^^ 

4444444444444444444444444 - ^ 



行 削除の ^介、 文字 ど お リ 、 画面 上の 1 行 （左端から 右端まで） が 削除され ます。 
しかし、 W,PA の 場合に は、 力一 ソルが ある 行の、 1 つ 前の 行の 最後に 改行 マーク 
が 入り、 1 む を 分ける、 という 処现が 行われます。 ちょうど、 強制 改行 を 行った の 
t 同じ 結果になる わけです 4 

しばしば 「行 求」 「文末」 という 言葉 は 二 ^ の-味 を带 び、 誤解 を 招いて しまう 
のて'、 ここで |ひ{ ま^して おく ことにしましょう。 これ は、 特に 「文」 が 何の 略語 
なのかで'、 意味が 異なつ てし まう こと に 起因 します. 



行末 


(D 画面 上の 右端の 位- Ei 


…… ォー 


ロラ エース 




②改行 マーク 位置 一- - 


…一 MS 


一 DOS 標準 テキス ト 形式 ファイル 


文末 


'一'' ③ 文書の^ 後の 位置 




口 ラエ ース 




® 改行 マーク 位置 …… 


'-… '* MS 


一 DOS 標準 テキス ト 形式 ファイル 




© 文の 始ま リ から 「。」 


まで 






©段落 の 終わ リ 







國 ' - 



した 义丹を テキストファイル として 桫ぅ場 介に は、 1 行 は 1 文 （章） に 当たり、 改 
订 マークの; 久' の文卞 から、 ；大に 現われる 改行 マークまで を 桁し ます （②、 ④)。 

オーロラ エースに かぎらず、 ワープロで 作成した 文書 を 他の ゾ マトで 便 ffl する と 
きに、 になる ことが ときどき あります。 一応、 念頭に 置いて おいてく ださい。 



2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 —行末 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 , —行末 

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 .^- 行 未/文末 



行 削^ と \ 沖？ 入 は、 次の ような 方法で も 行 之ます 



CTRC]+P …… 行 削除 



C T R L [+ J1 行 挿入 



攀一 ソル 位置で 強制的に 改行して、 行 挿入す る こと もで きます 



0 



CTRL ■ N 



S H I FT に ノ 



敉&の 行 を いちどに 削除す る ときには、 「カツ ト」 機能 を 使用し ます。 
「行 削除」 を 実行した S 後なら、 「ペースト J 機能で 削除した 文字列 を 復活す る 
こ とがで きます。 

カツ 卜/コピー ノ ベース 卜 

「 1 ) カット」 
I f • 5 I (編集） — 「2 ) コ ピ一」 

「3) ペース ト J 

オーロラ エースに は、 一般的な 呼称で ある 「複¥」 機能 や 「移動」 機能が ありま 
せん。 それらの 機能 を 受け^って いるの が、 エディタ などで 使用され る 二と が 多い 
「力 ブ ト& ペース ト」 機能です。 

「カツ ト」 機能 は、 範囲 指定した 文字列 を 切り取る、 削除に よく 似た 役 M、 「コピ 
―」 機能 は、 範^ 指定され た 文字列 を 複写す る役剂 を 持ちます。 通；ぉ の 複写-機能の 
ように、 複写 元 を 指定 後、 ^けて 複写 先 を^^し なければ ならない、 という こと は 
あ り ません。 

力，/ ト した リコ ピーしたり した 文字列 を、 カーソル 位置に 貼り 込む のが 「ペース 
ト」 機能です。 ペースト は、 連続して 何回で も 実行で きます。 

カット、 コピーと もに、 指定 範^の 义字列 を— 時 的に 同じ 領域に 確保し ますから、 
ペーストされ るの は、 いちばん^ 後に カット、 ないし コピー された 文字列と いう こ 
ヒ にな リ ます。 



カット、 コピー、 ペーストの 実 仃。 



4 カット な 実行。 



SHIFT 
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文字列 を L_S H I F T |+ 臼/ ffl で範 M4hf 定す る 



i f * 5 1 mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 
「】） カット」 に 反転 表示 力一 ソル を 移動して、 0。 
あるいは、 

「2) コ ピ一」 に 反 涯ボ 力一 ソル を 移^して、 0。 

貼 リ 込む 位置 に 力 一 ソ ル を 移動す る 。 
t^t m%) を 押して、 プルダウン メニュー 



「3) ペースト」 に ^カーソル を 移^して、 Be 

カット、 あるいは コピーした 文字列 を、 連 維 貼り 込みす る 場合 は、 ④〜 ® の 操 
作 を^り^す。 



sirs 霸遍 




①②③ ④ ⑤⑥⑦ 



CD 



コ ピー、 ペース 卜の 実行 



I コピー を 実行 



—― 



コ ビー、 ベース トの 実行 0 



i ペース ト を 実行 



コピー、 コ ビ一、 ペーストの 実行 



ij-AJ (編 お） の 「 4 ) a ami で 削^ された 文卞列 は、 それ 以後に、 行 削除 や 力 



ット、 コピーが 実行され ていない かぎり、 ペースト 機能で 復活で きます， 

また、 貼リ 込み 先 は 位置 を 問いません。 改行 マークより 右側、 文 永より 後ろで も、 
問題な く 貼り 込まれます。 

カット、 コピー、 ペースト 機能 は、 コントロール キー 'オペレーション でも 実行 可 
能です。 



C T R L] +固 



CXRJJ+H 



CTRLI'+fp] 



カツ ト 
コ ピー 
ベース ト 



また、 コント 口一 ルキ 一'オペレーションに は、 以上の 3 機能の ほかに、 カー 
ビ 右に あ る 文字列 を 削除す る 機能 もあります。 



CTRL|+[D] ■■〜 • カーソル 位置よ リ 左側に ある 文字列 を 削除 



左側の S3 字 列 を 削除 



A 回 を 押す。 



文字列 を 削除 



' J 



CT R Lj- Ej 



カー ソ ル位 iffi よ り 右側 にある 文字列 を 削 Kk 



右側の 文字列 を 削除 



4 fCTRLl+fEl を 押す。 



/ 1 ~~ " ~ B 1 

右側の 文字列 



文字 サイ ズを 画面 上 で 確^で き る 
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CD 大きさ を 変 する 义卞列 を で範 M 指定す る。 
® (文字） を 押して、 プルダウン メニュー を i!H く。 

® 「3) 文'?: の 人き さ」 に 反転 まポ 力一 ソル を移觔 して、 g。 

@ 文字の 人き さ を 逸 択 する ウイ ン ドウが i#i かれる ので、 变 おする 文' f: サイズに g 
B [B ffi で 反 fci^ ポカ一 ソル を 移 して、 0 を柙 す。 



ォ 一 。ラ丄 ース は、 m&m^^mm^Bm^ 
\ ん^寸き^^ら最：^：^^音角までの 1 ^ 禾 重 荬 頁の 



- ： マ" ^= 



L 




文字の 大 まさを 変える 



f • 31 (文字) ― 「3) 文字の 大きさ」 

オーロラ ェ一ス は、 ；免卞 を 含む あらゆる 確定 済みの^ 角 文字 を、 上 * 下つ き 1/ 

4 n か ら hkk 4 mn ま での ] 2 種類の 大 き さ に 変更す る こと がで きます。 しかも、 
変更され た 文字の 大きさ そのままで、 画面 上に 表示され ますから、 文書の ィメ一 ジ 
がたい へんつ かみやす く なり ます。 




I 文字の 大き さ を 



f 一 5j(^c> ― 『3) お の 大きさ J 



る 



J J J J 



下付 さ 半角 




Jt^T" ゾ" 1 A 


卞 付き 全角 


、 


4—%- メ ~^、 


下付き 横 倍 角 


— * 




上付き 半角 




^サイズ 


上付き 全角 




文 宇け ィズ' 


上付き 横 倍 角 






半角 




5$ サイズ 

^\ j メ ■ ハ 


全角 


、 ' ： 


文^: サイズ 


橫倍角 






/i i& 依 

4 tSf 巧 




文字 サイズ 


| 角 縦 倍 角 






全角 縦 倍 角 




なま サ イブ 

AT / 1 ス 



オーロラ ェ一ス のす ベての 文字の 大きさ 

文卞の 人き さ を 変更で きる の は、 全角 文字 だけです。 



いったん 人き さ を 変更した 文字 を 元に 戻す と きに は、 同じよう に I j I 3 | ( 文字) 
h「3) 文卞の 人 きさ」 で を 逝お くして くださ i 
範 1 糾 後、 ICTR L | +冏 で' も 文字の 大 きさ を 変更で きます < 
大きさが 変更され た 文字列の 間に、 挿入モードで 文字 を 記入す ると、 追加され 

た 文^も n §Wi に 変 m さ れ ます。 こ の 機能 を 纏す る と 、 次の よ う な 手順で、 は 
じめ から 任 息の 大きさの 文卞 人力が できます。 



® 行の' なに カーソル を 移^して、 「S P AC E 1 を 押す。 これで 空白 文字列 （ス 

ース） が 1 文卞分 禅 人され る。 

(D 神人 さ れた や-お を |SH I CT + 曰で 範囲 指定す る。 

© 「3) 义ゅ: の 大きさ」 に 反転 表示 カーソル を 移 勦して、 0 を 押す。 

® 力一 ゾルを 光^に 移 W して、 文字 を 入力す る。 ： 



これで 

卞 h h コ 
を 確認し 
斜体义 
きます。 



、 人力され る 文字 は、 指定され た 大きさで 表示され ます。 理由 は簡' 舉 で'、 

ン ピュー タの 内部で は、 文字 (記号) に過ぎないから です。 文字の 大きさ 

ながら 人力したい ときには、 この 方法が^ 効です。 

卞ゃ カラ一 文卞、 そのほかの 文字 装飾 機能 は、 すべて この やり方で 実行で 



文字 装飾の 設定 解除 
(装飾） — 



f , 4 



「 0 ) 解除」 



才一 口 ラエ一 スに は、 文卞を 飾る ための さまざまな 機能が 備わって います 
らの 文卞ぉ fifii を 解除す る役别 を 一手に 担って いるの が、 この 解除 機能です。 



これ 



[操作 手順] 

装飾が 施 されて いる 文字 を L^H I FTI+ 臼で 範圓 指定す る 



Q 



ff - 4 1 (装飾） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



「0) 解除」 に 反お^^ を 移動して、 0 を 押す 



1 つの 文字に 対して、 複数の 文字 装飾 を 指定で きます が、 これらの うちの 1 
だけ を 解除 するとい うこと はでき ません。 解除 を 実行す ると、 設定され ている 装 
飾が すべて 解除 されて しまいます。 こ の 点 は 注意が 必要です。 



1ま 畠, 強 冑镞浮^ 密着 



I 解除 を 実行。 



下線 横 倍網掛 強調 縦横 斜体 密着 -横偌 角 文字 



だけ は そのまま である 



し 



CT RL 鬧 でも、 すほ^, 川 の 文' ド装飾 を 解除で きます 



Q 



■ 文字に 下線 を 引く 

I f - 4 I (装飾） — 「1 ) 下線」 

範囲 指定 さ れ た 文字 列 に 下線 を 引きます 。オーロラ エースに 用 意 さ れ た 下線 種 は、 
'大 : 線、 点線、 波線の 3 楝 類です。 さらに、 下線に 色 をつ ける こと もで きます。 




子 サイ ノ を m 



2 — 2 文 等 



P) 渡 線 

_Jl フー 



E 亂 



に' 



i 苜 1 " 



文字の 大き ざ を 変える リ 
T^(Sc^) — 「3)符 の 大きさ h 




下線 穩とカ ラー 指定 を 行う ゥ イン ドウ 

[操作 手順] 

® 卜' 線 を 引きたい 文字列 を i s h i f t f +R メ rn で^ M 楷^す る 。 

@ i f - 4 1 (^飾) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 
(D 「1) 下線」 に 反転 表示 カー ゾルを 移動し そ、 0 を 押す 
® 卜 線き: を^^ する ゥ ィ ン ドウが |)H かれる ので、 [D [B で 反転 表示 力一 ソル を 下線 

碰 にあわせて、 0 を 押す。 
下線に 色 をつ ける ときには、 ウィンドウが 關 かれて いると きに、 臼 日 を 押す。 

色 は、 Ml Vf 紫、 *、 * 紫、 練、 水色、 黄色の 7 色から 選択で きる。 



： ふ 



①②③ 



雄 雄 m 



下線 種 



文字に 下線と 網 掛けが 同時に 設定され た 場合、 あとから 実行した ほうの 色で 殺 
定 されます。 文字 色と、 他の 装飾 機能での カラ一 指定 は， ^々の 色で 設 定で きま 
す。 

ド線を 解除す る ときには、 I f ' 4 i (装飾） の 「0) 解除」 を^ 行して くださん 



ただし、 文字に 下線 以外の 設定が なされて いると、 それら も 同時に 解除され ます 



CT R 门+：曰 でも， 指定 範 M の 文卞に 卜' 線 をり I く ことができます。 



線が' J1 かれた 文字 問に、 神人 モードで 文字 を 入力す ると、 追加され た 文字に 

も h 勅 的に 下線が 引かれます。 これ を すると、 あらかじめ 空白 文字に 下線 を 
引いて おき、 確認しながら 下線が 引かれた 文字 を 入力す る こと もで きます。 はみ 

出した 部分 は、 あるいは I D EJJ で iVf 除屮能 です。 



J 空 S 文字に 下搏を 弓 K 



I 文字 を 入力す る 



下據 が 引かれた 文字 



I はみ出した 部分 を 削除 



0 



下線が 引かれた 文字 」 



國 文字に 網 を かける 

rrnn (装飾） — 「2) 網 掛け」 

碓 ^济 みの 文字に 網 を かけます。 網と は、 文卞の 卜に 敷く 飾り、 いわゆる 地紋の 

こ と です。 6 f'T り 額め 網褂 け种: か ら 31 択で き ま す。 



[操作 手順] 

① 姻》 かける 文字 を ISH I FTI +R/ffl で 範网 指定す る。 

② | f . 4 I (^飾) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 



國睡 



網 掛け 種 を 選択す る ウィンドウ 

網に 色 をつ ける ときには、 ウイ ン ドウが 開かれて いると きに、 g 臼 を 押す。 色 

は、 黒、 青 紫、 赤、 赤紫、 綠、 水色、 货 色の 7 色から 選択で きる。 



網 掛け 種 

文 卞に網 掛けと F 線が 同時に 設定され た 場合、 あとから 実行した ほうの 色で 設 

七 、一 れま 1 1 

'卜' 線 を w ほす る ときには、 s f ■ 4 ！ mm) の 「o) 解除」 を' j^i "してく ださ レ、。 
ただし、 文卞 に辋褂 け 以外の 設定が なされて いると、 それら も 同時に 解除され ま 
す。 

I CTRU +IR でも、 桁定範 [叫の 文字に 網 を かけられます。 

網 掛けが なされた 文字 間に、 禅 入 モードで 文字 を 入力す ると、 追加され た 文字 
に も n 飾 的 に 網が かけ られ ます。 あ ら か じ め 空白 文字 に 網 掛け を 実行して おき、 
確認しながら 網が かけられた 文字 を 入力す る こ と もで きます。 ほみ 出した 部分 は、 



BS つ あ るい は f D E L で 削除 可能です。 



■■; y.-y. . 



空白 行に 網 掛けと 下線の 設定 を行ラ 



4 文字 を 入力す る C: 




t 



けと 下線の 設定 



③ [2) 網 掛け」 に K お 表：^ 力 一ソル を 移動して、 0 を 押す。 

® 網 掛け 械のゥ ィ ン ドウが 問 かれる ので、 囚 で 反 (E 表示 力一 ソル を 移 ifijj して、 
0 を 押す。 



I 



つ- 1隨， 隱， 

m 画面 上 敢 字サ ィ： i に! a 垂け 



^« 4，' 丄 : 



ぶ 



文字の 






I j-- 



i 賈 m 





ぃ線錁 子い \ 

^ 囲ラ 

湲斜逆 格 枠 力 



4 5 ？ 




騸 文字に 色 をつ ける 

I f * 4 | (装飾） — 「4 ) カラ一 J 

カラ一 指定で は、 文字 サイズ、 文字 種 を 問わず、 すべての 文字に 色が つけられ ま 
[操作 手順] 

カラ 一指定す る 义卞列 を LSH I FLJ+ 曰/田で 範岡 桁定 して、 0 を 押す。 



Lf • 4 J (装飾） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 
ぇ义^^ お カーソル を 「4) カラ一」 に 移動して、 0 を 押す。 
カラ一^ 定 ゥくン ドウで、 色 を 選択して 0 を 押す。 



1 



■ 文字 を 強調す る 
I f ■ 4 1 (装飾） 「3) 強調」 

特定の 文字 を 目立た せる ための 強調 指定 を 行います。 阀而 上で は 文字が 太く 表さ 
れ、 印刷の 際に は 二 盧 印字が 行われます。 



i 文字 を 入力す る 



柯狼 T«k 蘭の 錢定」 



[操作 手順] 

® おましたい 文字 を 1SH I FTH +R で範 W 措定す る 

② 



F^T (mn) を 押して、 プルダウン メニュー を^く。 



® 「3) 強調」 に 反 fe お 示 力 一ソル を 移動して、 W を 押す 



文字 サイズ や 網 掛け、 下線な どに かかわらず、 強調 指定 は 行えます が、 斜体文 

卞 との 同 ^指定 はでき ません。 §[ 後に 指定され たほうに 優先権が あり ます。 

強調 指定の 解除 は、 I f - 4 I (装飾) の 「0) 解除」 を 実行して ください。 ただ 



し、 文字に 網 掛け W 外の 設定が なされて いると、 それら も 同時に 解除され ます。 
強調 指定され た 文^ 間に、 挿入モードで 文字 を 入力す ると、 追加され た 文 卞 も 
Pi i 力 的に 強調 文字に なり ます。 

あらかじめ や ri 文字に 強調 指定 を 実行して おき、 確認しながら 強調 文字 を 入力す 

る" と り に y^o 



^i^j ……空白 文字に 網 掛け、 下線、 強調の 設定 を行ラ 



① s> SI ④ 



W 赚 S 震 鶴 





カラ一 



1) 異 



.1 r— - 

I 赤紫 

4) 黄色 

5) 靑紫 
m 赤 
？〉 綠 



"7#き 〗/4 ^ ら最大 4 ィ咅 角までの 1 2 禾重突 頁の 

おさ ド_ ^> v -^7- 




カラー 榴定 ウィンドウ 



^ 字 サイズ や 網 掛け、 下線な どに かかわらず、 強調す 旨定は 行えます が、 斜体文 
字との I リ 1 時; 指定 はでき ません。 ^後に 指定され たほう に 優先権が あ り ます。 

カラ一 指定 を 解除して、 ^^の^い 文卞 におす とさに は、 〔1:〜® の 操作 をもう 

いら ど^り 返し、 ：M 色 を^お してく ださい。 



f ' 41 (装飾） の 「0) 解除」 を' お 



行す ると、 カラ一 指定 以外の 他の 設定 Mr り 時に 解除され ます。 

画面 上で カラ 一指定 を 行っても、 プリ ンタ 側に カラ一 印刷機 能が 備わって いな 
い ときには、 カラー 指定 を 無視して 印字 が 実行 されます。 
カラ一 指定され た 文字 間に、 挿入モードで 文字 を 入力す ると、 追加され た 文字 

も 「けお 的に カラー 文字に な リ ます。 あらかじめ 空 门 文字に カラー 指定 を 実行して 

おき、 確認しながら カラー 文字 を 人力す る こ ともで きます。 



國 文字 を 編 書きに する 

(装飾） 4 



f • 4 



「 5 ) 縦横 逆転」 



ぇ卞 列の •/$ 分 を、 にん n— ヒ逆 m りに!; o ii 小お して、 縦に ぶ 小 • 印 柳し ます 



[操作 手順] 

® 縦に 表示 したい 文字列 を f S H I F Tl +R で feM 桁お す る 

② 



f • 4 I (M) を 押して、 フリレ ダウン メニュー を 開く。 



® /义 1 fi; お^ カーソル を 「5) 縦 桢 逆お」 に移勖 して、 @ を 押す。 



部分的に 文字列 を 9 0 度 回転 します 



I 縦横 逆転 を 実行 



部分的に X^^WCD oftg 回お します 



印刷の 書式 設定で、 印字 方向 を 「縦」 に 指定す ると、 縦横 逆転 指定が 行われて 

いる 文字列 は、 横書きで 印字され ます。 

また、 単純に 90° 回転され ている だけです から、 
文字 と は 位置が ずれて しまいます。 



や 「。」 は、 通常の 縦^き 




WWWW^^W^MSM と 縦 方向で ^>«V 



o 



悌霧さ EP 刷 



縱横 逆転し た もの を、 躯 fcgAJ^fegPE 口 刷し ます。 



縱霧さ 印刷 



文字列に ド 線が 引かれて いて も、 上の よ う に 文字 だけが 叵 
卞づ fr 文字 は 縦横 逆転 はでき ません が、 全角 文字で 入力 して か 
変える ことで、 逆転が 可能になります。 

縦横 逆 指定 を 解除す る ときには、 I f " I mm) の 「o) 
くた さい。 ただし、 义卞に 縦横 逆 以外の 設定が なされて いる 
に 解除され ます。 

縦横 逆転す &定 された 文字 問に、 挿入モードで 文, を 入力す る 
卞も 的に 縦書き 表示になります。 そのため、 あらかじめ 空 
指定 を实 行して おき、 確認しながら 縦書き 文字 を 入力す る こと 



ます。 
ら 文字の 大きさ を 

解除」 を 実行して 
と、 それら も 同時 

と、 追加され た 文 
白文 字に 縦横 逆転 
もで きます。 



調 文字 を斜 体に する 

[TZ1J (装飾） — 「6) 斜 体」 

す行定 された 文卞を 斜めに 傾いた 斜 f 杏 文字に 変^し ます。 斜体 文字の フォン ト を 持 
つてい る わけで はなく、 一定の 比率で 文字 をず らして ぉリ、 また 強調 文卞 との 同時 
指定が できない という 制約の ために、 やや 文字が 弱く 兄え てし まいます。 カラ— 指 
定と 一緒に 使用す ると、 兑栄 えがよ くなる ようです。 



[操作 手順] 

① 斜体 文字に する 文字列 を I S H I F T i +H/ffl で範阅 tir 定 して、 0 を 押す。 

② I f - 4) (装飾) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
© f 乂 fc^ ^カーソル を 「6) 斜体」 に 移 iB 力して、 0 を 押す。 



文 卞 サイズ や 網 掛け、 卜-線な ビに かかわらず、 強調 指定 は 行ん ますが、 強調 文 
宇との 同時 指定 はでき ません。 牋 後に 指定され たほうに 優先権が あります。 



Mi ^ま wwwwm 斜体 強調 



^^^M 斜銥 横涪角 



斜体 文字 

縦横 逆転した 文字に 斜体 指定 を 行う と、 右下が りの 文字に なり、 通常の 文字に 
斜体^ 定 したと きと やや ィメ 一ジが 変わ リ ま す。 
強調 指定 を 解 fitiss ときには、 



f - 4 I (装飾） の 「0) 解除」 を^ U してく だ 



さい 0 ただし、 文卞に 強調 以外の 設定が なされて いると、 それら も 同時に 解除 さ 
れ ます。 

' 斜体 衍定 された 文字 間に、 挿入モードで 文字 を 入力す ると、 追加され た 文字 も 
自^的に 斜体 文字に なり ます。 あらかじめ 空白 文字に 斜体 指定 を 実行して おき、 

MM しながら 斜体 文字 を 入力す る こと もで きます。 



3 上で 文卞 おおの 様 Y を 確,^ する こ と はでき ません。 
' 文字 密赛 機能 は、 文字 間 を 0 にして 印字し ます。 したがって、 宵 式 設定の 「文 
7-|JiIfeJ が 0 ドッ 卜に なって いる ときには、 密着 効果 は 表れません。 
► 文卞 列の 一部分に 密^ 桁お を 行う と、 その 分 だけ、 残りの 文字が 詰められて、 
他の む と は 文字 位に •': が ずれて しまいます。 このため、 文字に 網 掛け や 下線が 指定 
されて いると、 文字と 網 掛け や 下線と が ずれて しまいます。 これ は、 網 掛け や 下 
線な どと 文字と が 別 管理され ている せいです。 長い 文字 列 に 密難定 を 行う とき 
に は、 この 点に^ を 付けて ください。 



1 2 3 4 51 あいう えお 1 



「12 3 4 5」 に 文字 密着 指定 

1 文字 間? SUO ドッ トで 印刷 



1 2345 あ い う えぶ 



文字 密着 を 衅阶 する ときには、 [XiXl (装飾) の 「 0 ) 解除」 をお 行して く ださい。 
ただし、 文字に 文卞 密着 以外の 設定が されて いる と、 それら も 同時に 解除され ます。 
文字、 密着 機能と、 改行 幅の 密著 機能と を 利用して、 複数の 外字 を 組み合わせる 

y 人 きん サイ ズの n ゴゃデ ザ ィ ン マークな ど が 伫 りお で きます。 



2.3 

文字 闥と 行闔の 調整 

画 文字と 文字の あいだ を 詰める 

-4 「 8 ) 文字 密着」 



r^r (装飾) 



义字密 蒈 機能 は、 文字と 文字の あいだの 間隔 を o に 
を 机み^ わせて、 口 ゴ タイプ を 作成したり するとき などに 




^数の 外^ 



文字 密着 を 実行す ると、 |>」 が 半角 文字の 場合に は 1 個、 全角 文字の 場合に は 2 

倘、 文字の 頭に それぞれ 付きます。 



[操作 手順] 

密^ させて 印卞 したい 文卞列 を 1SH I FTl +R で範リ H 抬定す る 。 
( f (化 飾) を 押して、 プルダウン メニュ 一を 開く。 
反お 表示 カーソル を 「8) 文字 密精」 に 移 $ 力して、 0 を 押す。 



1 2 3 



① ② ③ 



V3 



m 




r 



不揃いの 文字 間 を調轚 する 
(装飾） — 



f * 4 



# 「9) 均等」 

カー ド 形式の 表の 項目 名 や 報告 齧の 見出しな ど、 それぞれの 項目 名の 文字 間 を 調 
整して、 左右の 幅 を 均等に して くれる のが 均等 機能です。 いわゆる、 均等割り 付け 



： ノリた リ ます 



0 



[操作 手順] 

CD 均等 割 り 付け を 行 う 文卞列 を | S H I F T I +R で 縮 船に ます h , 
@ I f * 4 I (雜) を 押して、 フル ダウン メニュ 一を 開く。 
③ 反 fe^ ポの カーソル を 「9) 均等」 に 移動して、 0 を 押す。 
均等 割 り 付けが 指定 された 文字列 は、 前後 を と g で 挟 まれます 



U 



,【更 番号 

tew 

I 電話 （自宅〉 顯」 

If ax I 



郵便番号 



住 



所 



電話 （自宅〉 



F 



A 



X 



賺 F を 画面 上で 確認す る こと はでき ません。 
醒 複数の 文字 列の 左右の 幅 を 揃えて 均等に する と きに は、 必ず 文字列の 後ろに 

g pac £] で^ n 文卞を ^人し、 文' r n の 請 か ら 改行 マ 一 ク ま で を 揃 えてお き 
ます。 同様に、 if 線が 引かれた 表の 中で お j 等 割り付け を 行う ときに も、 空白が 必 
要です。 

均等 を 解除す るに は、 文字列の 前後の i と^を 削除し ます „ 



画 行間の 幅 を 変更す る 

rr^n (装飾） — 「 7 ) 改行 幅」 - 

文書の 中に 囲みで 注釈 を 挟んだり、 むずかしい 読みに ルビ を振リ たい ことがあり 
ます。 注釈な ど は 本文よりも 小さい 文字 を 便う ことが 多く、 通常の 改行 幅で は 問 延 
びが してし まいます。 また、 ルビ は 文字の 頭に 付ける ものです から、 行間が あいて 
しまって はどうしょう も あり ません。 このような ときに、 改行 幅 機能 を 使用 すれば、 
行間 を 肖 E おに 調整で きます。 



[操作 手順] 

0) 改 ute を变^ する 行の先頭に カーソル を 移^して、 [UX^Yi+g/gg で 範囲 

mJE 仁る o 

® I f ' 4 I (装飾） を 押 し て 、 プル ダウン メニュー を 開く。 

③ 反 ぉポの カーソル を 「7> 改行 幅」 に 移 || 力して、 0 を 押す。 




画 鼠 



文字の 



ォー IT ラ エース は、 

よ *^寸 きレ 4ぉ、ら 員 

大きさに 



1) 1 助? 



I ぼ曜 
i) mm 

3) 密 s 

I ルビ 

8) 童ね 打ち 



ヒ変ぇ る j 
ご の 大きさ j ^ 



きまでの i e 禾靈突 頁の 




改行 幅進択 ウィン ドウ 

© さらに die 行 幅 を ；射尺 する ウィンドウ が 開 かれ る の で、 反転 表示 力 一ソル を 移 il 力 
して、 機能 を 選択す る。 
改行 幅 を 変更す ると、 ^定 された 改行 幅に 応じて、 改行 マークが 変わります。 
それぞれの 機^の^ 味と ®i 面 上での 表示、 および 印字 結果 は 次のと おり です。 

1) 1/6 インチ （B) —'' 改行 幅 を 4.23 隱に 設定す る。 



改行 幅 
改行 幅 



1 /6 
1 /6 

1 / 6 改行 幅 



鷗 



2) 1/5 インチ （g) 



改行 幅 を 5. 08mm に 設定す る 



1 / 5 改行 幅 
1 / 5 改行 幅 
1/5 改行 幅 



3) 1/4 インチ （B) ……改行 幅 を 6. 35 删に 設定す る。 



1/4 改行 幅 
1/4 改行 幅 
1 / 4 改行 幅 



CD 

00 



4) 1/3 インチ （き） …'- 改行 幅 を 8.4B 麵に 設定す る 



r 



1/3 改行 幅 

1 / 3 改行 幅 
1 / 3 改行 幅 



5) 1/ 2 インチ （S) …… 改行 幅 を 12 關 に股定 する 



一-. 



！ / 2 改行 幅 



1 / 2 改行 幅 



1 /2 改行 幅 



G) 密着 



範囲 指定 された 行と 次の 行 を « 着す る 



8) 重ね 打ち -… ……範囲 指定され た 行 を 改行せ ずに、 次の 行 を 重ねて 印字す る。 

f - 圍 . - ■ 

重ねお ち mmm^ 



？) ルビ 範囲 指定され た 行 を ルビ 行と する。 

jr> " ~" - ~~ ， ■ 1 



ヽ 



メ レ ビ Bfi 

ル ビ^ 







^ 改行 幅 を 変更す る ときには、 必ず 範^ 指定に 改行 マ一 ク を^むよ うにして くだ 
さい。 改行 マークの 前まで を範閱 指定して 改行 幅 機能 を 選択しても、 改行 幅 は 変 
おされません。 

改む ^ を 変お した ひが^ まれた ページ は、 書式 設定で 設定した 行数よ リ も 実際 

の や j& が 減ります。 これ は、 阔 ifti^ 上に 表示され ている 現在の カー ゾル 位^の 行 
敉で確 認 する ことができます。 

改行 幅 機能 は 指定され た 行の 改行 幅 を 変 11 する 機能です。 文 害 全体の 改行 幅 を 
変 Hi する ときには、 If * 51 m%) の 「7) にリ 刷'， f ; : 式」 を 使 ffl してく ださ レレ 



以上の ように、 改行' itei 機能に 文字 サイズ や 文字 密着 機能な ど を 併用す ると、 一種 
の 口 ゴゃ 数式、 化学式な ど を 印字す る こと がで き るよう にな り ま す。 





密蕭/ 下付ぎ 〗 /4 角 文字 



-2 Cne JneE 



f(t)"^ id C n^ Jnv£ ^ ~ " ~~ """密着/ 縱倍角 文字 ノ 上付き 1 /4 角 文字 

' <, \ ' … ― ~ 上付き T/4 角 文字 み ; ： 



iWiMt * ― —— 漏ね R ち/上付き 1 /4 角 文字 
JWMt ^ ~ ― ~~ - 重ね 打ち, 下付き 1 /4 角 文字 

mtv^ 重ね 打 ちノ 上付き 1 /4 角 文字 

NATSUMEtt < - 下^き 1 /4 角 文字 



A ゾ 



靄 鶴 



CD 



2.4 

文字 位置の 調整 

麵右 寄せ Z 中央 寄せ 

. 「 1 ) 右 寄せ」 



「2 ) 中央 寄せ」 

報告書な ど を 作成 するとき に、 標題 は 文書の 中央に、 報告者の 名前 や 部署 名な ど 
は 右端に^ 入す る、 といった 一^の 約束 ごとが あります。 もちろん、 あらかじめ 力 
—ソル を その 位置に 移動して から 記入 すれば よいので すが、 なかなか 忍った よう に 
はいかない ものです。 そこで、 こんな ときには、 いったん 文字列 を 記入して から、 
行 寄せ 機能で 位置 を 変更 します。 

オーロラ エースの 行 寄せ 機能に は、 ん 端 に 寄せる 命令が 川 I さ れ て レ 、ません が、 

いったん ふ-寄せ、 巾夾 寄せ を 行った あとなら、 行 寄せ 記号 を 削除す る ことで、 左 寄 
せが 行われます。 

[操作 手順] 

® 文字列の 位 S を 変 01 したい 行に カー ゾ ル を 移^す る。 

(D I f リ I (化め •:） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

③ 反 fe^ ポ カーソル を 「1) も 寄せ」 か 「2) 屮央 寄せ」 に 置いて、 0 を 押す 



行 寄せ 機能が 実行され ると、 右 寄せの 場合に は 「卜」、 中央 寄せの 場 食に は 「M.」 
という 記号が 行頭に 付き ます。 

オーロラ エースの 行 寄せ 機能 は、 文字列 単位で^ 瑰 される わけで はなく、 あく 
まで 行¥' 位で 処现 されます。 そのため、 右 寄せ や 中央 寄せが 実行され ると、 すで 
に^ 入され ていた 文字列の 左側に 空白が 挿入され て、 行 寄せが 行われます。 ちょ 

う ど、 百 1 を 押した と き と M じょ う に、 力一 ソル は irvrt と 文字列の 先顾の 文字 
と を 行き 米し ます。 

すでに 行 寄せが 行われた 行の 途中に、 新たに 文字列 を 禅 入す ると、 その 文字列 
も 自動的に 行 寄せの 対象にな り ます。 



— "- 



右 寄せ 

中央 寄せ 



4 文字列の 途中に 1 " 文字列 j を 挿入す る 



右 文字列 寄せ 



中央 文字列 寄せ 



改行 マー ク より 後ろ に 新たに 文字列 を 記入す る と 、 すでに 行 寄せが 行われて い I 

文卞 列と、 新たに 記入され た 文字列との 問に 空 h (文字列） が 挿入され て、 行 寄せ 
が 行われます。 





右 寄せ」 


中央 寄せ」 





I 改行 マ 一 クょリ 後ろに 「文字列」 を 挿入す る 



右 寄せ 文字列」 



中央 寄せ 文字列 ^ 



行^せ を 解除す る ときには、 行^の, ヒリ-を [D E L] で 削除す る 力、、 行 寄せが 行な 



われて いる 文^列の 先頭 文字に カーソル を 置いて、 I BS1 を 押して く ださ レ 



も' おせ は匚 C T R L i 十睡、 屮央 寄せ は! CTRL で 実行で き ます。 



タブ/デシマル タブ/タブ 位羅の 変更 



f • 7 (位 K) ― 「 8 ) 夕 ブ 位置 変更」 



K 条 * きの 文^ や、 表の 人った 報; 1 f,- きな ど を 作成す る ときには、 文字列の 先頭 を 

揃え た り 、 数字の 桁 揃えな ど を ir いま す。 もっとも 単純な や り 方 として は、 カー ソ 
ルを 移動して 入力 すれ ぼよ いのです が、 文醫 量が 大きい と、 かなり めんどうです。 
そこで、 こんな ときには タブ 機能 を 使 おします 



オーロラ エースで は、 あらかじめ 8 桁 ごとに タブ 位お が^ 定 されて おり、 LLA^ 



で文卞 人力、 SHJ_FT」+ T AB で 数字の 入力 を 行います。 この 文字、 あるいは 



数字 を 入力す る タブ 位置 を 変更 するとき に、 「タブ 位 ft 変更」 機能 を 使用し ます 



、つ 



[操作 手順] 

♦ 夕 ブ位 匿の 変更 

① タ ブ 位 iiS を 変お し たい 行の 先 M 【に 力一 ソル を ^い て .FsTTi F T I 十 で 

定 する。 • 



x f • 7 am) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



(3) 「8 ) タブ 位お 変更」 に 反 ぉ表 示の 力一 ソル を 移^して 0 を 押す と、 画面 右上に 

タブ 位 蘆 変更の ための キ 一操作が^^ される。 
® スケ一 ル* ラインの、 をぶ す 緑色の 力一 ソル を 赤い 逆三角形 （タブ 位置 
マーク） にあわせる。 

® I S H I FT 1+ 臼/曰で、 タブ 位お マーク を 移 雲 力す る。 



© 他の タブ 位 S も^おす る ときには、 ④ と ® を跺リ 返す。 

© タ ブ a ； i 変更が 終了したら、 0 を 押 す。 
• 文字列の 入力 

® 文'?: を 入力す る 位 it まで、 ！ T AB1 で カーソル を 移^す る 



o 



© 文字 を 人力す る。 

これで、 タブ 位^から 文字が 人力され ます 



TAB1 を 押す と、 改行 マークが 移動して、 空白が 挿入され ます 



• 数字の 入力 

® 数卞を 人力す る 位置まで、 ISH I 「丁| 十 |丁八曰| でカーソルを移|カする。 

© 数字 を 入力す る。 

整 数はタ ブ 位置 の 前 に、 小数 はタ ブ 位置の 後 ろ に 入力され ます。 入力す る 数字 は、 
半^、 个角を 問いません。 

I SH \ FTI + PrXTi を 押す と、 &卞が 入力され る範 M の; tyfl 部分に 「T/D」 
マークが お 人され ます。 これ は、 数卞 人力 砣 I 化で ある こと を 衣す デシマル タブ マ一 
ク です。 I ぼ llfd 卜. に 表示され る だけで、 ^際に 印字され る わけではありません。 



タブ 位遄の 変^ は、 行 単位で 行われます。 そのため、 1 ページ 内に 何 筒 所 もタ 
ブ位 置の 設定が 逮ぅ 行が あると、 カーソルが 行 を 移動す る ごとに、 タブ 位 遄を表 
す 赤い 逆三角形の マーク も、 わ 'ごとの タブ 位置に あわせて 移動し ます。 

すでに 文卞 がお 入され ている 行 tt^l] を柙 すと、 力一 ソル 位置から 次の タブ 
なまで 空白が 揷 入され て、 文字列が 移動し ます 0 

文 齊 闹 fii に 縦の^ 線が 引かれて いると、 それが 壁に なって |t abL あるいは 

I S H I FTl + lT ABI では 力一 ソル を ネぉ| 力す る ことができ ません。 いったんので 
Wm を 越えて か ら I T A B | : あ る レ 、 は | S H I F Tl+| T A B f を 押 してく ださい。 

人 力 さ れ た 文字列の タ ブ位獵 を 解除す ると きに は、 文字列 あるいは 数卞の mi 



に 力一 ゾル をお いて 「8 S I て fT A Bl によ る 空 h を 削除す る 力 \ 「T/D」 マーク を 



DEL で 削除し ます。 



デシ マルタ ブの 設定 ( 厂 S HI F T 1 +1 丁 A B ひ は、 [C "r^"U+ 回で も 行えます。 



f • B (葑 線) 



ジン は、 ィ ンデン ト槻 fi き 



園 左右の 余白 を 設定す る 

「4) 左 マージン」 
「5) 右 マージン」 

文 齊のん 端、 もしくは 右端に 余白 を 設定し ます。 ん マー ミ 
に 相 あします。 

印刷の 嘗式 設定で も 左右の 余白 を 設定で きます が、 これ は 印刷 時に 有効と なる も 
ので あり、 しかも 文せ 令 体に 対して 設定され る ものです。 また、 画面 上で その 様子 
を 確認す る こと もで きません。 「左 マージン」 「右 マージン」 で 設定され た 余白 は、 
塞に 文 誊画丽 に 反映され ます。 



[操作 手順] 

a) 左右の ^ひ を 設^す る お の 先頭に 力一 ソル を 移 して、 r^H I f t 1+B/tnr- 
km 指定す る。 ' 

© I f - e 1 mm) を 押して、 プルダウン メニュー を ij}K。 

③ 反 お^ カーソル を 「4) 左 マ一 ジン」、 もしくは 「5) 右 マ一 ジン」 に 移觔し 

て、 0 を 押す。 

® 昨 Ufti 右 h に 「な： （れ） マ一 ジンの 文卞数 = 」 という メッセ一 ジが 出る ので 



設定す る 余白 を、 半角の 文字 数で 指定す る e 



余白の 設定 を 行う と、 指定され た 桁 数の 位お に n j あるいは 「ミ」 という 記 
号が 表示され ます。 これが マージン 設定が 行われて いる こと を 表します。 

「 」 の 左侧に カーソル を移觔 する こと はでき ません。 「ま」 の 右側に カーソル 
を 移動す る こと はでき ます 力、 文字 を 入力 して も 次の 行に 入力され ます。 

左 マージン を 設定 するとき は 行頭、 右 マ一 ジン を 設定 するとき は 行末 を、 範囲 
指^に 必ず^め るよう にします。 

マージン 設定が 行われて いる! KlHiW で 行 挿入 を 実行す ると、 挿入され た 行 も 0 

論に マ一 ジン が 設定 されます。 
すでに 文 字が 記 人され ている 行に 対しても、 マージン 設定 は 有効です。 
マージン を 解除す る ときには、 もういち ど マージン 設定 を 実行し、 マージンの 
文字 数 を o にします, 



0 



左 マージンに かぎって、 「BSI で 「ご」 を 左に ずらして いく ことで 、 マ一 ジンの 
桁敉を 変更、 あるいは 設定 を 解除す る ことができ ま す。 



2.5 
IP 線 





i 募綸を 引く 

U • B I 讀) 



「 1 ) 醇 作成」 



^線 機能 は、 ォ一 ロラ エースが 備えて いる さまざまな 機能の なかで も、 主要な 機 
能に 含められます。 

ォ一 ロラ エースの^ 線 は、 文字と は 別' ず现 されて おり、 ^線に よって 文卞が ずれ 
た,）、 上誉 きされて しまう ことはありません 。 また、 行と 行の 間、 文字と 文字の 間、 
文字の 上の どこに でも 自在に 引 く ことができます。 




耀 画面 上で 艾字 サイズき 



パ 




ォ〜 £7 ラエ 一；? は、 



S) 太 線 

E(^i) 二重 線 

5) 酶 
カラ— 



EH] 

- -> ■ ■ 



m lb - — ― 圍 ^ ■ ― ■ - 



る 《J 





^線權 を 選択す る ウィンドウ 
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I f • 6 | (評 線) を 押して、 プルダウン メニュー を 閉 く。 
「1) ^作成」 に 反 feJ^i カーソル を 移 励して、 0 を柙 す。 
鮮線 稍: を 選^す るゥ ィ ン ドウが 開かれる ので、 ffl [I] で^ 線^、 日 曰で カラー 
(^線 色） を ォほ定 して、 0 を 押す。 

I 出 iifti ム I， に、 「どこから J という メッセージが 表示され。 同時に 力一 ソルが 矢印 
に 変わ リ、 補助線が 現れる。 
CD 引き 始めの 位 匿に カーソル を 移 励して 0 を 押す と、 始 点が 固定され、 メッセ 一 
ジカ < 「どこまで」 に 変わる。 

© 曰 曰 [D 囚 で 力一 ソル を 移動す ると、 補助線に よる 矩形の 枠が 広がる。 終点に 
力 一ソル を移勋 して、 0 を 押す。 

© 力一 ソルが 始 点に 移動して、 直前に 指定した 始点 * 終点の 補助線に よる^ 線 枠 
が 現われ、 间 時に メッセージ がまた 「どこから」 に 変わる。 
^線 を迚統 してり I く ときには、 ©と© を跺リ 返す。 

^線 を 引 く の を 止める と き に は、 I S T 0 P」 を 2 |"1 押す。 



①②③ ：^r; 



行と 行の あいだ 



文字と 文 



行と 行の あいだ 



行と 行の あいだ 



行と 行の あいだ 

文 宇の 丄 にも g 在に 引リ る 




いったん リ1 いた 釙線枠 は記馏 される ので、 他の 位 に 同じ 大きさの 線 を迚絞 
して 引く ときには、 始 点へ 力一 ソル を 移 fl 力して、 絞け て 力一 ゾルを 2 W 押す だけ 

てつ/ f み ま す。 

f 終^ を j 欠定す る 請に ISPACEI を柙す と、 もうい ち ど 始/ な を 変 U£ で きます。 
\ 文字の 入お 巾に 縦の 釙線 とぶ つかる と、 文字 はま ド 線の 前で 折り返されて 入力 さ 

れ ます。 

釙線で 作成 さ れた 表の 屮 に 文字 を 入力 すると、 ま ず 縦の^ 線で 折 り 返され、 折 
リ 返す^ 地が なくなったら、 入力され た 文字 は^ 線で 隠されます。 隠された 文字 
は、 なくなった わけではありません から、 表 を 拡大して いくと、 隐れた 文字が ま 
た^れます。 

^線^ を 途中で 変! ^ する ときには、 を 1 [リ 押して ください。 ^線 極 を 
逸択 する ウイ ン ドウに おり ます。 

, 鉢 線 は、 痕 前の 行に 属して います。 そのため、 直前の 行 を 「行 削除」 で 削除し 
てし まう と、 醉 線の 一部 も いっしょに 削除され ます。 



露據行 は、 直前の 行に 属して いる。 'この 行 を f 行 削除」 する。 



IS 線 を 削除す る 



f - 6 (露 線) 



「2) 關除」 



鹧 つた 位^に 引いて しまった 鮮線 や、 不要に なった^ 線 を 削除し ます 
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® I f ， 6 1 (%m を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

© 「2) ^削除」 に 反 fe*^ カーソル を移勋 して、 0 を 押す。 

國 画 右 ヒに、 「どこから」 という メッセ一 ジが 表示され。 同時に 力一 ソ ルが 矢印 
に 変わり、 補助線が 現れる。 

④ 削除したい^ 線の 左上に 力一 ソル を移觔 して 0 を 押す と、 始 点が 固定され、 メ 
ッ セージが 「どこまで'」 に 変わる。 

⑤ 曰曰 [I] 囚 で カーソル を移舢 すると、 補助線に よる 矩形の 枠が 広がる。 削除し 
た l 、難 を ぎむ 終点 位 ft に カーソル を 移動 し て 、 g) を 押す。 

⑥ 直 前に 指定 した、 始点 • 終点の 補助線に よ る 評 線 枠が 現れ、 同時に メ ッ セージ 
がまた 「どこから」 に 変わる。 I ド^ を ぼ^ して 削除す る ときには、 ④と⑤ を繰リ 
返す o 郾線削 除 を 中止す ると きに は、 | S T O P 1 » 1 回 押す 



^線 削除 は、 始点と 終点 を 指示す る ことで、 その 範開 内に あるす ベての^ 線が 
削除され ます。 評 線が 多数り | かれ、 その 一部が 重なって いる ときには、 ^線 削除 
は 一部分ず つ^ 行して く ださい ft 



都 線が 引かれた 行 は、 評 線 行と して 処理され、 改行 マータが 行末に 移劻 します。 
^線 は、 ページの いちばん 上側に 引く こと はでき ません。 これ は、 ^線が 直前 

の 打 に^す ようになって いるから です。 したがって、 ページの いちばん 下側に 引 

< こ と は 可能です。 

^線 は、 ページ を またがつ てり | くこと はでき ません。 どうしても、 ページ を ま 
たがる^ 跺を 引く 必要が ある ときには、 次の ページで^ 線 を 引いた あと、 空白 行 
を 「行 削除」 あるいは 「カツ ト J で 削除して、 ^線 をず らして ください。 こうす 
る ことで、 ページ を またがつ た釙 線が 引かれます。 

行 単位で カツ に あるいは コピー を 行え、 鈈 線 もぺ一 ストす る ことができます。 

泉 を 引き 

直して く ださい。 





ギ 

で 



じ 

一 

TTT 

て 

変 

を 

f ■、 

： 卜 

さ 

し 

た 



J 「 



MS5 




o 



A 点線 部分 を 削除す る 




終点 を 衍^す る W に [F^S^] を 押す と 、 始点 位; なを 変 Mi で きます 



露 線 を 伸 編す る 
f * 6 I (翳 線） 「 3 ) 露 伸縮」 



いったん 引いて しまった あとで も、 簡単な 操作で IP 線 を 縮めたり 伸ばした りする 

とがで き ます。 



お 際に は、 ^線 メ ニューの 「 3 ) 釙仲 縮」 を 逸択 しなくても、 仲 縮 し た ぃ位鼸 
に 力— ソル を 移 勅して、 IGRPH I を 押しながら A か 曰 を 押せば、 即' ャ: に^ 線が 仲 

fef しま 1 O 

都 線の 伸縮の 様子 は、 力一 ソルが; 1 かれて いる 位置に よって 変わります。 基本 
的に、 伸縮の 原理 は、 力 ― ソ ル 位置 よ リ 右側の 部分が 伸縮す ると 考えれば よい も 

のです。 

^数のお 線が 引かれ、 釙 線と鲜 線の あいだに 1 行 以上の 空白 行がない ときには、 
すべての^ 線が 伸縮の 対象にな り ます。 
また、 郎 線 枠内に 文字 データが 記入され ている とき、 蘇 線 を 縮めて いくと 文字 

が ill えてし まいます が、 これは^ 線に^ されて しまった ためで あり、 なくなって 
しまった わけではありません。 ^線 を 伸ばせば、 また 文'? : がま おれます。 

( 1 ) ^^の 外に 力一 ソル を^いて I G R P H I +R を 押す と 、 力一 ソル 位^よ り 右 

flW に 引かれて いる 釙線の すべてが 右方^に 移 励し ます。 この場合に は、 文字 も P 

線と いつ し よ に 移動し ます。 



カー、. 



オーロラ 












エース 
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f ' 6 



：: い IF 線 部分に 力一 ソル を 移動す る。 

mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



反転 表ポ カーソル を 「3) 都 仲 縮」 に 移動して、 0 を 押す。 
一面 右上に、 HGRPH 1+ 曰 日で 仲 縮 します」 という メッ セージが 表示され る 



GRPHM を 押 し な が ら R か 日を柙 す と 、 ^線が 仲 縮す る 



ひ 



① ②③④ 



基 RSRPHI+RI を柙す n 



广 



オーロラ 













H 



(2) ^線の 一部が なって いる ときには、 力一 ソル 位置の if 線が 伸縮し ます。 重 
なって いる 部分の^ 線 は 、 仲き f と あわせて 移 勒 します。 



广 



- — 



オーロラ 












エース 



^ 



ALG R ph」+E3 を 押す。 



オーロラ 














エース 



(3) 力一 ソル 位^に 2 つの^ 線 枠が 敢 複 している とき は、 1: 複 している 2 つの 卦 
線 枠が M 時に 伸縮し ます。 



— ― ~~ - — 



ォ一 ロラ 












エース 



X G R P H + ト * をネ 甲す 



•：■■• 



オーロラ 












エース 



(4) カーソル 位置のお: 側に^ 線 枠の: f. 複が ある、 卜-のよ うな 場合、 力一 ソル 位置 
に^ 線 を 引 き、 その 位置よ リ 右側に ある ^線 だけが 伸縮し ます。 



オーロラ 












ェ一ス 



A[G R P H を 押す。 







才一 ロラ 












エース 



5_B_B±U と 力一 ソル 移動 キーで 伸縮で きる の は、 横 方向 だけです。 縦 力-おへ 伸 



縮させる 専用の 機能はありません。 

縦 方向へ 鄞線を 伸縮す る 必要が あ ると き に は、 行 削除、 行 挿入 を 使用 します。 
ただし、 行 削除 を 行う と、 縦 方向の IF 線が 縮む と 同時に、 その 行に あった 文字 デ 
ータ も 削除され ます。 

ti 削除 は 「カツ は 行 神人 は L§_H i による 強制 改行で も 行えます * 



( 1 ) む 削 I な 



オーロラ 












ェ一ス 



4 行 削除 を 実行 



4攀3議 碧 




(2) 行 挿 人 



オーロラ 



エース 



A 行 挿入 を 実行。 



オーロラ 












エース 



2.6 

文字列 を 探す ノ置さ 換える 

國 編集 文書の 検索 

if" I (拡張） 4 「 1 ) 検索」 

文誊 中の ある 特定の 内容が おかれて いる 部分 を 参照したい 場合、 ページ を 繰り な 

がらま^ していつ たので は、 たいへんな 手間になります。 特に、 文喾の サイズが 大 
きい 場合が そうです。 

針 物なら、 目次 や 索引 を兑 て搜し 出す こと もで きます が、 フロッピ一 ディスク 上 
の义 ぶ， ではそう もい きません。 こんなと きに 便利な のが、 検索 機能です。 
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® i f * 8 1 a&m を 押して、 プルダウン メニュー を閒 く。 

② 反 ぉぶ^ の カーソル を 「i) 検ぉ」 に m いて、 0 を 押す。 

(D メ ッ セージに 従い、 検索したい 文字列 を 記入して 0 を 押す と、 検ぉを 開始す る。 
3: 檢 ま义卞 列が 兄つ かったら、 該当 文字列の 上に カーソルが 移^して 反転 表示 さ 

れる。 0 を 押す と、 検索 を 銃 行す る。 
® 該当 文字列が なくなったら、 その 旨 メッセージ がお: 小され るので、 g を 押して 

検架 処理 を 終える。 

検索 は、 mr. 力一 ソ ルが ある 位置 か ら 開始され ます。 

検^^ 能な 文字列の K さは、 全角 16 文字、 半角 32 文字です。 
検索 文字列に 修飾が 施されて いて も、 検索され ます。 
桢索 の^ む を 桁ポす る キー は、 LS P A c E」 で も かまい ま せん。 



検': ^モー ド から 抜ける と きに は、 |_£5 0」をす〖| 〖して く ださし 



c 



檢^ の 途中で、 0 と^ Jl^] 以外の キー を柙 すと、 検索 処理が 解除され る こ 

とが あ リ ます， 



は 



検^ 文字列に 外， 使用す る ときには、 あらかじめ 熟語 登録して お く か、 JIS コ 
一 ドで 呼び出し てく ださい。 

複数の ファ ィルが 同時に 開かれて いても、 検索され るの はァク ティ ブ ウイ ン ド 
ゥ のファ ィ ル だけです。 

t 保存 文書の 検索 



1 (ウィンドウ） 畤 「文 害 検索」 

f " I (麵) の 検^ 機能 は、 現在 開かれて いる 文書 だけ を 対象に した 機能で し 
た。 しかし、 大量の 文書が フロッピ一 上に 作成され ている 場^、 どの ファイル にど 
んな 内^が 赉 かれて いたか を 知る ことが むずかし くなります。 特に、 少しずつ 内^ 
に 手 「I： し を 施しながら、 バック ァ ツ プの 意味 も 込めて 数の — 文 f i!. を 作成 してし 
ま う と 、 以外と ^乩 も 起 きたりす る も のです。 
オーロラ エースの 文:^ 検 * 機能 は、 こんなと きに なかなか 役に ケっ 機能で あ り、 

义 に は 欠かせな いものと なります。 大量の 文お を 作成す る 人に は 必頌の 機能 
と いえる でし よう。 



： え m ^ 果 



^ 本体^ # 源 を XF^ 直後な ら 、 A ドライブに システム フ □ ツビ 一、 B ド ライフに 交^ 
i オーロラ エース ほ 文 7 クが 挿入され ていないと、 メッセージが 表示 ざれて、 % 
|i オーロラ エース を 終了す る （MS — DOS への 復 ffi) I 
初めて ォー □ ラエ— スを 力した と きに は、 と り あえず 終了す る 手 厢 についても 確 ISj 
③才一 口 ラエ一 スを 終了して MS — DOS に復 ffl する。 

ォ一 ひ ラエ一 スを 再起^す る 

MS — DOS に 復帰した あと、 もういち ど オーロラ エース を 使用したい ときには、 '- 
オーロラ ェ一 スを垂 した 直後なら、 自養 » 勺に f • 2 (ウィンドウ） の プルダウン：^ 
參ォ一 C3 ラエ一 スは 最大 1 6 文 害まで 練げ て 呼び出す ことができ ま— 



ま 人す る こと もで 



オーロラ エース は 現在 開かれて いる 效 に、 別の 文書 を 魁0 
@ オーロラ エース を 了す る ときには、 f * 1 0 (終了） を 押す。 .1 
才 一口 ラエ ふスを g した 直後に は f * 2 (ウィンドウ） の プリ レタ ワン メニュー 巧 

一才一 口 ラ エースで は、 いったん 文書 ファイル を 呼び出したら. 以上の 過程 を かな やす 
オーロラ エース は、 システム、 i 辛靈 ともに RAM ディスク や 八 ード ディスクに 組み^ 

お ■ ドライブ は パス 名 を I3X して、 y ブ ディレクトリ を 指定す る ことおで きま， か ； 

才 一口 ラエ" スは、 文 《+g 集、 印厣] 9 寺に、 作業用の ワーク ファイルが 必要 了す。 それ 



つ ■ 



"7 



ノ もし 



em 



検索 結茱 表示 ウィンドウ （ウィンドウ を 画面い つばい に 広げる こと もで きる） 

標^の 検由 U4i 表示 ウイ ン ドウで は、 検索 文字列が 含まれた 文萆の 先頭から 全 
角 3 0 文字 分し か 表示され ません が、 実際に は、 文章の 先頭から 改行 マークまで 
の ひと 統 きの 文章になります。 したがって、 コピーに よって メモリーに 保存され 
た 内容 を 文 ^IH こ 貼り 込む と、 改行 マ一 ク までの 文章に なり ます。 



g 



検索 文字列 は、 全角 30 文字、 半角 60 文字 以内になります。 

mm お ま、 検索 文字 列 が 存在す る 文 害 名 と 、 そ れが含 まれて いる 文章の 先頭 

か ら 个 n 30 义 ' ？- 分 が ウイ ン ドウ 内 に 表示 されます。 

ゥ ィ ン ドウ 内に 表示し きれない 検索' 結果 は、 I ROLL U 岡 で スクロール して 
確^で きます。 

文^ 検索 機能 は、 フロッピ一 ディスク ヒに 保存され ている すべての 文蒈が 検索 
の 対象になります。 新規 作成 中、 あるいは 編集 中の 文 害 は、 検索の 対象に 入り ま 

せん。 

検きが 終 ける と 、 検まれ V； おの 表ポ とともに ファンクション キーの 表示 も 変わ 
ります。 このと きに、 I f • 5 | (コ ピ—) を 押す と、 検索 結果が' 荷 的に メモリー 
内に 保存され ます。 この 保^ 内容 は、 次に コピー か カットが 行われる まで、 保む : 
されます。 

コピー された 内容 は、 編 ^メニューの ペースト 機能で、 文お に! はり 込む ことが で 
きます。 



STOP 
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If • 2 1 (ウィンドウ) を 押して、 ブル ダウンん ニュー を 開く。 
反 表ポの 力一 ソル を 「8) 文書 検索 J に 移^して、 0 を 押す。 
メッセ一 ジに 徒って 検索' する 文^列 を 記入し、 0 を 押す と、 検索 を 開始す る。 
検お 文 字 列 が フロッピ一 に 登録され ている 文書 に 见っ か つ た ら、 その おおが ゥ 
ィ ン ドウに 表^される。 



® 検 * 終 J' 後、 検索 モード を 抜ける ときには、 (S TOPI もしく は 「f • 終了) 

を柙 す。 



W 鳴 S 謹讓 





① ②③④ 



検': ^'ぉ; 果の表 ^ウィンドウ を 開いた まま、 I f • 1 は 入力）, Lf • 2 J (ウィンド 



ゥ） の プルダウン メニュ 一に m,£?; された ほとんどの 機能 を 使》 f! できます。 ただし、 
検^お; おのま ボウイ ン ドウ を I 招いた まま、 新たに 文お 検索 を 行う こと はでき ませ 
ん。 ウィンドウ を 解除して から、 もういち ど 実行し 直して ください。 



■ 文字列の 霞ま 換え 

I f * 8 I (拡張） ― 「 2 ) 置換」 

お換 は、 ある 文字列 を 任な の义' f: 列に 置き換えて く れる 機能です。 

送リ がな の 不統一 を 正したり、 比較的 長め の文卞 列、 たとえば 「オーロラ エース」 

を 文, 1 ; : 作成 中 はとり あえず 「 + 十 J で 記入して おき、 ^後に 訳換 機能で 「オーロラ 

ェ一ス J に ;S: き 換えて しまう、 といった 使い方が できます。 

後者の 場合、 咯 語に 使用す る 文字 は、 文書の 中で まず 使われそう もない 文字 や 記 

ひ を 使 川する ように しないと、 IKI 係ない 部分まで 置き換え られ てし まう おそれが あ 
ります。 語の 選択に は、 やや 注意が 必要です。 



[操作 手順] 

CD I f - 8 I (拡張) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



® 反転 表示 カーソル を 「2> ^換」 に罱 いて、 0 を 押す。 

• メッセージに 诞ぃ、 『検索 文字列」 と 「置換 文字列」 を ^人して に を 押す と、;; な 
換作業 を l;H 始 する。 

® 検索 文字列が 兄つ かったら、 該 、する 文字列の h で 力 一ソルが 反転す る。 

0 を 押す と、 該^する 文卞列 が;? (換 文字列 に遄き 換えられる。 I S P A C E」 を 押 



すと、 置換 を 行わずに、 次に 該当する 文字列に カーソルが 移^す る。 
© 檢お 文卞 列が M つからない ときには、 その 旨 メッセ一 ジが 表示され る。 0 か 
ISPACEI を 押す と、 に (換 モードから 抜ける。 

検索 文字列、 ぉ換 文字列と もに、 全角 16 文字、 半角 32 文字 以内で 記入して くだ 
さい。 

ぉ換 は、 ^在 力一 ソルが ある 位 K から 開始され ます。 

お換 の: おむ 巾に 0 と [^EZ^lDia 外の キ一 を 押す と、 ぉ換 モー ドが 解^される 



ことがあり ます。 

オーロラ エースのお 換 機能 は、 該当する 文字列が 兒 つかる たびに 確認 を 促して 
きます。 確認な しで、 いちどにお 換 する こと はでき ません。 
送りが なの 不統一 を 正す ときには、 文辔 投丄 I： 機能と 併用す る ことで、 ょリ 厳密 

な修 I にがむ えます。 




□ ラ エース は、 最大】 6' 個の ウィンドウ を 間き、 それ それの ウィンドウに 別々 
を 表示で き る マルチ ファ ィル • マルチ ウイ ン ドウ 機能 を谪 えてい ます， 



O «1 



計鎵 ウィンドウ 



2,7 

國 レイ ァゥ卜 機能 

rr^n (拡張） 崎 「3) レイアウト」 

レイアウト 機能 は、 ^常 39 文字 x 16 行で 溝 成されて いる 文書 画面 を、 2X2 ドッ 
ト の 点 で 表し、 1 ページ 内の 文 なの 配 を^^す る 機能です。 

点で 褒 される ため、 文中 を 読む こと はでき ません が、 兒 出し や 表の 配罱 など を 確 
^する のに は ® 利です。 



レイアウト 機能 を 解除す る ときには、 0 か I S T O P I を 押 してく ださ レ 



國 電卓 針算 MMB 

(ウイ 



f * 2 



< ドウ）— 「0) 計算」 

オーロラ エースに は 表 計^機 能も蹒 わって いますが、 ちょっとした 計^なら、 こ 

の, 汁?; 〔機能で も 卜 分 その 役目 を^た して くれます。 また、 コピー 機能で 計算 結果 を 
文書の 中に 貼 り 込む こと も 可能です。 




第 2 部 ： mom 




マ/ レチフ ァ 



ォー d ラエ ース は、， 最大 1 6 

ゆ 文嘗を 表示で きる マルチ プア 
れらの ウィンドウ は、 タイ 

才 一バーラ^ プさ せながら 

スト 機能 を 使い 複数の 文 靈閎で データ を やり取りしたり、 一方の を 確 
驂レ ながら、 別め 5» を 作成す るな ど、 さまざまな 15 用が 可能になります。 』 



の 再 職， 



それぞれの ウィンドウに 別々 
隨能を 備えて います。 J 
ィ リング * ウィンドウ ではな 
させる ことができます。 カツ 



ト&ぺ 



レイ ァゥ卜 ウィンドウ 



[操作 手順] 

® 



f • 8 (拡張） を 押して、 プルダウン メニュー を lifK 



Q 



(2： ；义 'P ぶ ム^カ一 ソル を 「3) レイアウト」 に it いて、 0 を 押す。 




* 



>ィン トウ I 



ま 




HH^(65536/ 1024 )*< 2569W 024 )[] 
お 一 1 1fS 文 168361984 



[操作 手順] 

® I f • 2 に ウィン ドウ) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

d) 反転 表^ カーソル を 「0) m」 において @ を 押す と、 計算 ウイ 
れる。 

© ^，式 をお 入して レ: を 押す と、 計な 結^: が 表示され る。 



ドウが 開か 



計!？: 式に 使用で きる 演算 キ一 は、 田 （加算)、 日 (減算)、 回 (乗算)、 0(徐算）、 
B (イコール） です ひ また、 「（ >」 による 計算 も 行えます。 

計^ 結^ を 文書 中に 貼り 込みたい と き は、 I f • 5 | ( コ ピー） を 押して く ださい。 
^^結果が メ モリー にに 保存され ます。 編 ifc メニューの ペース ト 機能 を 使え ぱ、 
任意の 位^に 貼 り 込む こと がで きます。 

ただし、 計算 結果の 桁 数に かかわらず、 ぺ一 ストされ る 桁 数 は、 コピー された 計 

算 結果 を 含めて 半角 2 0 桁に なり ます。 不要な 空白 は、 ペース ト 後に 削除して く 

ださい。 

計算 結果が 1 4 桁 以上になる ときには、 指数 表記に な り ま す。 



； 



曰 付の ぉぺ リ'， 
r^n (拡張） 



「6) 日付 セッ ト J 



報ク， き や 伝票 発行 時に、 日付 セット を 行う だけで、 指定され た 位 s に 自動的に 今 
日の 日付 を 印字す る 機能です。 日付 セット された 位置に は、 特殊な 記号が 記入され 

ますが、 印字の ときには、 特殊 記号に 今日の H 付が 差込み 印刷され るかた ち をと り 

A リ Q 




m カ隨力 ト ' ゥ靈字 ョ ： ： 

！ 1?. ハ A /弟 ビ si ： 粱 5 濂 13 _ ： ' ' ト 



！ 5-1 マルチ ファイル * マ | 



山 
一 




'一口 ラエ一 スは， 最^:】 6 個の ウィンド ヮを 問き、 それぞれの ウィンドウに 別々 
： 書さ衷 示で きる マルチ ファイル 'マ， I チウ イン ドウ 機能 を 備えて い ます。 ^ 



日付 セッ卜 ウィンドウ 



〔操作 手順] 



® I f * b i am) を 押して、 ブル ダウン メニュー を 開く。 

② 反 $i ぉボの カーソル を 「6) H 化 セット」 に 移 |J 力して 0 を 押す と、 日付 セット 
ウィン ドウ カ^ H く。 

③ セット したい H 付に 反 $i 表示 カーソル を 移^して、 を柙 す。 



歴ギ 
和 歴年 
月 
曰 



1937 

62 

D9 



ti 付 セット は、 印字のと きに、 パソコン 本体に 内蔵され ている 時計 を 読んで 印 
字す る 機能です。 文窗が 作成され た 日付 を 印字す る わけではありません から、 氕 



年月 曰 



をつ けて ください。 

今 II の U 付 以外 を 印卞 したい ときには、 あらかじめ MS — DOS の DATE コ 
マン ドで II 付 を^ 史 してお いて ください。 

セッ ト された IHt を 表す 記号 は、 f^l あ るい は 1 D E L | で 削除で きます。 



國文禱 校正 機能 



f • 2 (ウィン ドウ） 



. ― 「 7 ) 文書 校正」 

文 ノト 校正 機能 は、 オーロラ エースが さまざま 備えた 機能のう ちで も、 ちょっと 風 
変わりな 部類に 属します。 いわば、 検索 機能と 同時に 文字列の 対応 付け を 調べる 機 
能で も あり、 特に 定型 文書 まどで 力 を 発揮す る ものです。 



I ^藥し た胄を 破棄す るつ 
^集 F]S 



删乍 
一 二！!！^ 



^ん でく た' さい 



一 



を そのまま 残します。 」 

ピーティ' スク 上に は 何も 残りません。 j 




校正 条件文が 記入され た 文靈の 指定 



— ^ 




2 • 9m^^4Hl\ 



ヒ一 



JJ*^TT ■ 一 



ト r 



J _ 々 j 



'一.' 

藻 菜内ミ 
纖频 
ゆ 鏽登ジ 




： を 破棄す る 



#ん でく た さい 



を そのまま 残します。 ^ 

ピー ディスク 上に は 何も 残りません。 j 




校正 文 霧の 指定 
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[操作 手順] 

① 校正 条件 を 記入した 文醬を 作成 • 保存す る。 

® m'fi (ゥ ィ ン ドウ) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

® 反転 表ポの 力一 ソル を 「7) 文誉 校： 1に」 に 移^して 0 を 押す。 

© メッセ一 ジに 従い、 文書一^ ウイ ン ドウから 校正す る 文書 を 措定す る。 
© さらに、 メッセージに 從ぃ、 文」 'ti ウィンドウから 校正 条件が 記入され た 文 
お を 指定す る。 

© 文？ 校 止が 実行され ると、 その 校 I に 結^が ウィンドウに 表示され る。 

® I S TO Pj で 文, 1 : 被が モー ドを 抜ける。 



[文鲁 校正の 条件文の 作成 方法] 

文 普 校正の 条件文 は、 次の 4 つの パターンで 記述され ま i| 



r 


」 は 必要。 


― ^7： 






M 校正 文齊の 中に、 


指定 さ れた 文字列 が 存在 していなければ ならない。 


「 


j 


は 不可。 








…- 校正 文 害の 中に、 


指定され た 文字列が 存在して はいけ ない。 


r 


j 


と 「 」 は 両方 必要。 








…- 校正 文窨の 中に、 


指定 さ れた 2 つの 文字列が 両方 とも 存在して いなけ 






れ ばなら ない。 




r 


j 


と 「 」 は 共存 不可。 








校正 文書の 中に、 


ffi 定 された 2 つの 文 ネ列 が 共 存 して はならない。 



校^され る义' 卜 列 は、 tiij 後 を かならず カギ かっこ （「 」） でく く リ ます。 また、 文 

末 は 「。」 で 終えます。 条件文の 記述に 誤りが あると、 校正 結果 ウィンドウで 条件文 

の 娯リを 指摘され ます • 




校正 結果 ウィンドウ 





「第 1 章」 は 必要。 






「なつめ 社」 は 不可。 




条件文 


「ォ 一口 フェース」 と 


「ォ 一口 フエ一 ス」 は 共む ィ、 1' し 


「第 1 な」 と 「第 2 章— 


1 は 胸 力 必^。 




「第 3 章」 と 「第 4 車. 


I は 両方 必要。 




「第 5 章」 は 必要 





校正 条件文 は、 いくつ 併記して あっても かまいませんが、 かならず 1 行に 1 条 
件と します。 

^ 啓」 と 「敬具」、 「前略」 と |拿み」 などの ペアになる 定型 条件 や、 「株式会社」 と 
圖、 「である」 と 「です」 など 混在して は 困る 条件 を 記入した 校正 条件文 普 をい く 

つ も 作成 してお けば、 絞リ 込み 桢索の 要領で、 効 串 よ く 文ぶ 校正 を む' えま す。 

校正 結果 ウイ ン ドウ は、 ウィンドウ 再 設定 機能で 豳面 いっぱいに 広げる ことが 
できます。 

校正 結果 を 見ながら 文 齊 を 校正したい ときには、 ウィンドウ を 開いた まま、 校 
正文 街 を 呼び出して ください。 



校 il:nV;!4i は、 f • 5 (コピ 一 ） で 文せ に贴り 込む ことができます。 



差込み 印刷の ための 設定 

I f * 8 1 (拡張） 「4 ) 差込み」 

招待状 ゃ勛務 部署の 移! IUJ 通達な ど、 通知 先の 住所 や 部署、 氏名な ど を 除けば、 内 
'# がまった く 同 じ 文書の 場 0、 その 部分 だけ を^ し^えながら 印刷で きれば 便利 
です。 オーロラ エースの 差込み 機能 は、 この 差込み 印刷 を 行うた めの 差込み 記号 
を、 文 や 内に 設定す る 機能です。 

差込み 印 W を U うに は、 ^込み が 記入され た 文^と、 差し込む データが 記入 
された 文お の 2 つが 必ぉ にな リ ます。 




差込み 記号が 設定され た文靈 



オーロラ 半導体 

AS I C 二部 
グラフィカル S I G 

I NT 研究 as 

111 崎 販売 
OA 二 課 
田 □ 無線 
総務部 
第 八 家 零 
営業 二 SE 



差し込む デ 一夕 



昭和 62 年 9 月 5 B 

才一 ロラ 半導体 株式会社 
AS 〖 C 二部 御中 



組織 変更の ご挨接 



株式会社 ナツメ 社 
取締役 社長 田 村正隆 



拝啓 貴社ます ます ご 隆盛の ことと お 慶び 申し上げます。 平素は 格別の ご 支援 を 賜 
り 厚く お礼 申し上げます。 

さて、 紫 社で は 販売部門の 強化 拡充 を 図る ため、 9 月 lOBf すけ を もちまして 從 来の 
販売 邪 を 下記の 通 り 改編い あすこ と になり ま し た 。 

今後と も いっそうの ご協力 ご S 配 を 賜ります ようお 顧い 申し あげます。 

まず は、 組縿改 線の ご 挨拶まで。 

敬具 



同 上 
同 上 

BRAGS'— OP 

同 上 
同 上 
編集 第一 部 

f。J 



第一 Sf 東京 地 E 担当 

第二 a 閗柬 地区 担当 （東京 地区 を 除く） 

特販 EE 

第一課 北海道 地区 担当 
第二 諫 柬北 地区 担当 
第三 譏 中郎 地区 担当 

第一 as 東京 地区 
第二 課 間 西 地区 担当 



以上 



差込み 印刷が 実行され だ 文 害 



[差込み 印刷の 実行 手順] 

(D ^込み, ヒリ- が 設定 された 义, 1 f を 開く。 

® ほ • 5 1 (mm) を 押して、 プルダウン メニュー を閱 く。 



® K'l! ムぉ^ 力一 ソル を 「7) 印 ゆ j* 書式 J に 移動して、 0 を 押す。 
④ 「印刷 部数」 に 差し込まれる データの 件数 分 を 記入。 「差込 印刷」 を 「あり」 に 
設定。 その他の 書式 設定が 済んだら 0 を 押す。 
「印刷 実行」 に 反転 表示 カーソル を 置いて、 0 を 押す。 

差し込む デ一タ は、 1 行に 1 データず つ 記 人し ます。 
^込みお v と^し 込む デ一 タの数 は、 一致して いなければ なり ません。 
差し込む データ がな いとき は、 そ の 部分に も 改行 マ一 ク が 必要です。 
設定され た 差込み 記号より、 おし 込む データの 文字 数が 多い ときには、 はみ出 
した 文字 は 無視され ます。 

差込み 記号 は、 通常の 文字と 同じように 複写 • 移 動で きます。 また、 差込み 記 
りの 文 卞敉 は、 fBS]^LD E L」 で 削除 し て 調^^" 能です。 



差込み 印刷 を 実行す ると、 文誊一 |g ウィンドウが 開かれる ので、 ^し 込む デ一 

タ かま 人 さ れた文 寄 を 指定 してく ださい。 
データベース ソフトの データ を 利 ff| して、 ^込み 印刷す る こと もで きます。 た 

とえば、 N i n j a (忍者） の 場合、 N i n j a (忍者） 自身の ファイル 変換 機 
能で、 データ を テキストファイルに 変換して しまえば、 そのまま オーロラ エース 

でき ます。 



[操作 手順] 

| し 込む ための データ を 記 人した 文窨を 作成 • 保^す る。 
データが 差し込まれる 文書 を 作成 • 保存す る。 
^込み 記 v を 設定したい 位置に 力一 ソル を 移^す る 。 
I f ■ 8 I を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

反転 表示 力一 ソル を 「4) ^込み」 に 移動して、 EL 
メ ッ セージに 從ぃ、 差し込む データの 文字 数 を 措定す る。 
カー ソ ル位羅 に 差込み 記 ひ が 記 入され る。 
^込み データ 数に ^じて、 © か ら⑦を 繰り返す。 
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書式 設定 



i 書式 設定の 項目 



f - 5 1 (編集） 「 7 ) 印刷 • 書式」 



「印刷 実行」 
「害 式 設定」 
「標準 設定」 




醫式 設定 画面 

を 実行す るに は、 どのような 設定で 行う のか を あらかじめ、 システム 側に 伝 
えてお く 必^が あります。 その 役割 を^た すの が、 誉式 設定です。 

ま た、 寄 式 設定に は 印刷 時の 書式ば か り でな く 、 編集 文書の 画面 上での 1 行文 字 
数、 1 ページの 行数、 その他 を 設定す る 役目 もあります。 

設定 された 内容 相互の 問に 矛 ff が あ る と 、 設定の一 部が 赤い 文字で 表示 さ れ ます。 
行数と 文' 字数、 文字 間隔な ど は、 それぞれの 間に 密接な つながり があります。 すべ 
ての 設定が II い 文字で 衷ボ される ように、 調整して ください。 

すべての 嘗式 設定 は、 EI 曰で 内容 を 変更で きます が、 数字で 設定され る 項目 は、 
敉字 キーで 直接 入力す る こと もで きます。 



' Efl 刷 方法 通常 印刷 Z 高速 印刷/縮小 印刷 

通^ 印刷で は、 24 ドッ トの フォント で 印刷 し ま す。 

^速 印刷 は、 文字 装飾 (網 掛け や 評 線な ど）、 グラフィック シートの 部分 を 除いて 
印刷し ます。 

縮小 印刷 は、 通常 文字の 2/3 (16 ドット） の 大きさ で 印刷 します。 縮小 印刷の 指定 
をしても、 1 ぺ一ジ の 行数、 1 行の 文字 数 は、 通常 印刷で 印刷す る 場合と 変わり ま 
せんから、 紙幅 を 有効に 使いたい ときには、 実際に 使用す る 用紙よりも 大きい サイ 
ズの もの を 指定して く ださい。 
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印刷 を 実行す るに は、 どのよ 
う な 設定で 行なう のか を あら か 
じめ、 システム 側に 伝えて おく 

必要が あります。 その 役 别を果 
たす のが、 書式 設定です。 

また、 害 式 設定に は 印刷 時の 
會式 ばかりでなく、 編集 文書の 
画面 上での 1 行文 字数、 I ぺ一 

ジの 行数、 その他 を 設定す る 役 
目 もあります。 

設定され た 内容 相互の あいだ 
に 矛盾が あると、 設定の 一郎が 
赤い 文字で 表示され ます。 行数 
と 文字 数、 文字 問隔 など は、 そ 

れぞれ の あいだに 密接な つなが 
りが あります。 すべての 設定が 

黑ぃ 文字で 表示され るよう に、 
調整して く だざい。 

すべての 書式 設定 は、 曰 曰で 
内容 を 変更で きます が、 数字で 
設定 ざれる 項目 は、 数字 キーで 
直接 人力す る こと もで きます。 



[印 » 方法] 

國騸 ■ 
；鬮 纖翻國 
豳漏國 



通常 印刷で は、 2 4 ドットの 
フォント で 印刷し ます * 

高速 印刷 は、 文字 装飾 <«掛 
け や S 線な ど） 、 グラフ ィウク 
シ一 トの 部分 を 除いて 印 蜊 しま 
す。 

縮小 印刷 は、 通常 文字の 2/ 
3 ( 1 6 ドット〉 の 大きさで 印 
します & 



遛常 印刷 



通常 * 高速 
縮 小 

Normal 

Rapid 

の S 《 一 一 

印刷 を 実行す るに は、 どのよ 
うな 設定で 行なう のか を あら か 
じめ、 シス チム 側に 伝えて おく 
必要が あります。 その 役割 を果 
たす のが、 書式 設定です。 

また、 書式 設定に は 印刷 時の 
省 式ば かりで なく、 編集 文 害の 

画面 上での 1 行文 字教、 I ベ一 

ジの 行数、 その他 を 設定す る 役 
目 もあります。 

設定 ざれた 内容 相互の あいだ 
に 矛盾が あると、 設定の 一部が 
赤い 文字で 表示 ざれます， 行数 
と 文字 教、 文字 間隔な ど は、 そ 
れぞれ の あいだに 密接な つなが 

りが あります。 すべての 設定が 
黒い 文字で 表示 ざれる よ うに、 
調整 してく だざい。 

すべての 書式 設定 は、 — — で 
内容 を 変更で きます が、 数字で 
設定 ざれる 項目 は、 教字キ 一で 
直接 入力す る こと もで きます。 



[印刷 方法] 
通笫 印刷 

高速 印 n 
縮小 印 n 

通常 印刷で は、 2 4 F ッ ト の 
フォント で 印刷し ます。 

高速 印刷 は、 文字 装飾 （網掛 

け や U 線な ど） 、 グラフィック 
シ一ト の 部分 を 除いて 印刷し ま 
す。 

縮小 印刷 は、 通常 文字の 2/ 
3 ( I 6 ドット） の 大き ざで 印 

お! j し ま 竹 o 



^速 印刷 



通常 • 惠速 

*fl 小 

IN Q r m aTi 
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印刷 を 萁行 する に は、 とのよ 

うな 19 定で 行なう のか S みら か 
じめ、 システム DW に^えてお < 

必 n か あり ます。 その 果 

たす のが、 醫式 19 定 です。 

また、 醫式 19 定には 印 ^時の 
窗式 ばかりでなく、 編集 文 霧の 
上ての 1 行文 字 l ぺ一 
シめ 行お 1 その他 も 設定す る ia 
目ち あります。 

投定 ざれた 内 S 相互め あいだ 
に 矛 /| が あると、 設定の一^ か 
赤い 交 字で 表示され ます * 行 
と 文字) s 字 bint など は、 そ 
れそれ のめいだ に 密^な つ な か 
りが あります， すべての 設 定か 
n い 文字で 表示され るよう に， 

IH 整レ てくだ ざい fr 

すへ ての 書式 19 定は、 H 曰で 
内 g を 変 g でき ます か 1 て 

^定 される 項 百 は， K 字 キーで 
裏 權 入力す る こと もで きます。 




[印, 方法] 
逢 常 

裹 s 印 鋼 



通常 印 SI では、 24 ドットの 
フォ ント で印剛 します， 

は、 文字 Ki* {mm 

け や IFig な^) ， グラフ イソ ク 
シートの 部分 を^いて © 刷 しま 
す， 

^小 £P 期 は， 通常 交 字の 2 ノ 

3 ( 1 6 ド' ノト） の 大きさで 印 
期します。 



2 - ED 刷 部数 1 〜ggg 

指定 さ れた 部数 分 を 繰 リ 返して 印刷 します。 

Jl 込み 印刷 を 行う ときには、 差し込む データ 件数 分 を 指定し ます。 

3 • 印字 方向 横 Z 縦 

横書き 印刷と 縦書き 印刷の 指定 を 行います。 文書の 中に、 縦横 逆 お (部分 縦書き) 
指定が な されて いると、 そ の 部分 は こ こ での 指定 と は 逆の 印字が 行われ ま す。 

4 - 印刷 開始 頁 1 〜ggg 

文^の 何ぺー ジ f f か ら 印刷す る か を 指定 し ま す。 
5 , 印刷 終了 頁 1 〜お 3/ 最終 頁 

义, やの 柯 ページ 1—1 まで 印刷す るか を 指定し ます。 通常 は、 「最終 頁 j の 指定で かま 
いません。 

6 ■ 差込 印刷 なし/あり 

差込み 印刷の 設定 を 行います。 「あり」 に 設定して 印刷 を 実行す ると、 実行の 前に、 
澄 込み データが お 入され ている 文^ を、 文書一 黧 ウイ ン ドウで 指定し なければ なリ 

B- せ/ v。 

し EP 字 位置 左/中央 ZD〜20 

通常の ファン フォー ルド 紙に 印刷す る ときには、 「； ^」 （左 余^が 0 > を 指定し ま 
す。 才一 トシ ート フィーダ を使坷 する ときには、 「中央」 を 指定し ます。 

数字に よる 指定 では、 用紙の 左 余白 を 何 文字 分と つて 印刷す るか を 設定し ます。 
8 - フッター 左 なし/文 害 名/頁/作成 日 

I フッター 中央 なし/文 害 名/頁 Z 作成 日 

，0. フッター 右 なしつ: 名ノ 頁/作成 日 

スター ト ページ - ID— 999 

印刷 時に、 川 紙の いちばん 下の 部分に 記入す る 特殊な 情報 を 措定し ます。 

フッ ター は、 1 ページ 行数のう ちの 2 行 分 を 占有し ます。 

フッターの 位置 は、 &Z 中央 Z 右の 3 筒 所に 設定で きます が、 1 行 あたりの 文字 
数が 少な く て 印字 不可能な 場合に は、 いちばん 右侧の 指定が 存効 にな リ ます。 
「作成 日」 は、 パソ コ ン 本体に 内蔵され ている 時計 を 読んで 印字され ます 
また、 「頁」 番号 は、 文書の 任意の ページから 印字す るよう にす る こと もで きます。 
たとえば、 スタート ページ を 「一 1」 に 設定す ると、 文 fF の 先頭の 2 ページ 分に は、 
ページ 番号が 印刷され ず、 「頁」 番号 上で は 3 ページ 0 から I ページが 始まり ます 
お 紙 や ページが あるときに、 役に立つ 機能です。 原刖 的に、 スタート ページ は 

文 ^ の^ 際の i ページ II と 必ず 対応す るよう になって います。 m 解の ないよう に し 
てくだ さい。 

11' プリンタ一 PC-PR201, PC-PR201CU PC-PR201H/H2/T/V 。C 

-PR201/F/TU PC-PR201HC, PC— PRIQn PC-PR101L/T/^ /y PC - 
PRSD1 (緩 長）， POPR6Q1( 横長）， NM-9400S, NIVI-9300S, NM-99D0/9950, UP 
■OK (PC), IP-13DK (PC), VP-13DK/135K (PC), VP - 80KZ85K (PC), AP 
，80K (PC), VP-Z5D0 (PC), HG-25D0 (PC), LCS- 2400 (縦長)， LCS-2400 (横 
長） 

才一 トシ 一 トフ ィーダ 一 な し/あ り 
カラ一 リボン なし Z あり 



使 川して いる プリンタ を桁定 します。 エプソン 系の プリ ンタを 使 川す a わ ^rn 



PC 対^ 力一 ト リ ツ ジの 装着が 必要です。 

オート シ一 トフ ィ一 ダを使 川 するとき は、 印字 位置 を 中央に ぉ定 して く ださい。 

12. 用紙 A4/B4 ョ コ /B4 タテ /B5Z10* 11 INCH/ 

10* 5.5INCH/15*5 + 5INCH/10* 12INCH/ 原稿用紙 ZA3 ョ コ / 

A3 タテノ A4 ョコ 

使用す る 印刷 ffi 紙 を 指定し ます。 縮小 印刷 を 行う ときには、 必ずしも 実際に 使用 
している 用紙で ある 必要 は あ り ません。 
13, 1 頁 行数 5〜262 

1 ページの 行数 は、 使用す る 用紙と 改行 幅の 設定 内容に よって 変わり ます。 

原稿用紙 印刷の 場合に は、 20 行に 固定 されます。 

最大 行数 は 262 行まで 指定で きます が、 川 紙の メニューに フリーサイズ、 あるいは 
ミ シン H のない 連統 HI 紙がない ため、 A3 縦 • 1/6 改行 幅 を 指定した ときの 94 行が 事実 

上の 最大 行数に な ります。 ， 

14. 1 行文 字数 10〜8B (全角 文字： 原稿用紙の 場合 は、 20 文字に 固定） 

1 行の 文字 数 は、 使用す る 川 紙 と 文字 間隔の 設定 内容に よって 変わり ま す。 
I 行に 設定で き る^ 大文字 数 は、 B4 ョ コ /A3 ョ コ /l5*llINCH/15*5 + 5 

INCH/15 *12INCH， 改行 幅 0 ドッ 卜 '袋綵 じな し を 指定した ときの 全角 88 文字で 

す。 

國 改行 幅 l/6(4.23mm)， 1/5 (5 .08mm), 1/4(6. 35 mm), 1/3(8.46 

mm) t 1/2 (t2.7mm) 

改 hte は、 インチで ォ It 定 します。 これ は プリンタの 規格が そのよう になって いる 
ためです。 改行 幅の 設定 内容に よって、 指定され た 用紙に 印字 可能な 行数が 変わり 

よ i p 

16. 文字 間隔 0〜12 ( ドッ ト） 

ドッ ト 単位で 文字と 文字の 問の 空き を 4 旨定 します。 最大 文字 間隔の 12 ドッ トを指 

定 すると、 半角 文字 分の 空き を 指定した ことになります。 

文'？ : 問^ の 設定 内容に よって、 1 行に 印字 可能な 文字 数 は 変わ リ ます。 

袋 锐じを 指定 しないと きの 全角 88 文字が 最大 文字 数に な リ ま すカ气 袋綵 じ を 指定 

すると、 最大 43 文字になります。 

17. 袋綴じ なし/あり 

袋拔 じと は、 -'祯 の 2 段 組 印刷の ことです。 フッターに 「頁」 を 指定す ると、 段 
ごとに ぺ一 ジ 番号が 付け られ ます。 

印刷の あとで、 ffl 紙の 真ん中で 折って 緩 じ 込みの 体裁 を とれる ため、 袋 線 じ 印刷 
と 呼ばれる よう です。 

18. 入力 方式 かな 入力/口一 マ 宇 入力 

編 雄 巾に 人力 方式 を变 も する に は、 I f • 1」 （入力) の 「6) 口一 マ 字 入力」 と 「7) 



かな 人力」 があります が、 害 式 設定で 「入力み 式」 を 設定 すれば、 文書 ごとに 
み 式 を 変えたり、 ォ一 口 ラエ一 スが 起動した ときの 標準 設定と する こと もで きます。 

ュ 一ティ リ ティ フロッピ一 の 「フロン トェン ド プロセッサの 環谠 設定」 でも 標準の 
人力〃 式 を 設定で きます が、 リ H 设定で 行う のが もっとも 簡単な やり 方で しょ う。 
19, 入力 モー ド 上 害き/挿入 

挿入 モ一 ドで 文字 を 人力す るか、 上書き モー ドで 文字 を 入力す るの か を 設定し ま 
す。 文醫 編集 中 は、 LI N Sj を 押 し て 交 7/ ぶ 切 リ 竹え る こと がで き ま す。 通?？; は、 柿 



人モ一 ド に^: i してお き ます 



^式お^ が 終 r し て ^ を 押す ヒ サブ メニュ 一が 表示され ます Q 

え' ぶに b とづいて 印刷 を 'おむ' する か、 在^ かれて いる 編 It 中の 文お の ,'： A 
設定と する か、 オーロラ エースが 起勖 する ときの 標準 設定と して 《ま録 する かの 3 つ 

です。 
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^ v- ：: .. は g5 ごとに 分けで： ^を i 乍 成した 場 さ 
- V！ り 都合 上. 以 f] 付けた 名莉を どうん. て 



きで、.. グし 一— ブ名、 文書 名、 . ファ --' 'ひさを 新たに 捋 [| 

寵式 投定の 実行 メニュー 

[印刷 実行] 

誉式 設定に もとづき、 現在 開かれて いる 文書 を 印刷し ます。 同時に 文 誊の害 式 も 

設定され ますから、 印刷 終了後に 班 新 処瑰を 行う と、 書式 設定に もとづいて 保存 力 《 
行われます。 

[害 式 設定] 

編集 文書の 書式 を 設定し ます。 文書 を 保^す ると、 書式 も 同時に 保存され ます か 
ら、 次に その 文誉を 呼び出した ときには、 設定され た 書式に もとづいて 画面 表ポが 
む われます。 そのため、 かりに 標雕 設定が 「かな 入力/挿入モード」 でも、 呼び出 
I れた 文書の 書式が 「ローマ字 入力/上書き モ一 ド」 に 設定され ている と、 編集 文 
，の モード も 「口 一マ'?: 人力/上 街き モード」 になります。 
[標準 設定] 

ォー ラ エースが 起^した ときの、 標準の 键式を 設定し ます。 新规 文:； ^ 作成の 場 
こ は、 すべて この モードになります。 途中で モ一ド を 変更す る ときには、 誊式設 
定をも う いちど 行って く ださい。 
標 定は、 文, 1 ト ごとに 設定され ている 書式に は^ 響 を 及ぼしません。 



印刷の 実行 

オーロラ エースに は、 印刷 を 実行す る 機能が 2 つあります。 いわゆる 通常の 文書 
印刷 と 、 複数の 文書 を 指定 して 連統 印刷す る 機能です。 

前^の 場合に は、 現在 關 かれて いる 文 喾 が 印刷 対象な ので、 印刷が 必要に なった 
時点で 式 設定 を 行えば よいので すが、 後者の 場合 は、 文書 名 を 指定す ると 即まに 
印刷 を 実行して しまいます。 連続 印刷 を 行う 前に、 書式 設定に 間違い はない か 確認 
してお く 必要が あります。 連続 印刷 は、 指定され た 文書に 設定され ている^ 式に し 
た が つ て 次々 と 印 刷 が 行 われる からです。 

ま た、 連統 印刷機 能に は マルチ タ ス ク 機能が 慷ゎ つてお り、 印刷 中 に も 文嘗 作成 
が 行える よ う になって います。 



國 編集 文 害の 印刷 
I f * 5 1 (編集） — 「7) EP 刷 • 害 式」 ― 「印刷 実行」 

通常の 印刷 は、 まず 印刷したい 文書 を 呼び出してから 印刷 を 実行し ます。 この 際、 
いったん は誊式 設定 画面 を 通り ます。 文齧霄 面から 直接、 印刷 実行に 入る こと はで 
きません。 



[操作 手順] 

® 文書 を 呼び出す。 

0 I f • s I mm) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

き IK 輯 表示 力一 ソル を 「7) 印刷' 陽」 に 移動して 0 を 押す と、 書式 設定 凾面 

に 変わ る。 

® 設^の 終 f 後、 0 を 押す と、 サブメニューが 表示され る。 

® 反転 表 ボカ一 ソル を 「印刷 実行」 に 置いて 0 を柙 すと、 力一 ソルが 义, 1 F のい ち 
ばんお 後に 移動した あと、 印 刷が^ 行され る。 

印 刷 を 開 始す る 前 に 、 必ず プ リ ン タ の 電源 スィッチと 操作/ ぐ ネルの スィッチ を 確 
認 してく ださい。 印刷 開始 後に 電源を入れたり すると, 文字化けが 起きます。 



画 連続 印騸 

f • 2 I (ウィンドウ） ― 「3 ) 連続 印刷」 

連 綾 印刷機 能 は、 複数の 文^ を 措定して 連続 印刷し ます。 その 際に、 マルチ タス 
ク! y^i! がむ われる ので、 印刷 以外に も 文 翁 の 作成 や 編集な どが 行えます。 
マルチ タスク 機能 は、 ffi 定 された 文^の 内容 を 一時的に テン ボラ リ 一 領域に 格納 

して 印刷しながら、 他の^ 理を 行える ように するとい う 処理が とられます。 とはい 

え 、 通常 と 絞べ、 sat 现 速度が かな リ 低 ド したり、 キ一 の 反応が 鈍 くな つたり します。 



[操作 手順] 

© rr^r 



(ゥ ィ ン ドウ） を 押して、 

© 反 fcJS ポカ一 ソル を 「9) 速統印 

ン ドウが^/ パ される。 



プルダウン メニュー を 開く。 
刷」 に^いて 0 を柙 すと、 連続 印刷 指定 ウイ 



速 続 印刷 指定 ウィンドウ 

③ 反転 表^ カーソル を 「U 印刷 文醫 選択」 に^いて 0 を柙 すと、 文書 一覧 ウイ 

ン ドウが^ かれる。 

® 印刷す る 文書に 反 表示 力一 ソル を S いて 0 を 押す と、 指定され た 文^の 印刷 
が 開始され、 連統 印刷 指定 ウイ ン ドウに 戻る。 

© 左側の ウィンドウに^ 在 印刷して いる 文書 名と、 次の 印刷 待ちの 文^ 名、 それ 
以 外に も 印 刷恃 ちの 文 ^が あ れば、 そ の 数が 表ポ される。 

さ らに文 寄 を ffi 定 する と き に は、 ③ から 繰り返す。 

指定が 終 f したら、 反転 表示 力一 ソル を 「3) 指定 終了」 に 置いて、 0 を 押す。 
® 起動 闹 |W、 あるいは 編 堪阀面 に 戻る。 

• ^ii^niui;"] できる の は、 フロッピーディスクに 保存され ている 文^だ けです。 現 
在 作成 中の 文書 や 編集 中の 文書 を 指定す る こと はでき ません。 

• ^統 印刷の^ 行^に、 必ず プリ ンタ の^ 源 や 操作 パネルの スィ /チを 確^して 
く た' さい。 印刷が 実行 さ れ てから プ リン タ の 電源を入れた りする と 、 正常 な 印刷 
が 行われません。 

肇 印刷 を 途中で 屮止 したい ときには、 ③で 「2) 印刷 中止」 を 選択して ください。 
強制的に プリ ンタの 電源を切 ると、 キーの 入力が いっさい 受け付けられな < なり 
ます。 

參 プリ ンタ バッファ を 使用して いると きに は、 プリ ン タバッ フ ァのメ モリー をク 

リ ァ しないと、 印刷 そのもの は屮 止されません。 

• 連続 印刷 屮は、 他の 処现 速度が 低下して しまう ので、 できれば 連続 印刷 中 は 編 
堪 など は 避けた ほうがよ いか も しれません。 



3.3 

独自の 印刷用紙の 登録 



國 印刷用紙の 設定 

「印刷用紙の 登録」 …- 'ユーティリティ フロッピー を 使用 

オーロラ エースで は、 あらかじめ 登錄 されて いる 印刷 jimt と は 別に、 ユーザ一 独 
自の 印刷用紙の 設定と^ 録が できます。 たとえば、 四 六 変形 判の 用紙で もよ いし、 

ちょっと めん ど う にな り ま すが、 【fil(M の お • DM ffl フォーム など に 合わせた 用紙 

の 設定で も かまいません。 また、 縮小 印刷用に 特別な 香 式の 用紙 を 設定して おくの 

h よい か も しれません。 



[操作 手順] 

CD A ドライブに ユー ティ リ ティ フロッピ一 を 禅 入して リセ ッ 卜する。 

@ メ ッ セージに 従い、 B ドライブに システム フロッ ピ一 を柙 入して 0 を 押す と， 
メニューが 表示され る。 

(あらかじめ B ドライブに システム フロ 'ゾ ピ一 を忡 人して おいて も よい） 

③ [E [I] で、 力一 ソル を 
録闸 面に 変わる。 



y mi に 移動して 0 を 押す と、 印刷用紙の 登 



印刷用紙の 登錄 画面 

④ 阔面 下の メニューから ri， 新规」 を 選 ま 尺して、 0 を 押す。 

すでに 川 紙 を^ 録 して あり、 その 設定 内容 を 修正したい ときには、 「2. 修正」 

を 逆ぉく する。 

「3. 終 r」 を; すると、 ユーティリティ フロッピーの 起觔网 面 に展 る。 

⑤ あらかじめ オーロラ エースに 登録され ている 1 5 種類の 川 紙の、 どれ を 参考に 
して 新しく^ 紙 を 設定す る か を iiti かれ る の で、 該当する 川 紙の 番ゅ を 入力して 0 
を 押す と、 m 紙 内容の 設 aoa 面に 変わる。 



印刷用紙の 登 » 



INCH 
INCH 
5 INCH 
5 INCH 
INCH 



纖 2* 修正 3. 終了 



1234567 8901234 

1 1* 1 4S 1. 




① 用紙 名 

m 用 g 
@ 上 余 s 
© msm& ", 

© 一行 鮮数 



印刷用 ss の登錄 



10*1 1INCH © —頁の 行数 

mm ® m 

糊觀 ® 段 ia の 空白の 



しな も 
レな も 



8瞧 @ 1 つの 段の 行数 



203 inn 



禁則 処理 



a 行 

する 



固定し な (r 



sar る ffletfflsg の 名前 * 入れて 下さ t 



0*11 INCH 



CTRL+ 滅豳 編 矚豳. 鬮驅蹈 



用紙 内容の 設定 画面 

@ [I] ffl 0 のい ずれ かの キー を 使って、 項 glHl を 移^しながら、 19 紙 内容 を 設定 
する。 
① 川 紙お 

- ；! 11 絞 紙 

③) u 紙 Ji 

® 上 余白 

® リぱ T 縦 幅 

o— 行文 字数 



新しく 設定す る 用紙の 名前 
m 紙の 種類 ： 舉 票/連 統紙 

m 紙の &さ ： （） 〜 999mm 
川 紙の 上の 部分の 余白 ： 0 〜99mm 
実際に 文字 が 印 字され る 部分の 縦の S さ 
^ 際 に 文 字 が 印 字され る 部分の 横の 長 さ 



0 〜 999mm 
0 〜999 匪 1 



® —頁の 行数 



® 段 組 

@段 問の 空白の 幅 
©1 つの 段の 行数 

@?さ 則 S3； 理 



固定 じない ： 編蕖 メニューの 寄 式 設定で 1 行 あたりの 文字 
数 を 変更で きます 

固定す る ： 値が 固定され て、 誉式 設定 画面で は 変更で きな 
くなります 

固定し ない ： 編 鬼 メニューの 键式 設定で 1 ページ あた リの 
行数 を 変^で きる 

固定す る ： 値が 画定され て、 書式 設定 画面で は 変更で きな 
くなる 

しない/する 

段 組 をす る 場合 ： 0 〜 9 mm 

段 組 をす る 場合 ： 0 〜99 行 

行末での 「、」 や 「J の ％ 理 ： する/しない 



® 設定 力 ^ 終 r したら、 「f • ioi m o を 押す。 
® ^定 内^が システム フロッピ一 に mi* されて、 ュ 一ティ リ ティ フロッピーの 起 
動画 面に 屎る。 

® で 「fn 紙お」 を 入力す る ときには、 すでに 登録され ている m 紙と I ぼ 1 じ 名前 
をつ けない よ うにして く ださい。 



o 



設定の 途中 て 1 ESC I を柙す と 、 ひとつ 前 の 画面に 裒 り ます。 



^ 定 内容に 不明の 点が 出たら、 |±L£kRJ を 押して く ださい。 設定 内容に 沿った 
m 紙の ィ ノー ジーば ii が表ポ されます。 




用紙の イメージ 画面 



段 組 桁 定の段 s の 制限 は、 特にありません。 fii 紙の 人き さを考 ましながら 決定 
して く ださい。 

印刷 紙の 登錄 は、 繊- DOS の A > が 出て いる 画面で、， 「YOUSIJ と 入力 して、 
ゆ: 接 起動す る こと もで きます。 こ のガ法 を 使え ば、 RAM ディスク を 使 川 している 
ときな どに、 リセット する ことなく 印刷用紙の 登錄 がで き、 登錄 終了後に 即座に 
RAM ディスク か ら才一 口 ラエ一 スを ^起 it 力す る こと もで きます c 






*， ひ ♦ ••• 



4 




• 4 



： 暑, 



，参 



暴. 



眷考 



蘑 i 



番 V 
















ザ 

嘗 



0 _* 



w 一 



ft 



f - 5 (編集） — 「3) 登録 （終了）」 



靳規 ft ミ成 * 編 Jfe された 文^ は、 フロッピ一 ディスクに 保存 しないと、 二度と 呼び 
出して 利 flj する こと はでき なくなります。 文書 保存 は、 ワープロ 使用 上で もっとも 



ffi 要な 機能に なり ます。 こまめに 保存す る 習惯を 身に 付け ま しょ う 



〔操作 手順] 

CD I f * 5 1 mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
© 反転 表示 カーソル を 「9) 登録 （終 n」 に 置いて 0 を柙 すと、 文書の 登錄 * 終 
了 ウィン ドウが 現れる。 



，ハ あぶ. ： ん'. ： id 



酵讀 5MaiM» 國 く:!: m 



し て 利用す る こと はでき な く 

6? 機能になります。 こまめに 



」 



翻 4翔: ，'" 續' お 了 
陽 棚し 



1) 文 害 を 更新す る 



m 別の 文嘗 として^ まする 



；;) ^集した 文 ir を 5sm する 

H) 中 0 登 鋒 




口 使用 上で もっとも 重薆 

Jo ^1 




文^の 登錄' 終了 ウィンドウ 



© 反ぉぉパ 力一 ソル を 「1) 文 寄 を 更新す る」 置いて、 0 を 押す 
@ オーロラ エースの 起 励 | 叫而 におる。 



义 ^の 登錄 • 終了 ウィンドウに は、 4 つの サブメニューが あります。 それぞれ、 
次の よ う な 機能 を 果たします。 

1 ) 文 S を 更新す る 

編 ife された 文^ を、 編 猫 前に 指定され た 文書 名 * ファイル 名で 保存し ます。 

編 llifW の 文お は、 バック アツ フ ファイル として 线り ます。 

2 ) 別の 文 害と して 登録す る 

編 Kifiij の 文？; ク， • ファイル 名と は 別の 名前 を 指定し、 新しい 文書と して 保存 

します。 

3 ) 編集した 文 害 を 破棄す る 

編 退 内容 を 破^して、 編ま 前の 文 W 内^ を そのまま 残します。 

靳规 作成され た 文書の 場合に は、 フロッピ一 ディスク ヒには 何も 残りません。 

4) 中間 登録 

編^された 文 ^を， 褊 Ifcfli] に擂定 された 文誉名 • ファイル 名で 保存す る 点 は、 
文 靳と 同じです。 ただし 保^ 後に オーロラ エースの 起動 画面に は 戻らず、 

z^mmaz^i) ます。 



画 交 書名の 変更 

I f • 2 I ( ウィン ドウ) ■# 「5) 文書 名の 変更」 

オーロラ ェ一ス では、 文 普に、 兒出 しに 裏た る文篑 名と、 ファイル 名 を 付ける よ 
うにな つてい ます。 これら はと もに、 まったく 同じ 名 お を 付ける こと は 許され ませ 

。 

そのため、 内お の 似通った 文 * や、 ^あるいは 節 ごとに 分けて 文書 を 作成した 場 
合、 意外と 文 害 名 を 付ける のに 苦労し ます。 ^现の 都合 上、 以 fj 付けた 名前 を どう 
して も 変更せ ざる を W ない こと も 少な く あり ません。 

そんな ときには、 文お お 変 史 機能で、 グループお、 文齊 名、 ファイル 名 を 新たに 

付け K す こ とがで き ます。 
[操作 手順] 

X PT^TI (ウィンドウ） を 押して、 プルダウン メニュー を 1化1 く 



た' 



(D kfc 表示 カーソル を 「5) 文 リ ばの 変^」 において 2 を 押す と、 义^ お変^ ゥ 

i ン ドウに 变 わる。 



文權名 変更 ウィンドウ 

® 変お する 义 Yi に 反転 表ボ 力一 ソル を; ない て 0 を 押す。 
t ゥ < ン ドウの ト 'の 部分に 現在の 文^ 名 と ファイル 名が 表示され るので'、 変更す 



る 



グ ルーフお を'^ お する ときには、 :home C を 押す 

したら 0 を柙 す。 



@ ほかに 変お する 义, 1 ：' がなかったら、 I S TO P] を 押す。 



現在 編 1 中の 文蒈 でも、 文書 名 を 変更で きます が、 ^乱が 起き やすいので、 で 
きれば いったん 編 堪を終 广 してから 行った ほう 力 f よいで しょ う。 

グループ 名 (文蒈 名に 相当) の 変更 もで きます が、 MS- DOS が 管理す る ディ レ 
クト りお （ファイル 名に 相当） は 変更で きません。 

ダルー ブ 内での 文 甞名変 を 巾 止して、 文蒈 タイ トル 1 叫お （ルート ディ レク ト 



文 霧 W ト M 较 ft® と 交 字藺暍 



】フバ& 名 〖改行 文字. D0C] 



クソ 



ブ 作成 (HOME CLRJ 



■ 



文お 名の^^ i 

EIB< ウィンドウ > 



r5) 錢 名の 魏」リ 



才 一口 ラ エースで は、 文書に、 見出しに 当たる 文 害 名と、 ファイル 名 を 付ける よつ 

ぬって います。 これら はと もに- ま ゥ た く 固 じ も 謙 付け る こと は 許 さ れ ま — 

― ― sB 
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押して ください、， 
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矚文 害の バックアップ 
ユー ティ リ ティ メニュ — ► 「, くック アツ フ。」 

フロッピーディスク は、 媒^ そのものが もろく、 しかも ディスプレイ や 電子 レン 
ジ などの 近くに おい あいだ^いた ままに してお くと、 磁性体が 破壊され ます。 タバ 
コの^ ゃコ一 ヒー を こぼした りして こわれる こと もあります。 さらに、 はじめから 
ィ、 良； だったり、 ^や 劣化な どの 物瑰 的な 障害に よって、 まったく データ を 読み出 
す ことができな く なること も 少な く あ リ ません。 

こんな 卞 態に fi えて 、文 力の ffis を 作成して おく 習惯 をつ ける よう にしましょう。 
バッ ク アップ 機能 は、 フロッ ピー ディ スク に： ^録 されて いる もの をす ベて セクタ 

一 巾 ぶ': てま' 'ぶします。 ファイル 単位で 複写す る わけで はあり ません から、 愤 重に 実 

行す る 必要が あります。 



[操作 手順] 

® A ドライブに ユーティリティ フロッピ一 を^ 入して、 リセット する。 

© ュ一 ティリ ティ メニューの 「バックアップ」 に 力一 ソル を 移^して、 0 を 押す。 

© メッセ 一 ジに 従い、 WS-jt と 複写 先の ド ラ ィ ブ 番号 < 標準で は、 A ドライ ブカ、 
ら B ドライ ブへ） を 指定 したら、 0 を 押す。 

曰 曰で ド ラ ィ ブ の 移動、 [U E で ド ラ ィ ブ 番号が 変更 される。 
® 指定 ドライブに、 それぞれ フロッピーディスク を^ 人して 0 を 押す と、 確認 を 

促す メッセージが 表示され る。 ここて 13 を 押す と、 バックアップが 開始され る。 
(D バックアップが 終了したら、 さらに バックアップ を 行う か メッセージが 表示 さ 

れる。 継続す る ときには 「Y」、 巾 it する ときには 「N」 を 入力して 0 を柙 す。 
® ほ」 を 入力す ると ④〜 ® を 繰り返す。 

「N」 を 入力す ると、 ュ一 ティ リ ティ メニューに 戻る。 • 

⑦ 他の 機能 を^け て^ 行す る ときには、 A ドライブに ユーティリティ フロッピー 
を 挿入して から、 機能 を 選択す る。 

• バッ ク アップに ついては、 ^ 1 %^ 2 なの ユー テ ィ リ ティ フロッ ピーの 複写で 

も 詳説 しました。 そちら も 参照 してく ださい。 
• バックアップ 機能 は、 ゆ 本 的に は フロッピ一 ディスケットの 情報 （ファイルが 
あるな し は、 関係ない） をす ベて ^なします。 そのため、 バックアップ を^ むす 
ると、 複 叮ぉ にある ファイル はなくな リ ますから、 慎重に 実行して ください。 

画 文書の 複写 
ユーティリティ メニュー— 「文 害の コピー」 

バックアップで 文書の 予備 を 作成す ると、 万が一、 転送先に ファイルが 登録され 
ている 4) 介、 すべて なくなって しまいます。 そこで 通常 は、 コピー 機能 を 使って、 

フ アイ ル単 位で ir'/ する ほうが 安^だ といえ ます。 



[操作 手順] 

® a ドライブに ユーティリティ フロッピー を 禅 入して、 リセット する 



(D ュ一テ ィ リ ティ メニューの 「义 ,リ のコ ピ一」 に 力一 ソル を 移 觔 して 0 を 押す と、 

ぎ'/ % と 複写 先の ドライ ブ指 定闺 面 に 変わる。 

③ 標^^ 定の A ドライ ブ から B ドライ ブ への コ ピ一 でか まわない かどう 力 \ 確認 
' ど 求め b れる。 




文 m コピーの ドライ ブ 指定 画面 

よかったら 「はい」、 ドライブ IT ふ を 変更す る ときには 「いいえ」 に カーソル を 

移 |カ して ほ を柙 す。 

「いいえ」 を ネほ 定し たら、 で ドライブ #ゅ の 変 班、 臼 g で 複写 兄と 複写 先 
の ド ラ ィ ブ問 を 力 ― ゾ ルが 移觔す る 。 
ドライブ 指定が 終わって 0 を柙 すと、 再度確^ を 求められ るので、 「はい」 に 力 

—ソル を 移! EJj して、 0 を 押す。 

國 ウィンドウ 内に、 「送り fh し」 側 （複写 元) と 「受け取り」 侧 （複写 先） の フロッピ 
一 ディ スク にひ録 されて いる ファイルの一^ が^ 示される。 
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「送り出し」 側と 「受け取り』 11 の 文霍ー II ウィンドウ 



力 一 ゾ ル を m ffl で 移 動 し て 、 複写す る 文書 を 指定す ると、 コ ピーが 実行 される 
© 文, や コビ一 が 終了したら、 ④に 戻る。 
^絞して 义^ コピー を 行う とき は、 ④ から 繰り返す。 

文ぶ-コピー を 終了 するとき は、 LHOME CLRI を 押す c 




I 文書の 削除 

L±_L_LI (ウィン ドウ） — 「6 ) 文 害 削除」 

不要な 文^ を フロッピーディスク 上から 削除し ます。 

ォ- 11 ラ エース: え 文 せ 編 m や 印 脚 リ I に テンポラリ一 フ -, ィ ル を 誠 し ま すか ら 、 
文せ: ほよりも 実際の 空き^お. が 小さくなる ことがあります。 そのため、 印刷 時の 処 
现 などが スムースに 行われな いこ と もあります から、 バックアップ ファイル のよ う 
にと リ あえず 不要な ファイル など は 随時 削除して おく こと も 必要です。 



[操作 手順] 



』 ① CLjlJJ (ウィンドウ） を柙 して、 プルダウン メニュー を 開く。 

き ② 反お 表示 カーソル を 「6) 文 ^ 削除」 においてに を 押す と. 文^ 除 ウィンド 



3 ピー ドライ フの 変更 
受 型り デくス クの 
' ，：] じ 一の fe-/ 



•1 



ォ "0 フ エペ 



： 真 + 

TEHP ， 
诏繊 変更. D0C 



$7^09^0 16:53 
8?^' 19 0?:37 
87,^3/19 97:34 
87 暑 '29 23:51 
86 ぺ 13 "09 13:22 



r 文書 コピー j の サブメニュー 

⑥ 文, f ! : コピ一 の サブメニューから 「• 文许 コピーの 終,」 を 選：^ して、 0 を 押す。 
© ュ一テ ィ リ ティ メニューに M る o 



③の で L^jQ3 を 押す と、 ユー ティ リテ ィ メニュー に误 り ま す。 
©の 時点て fPmW CLR I を 神す と、 「コピー ドライ ブ の変史 J と 「受取 リ デ 
ィ スクの 確^ J を ひえます。 

「受取り ディ スクの 確^」 を 実行す る と、 力一 ソルが 「受け取 リ」 側に 移動して， 
複^ 先の フロッ ピー ディスクの 内容 を 確^で きます。 
\HELP | を 押す と 、 「送 9 出 し」 側 と 「受け取 リ J 側 を カー ソ ルが行 き 来し ま す。 
「受け取 り 」 側に すでに 同じ 名前の フ ァ ィ ル 名が 存在す ると き に は、 文書 コ ピー 
を^ 行で き ません。 

コピー された 文^ は、 「受け取り J 側の いちばん^ 後に 追加され ます。 





ゥが 開かれる。 

) 削除す る 文^に 反 力一 ソル を it いて 0 を柙 すと、 確^ を 求められる。 
除 を 実行す る ときには 「YJ、 中止す る ときには 「NJ び Y」 以外の 文字 キーなら 
何でもよ い） を 押す。 

) 指定され た 文書が 削除され、 次の 削除 文 普の 指定 恃 ちになる。 



グル— ブの 削除 を 行う ときには、 まず ダル一 プ内 のす ベての 文書 を 削除して か 
ら | HOME C し R1 を 押 してく ださい。 グループ 内 に ひとつで も 文 誉が残 つてい 



る と、 「ダル一 プが 空で は あ リ ません」 という メ ッ セージが 表不 されます。 
文^ 削除 を迨 巾で 中止す る と きに は、 IS TOPI を 押して く ださい。 
文， 削除が 寫行 される と、 指定 さ れ た文齊 はノ 、'ッ ク アップ ファイル として 残り 
ます。 ^つて 削除して しまった ときには、 バックアップ ファイルに 付けられ てい 
るいち ばん 大きな 番号の ファイル を 呼び出して < ださい。 削除 前の 文誊に 間逮ぃ 
なかったら、 义^ 名 を 変更して、 もういち ど 保存して ください。 
現在 編集 中の 文赛を 削除す る こと はでき ません。 

グループ ま 截塞輕 削除 を 中 1 ト して 文， タイ トル幽 面 (ルー ト ディレクトリ） に 
がる と きに は、 「¥ GROU 巳，」 に Kfe 表示 力— ソル を 置いて 0 を 押して 

く ださい。 



4.2 



辞書の 管理 



熟語の 登録 
3 (辞 害) 



f 



「 3 ) 熟語 登録」 



オーロラ エースに は、 約 65 ， 000 語 も の 熟語 辞 襟 と 郵便番号 辞 害が 備わ つてい ます。 
また、 n 本 語 変換 システム Katana (刀） は 変換 速度、 ヒット 率と もにたい へん 俊れ 
ている ので、 一般的な 熟語 は 特に 發錄 する 必要 はあり ません。 

固 語 辞典に はない が 頻繁に 使用す るよう^^、 たとえば 「オーロラ エース」 を 
「お一」、 「I に 本お ヮ一 ドフ 。ロセ プサ」 を 「わ ーぷ ろ」 で登錄 してお けば、 読みの 入力 
も わずかな 打鍵 数で 済み、 文醫 作成の 効率が 向上 します。 

_ なお、 オーロラ エースで 登録 可能な 熟語 数 は、 辞 外が おかれて いる ドライブの メ 

ディ ァの ゅ容 外に 制^ はあり ません。 これ は特， すべき こ とです 



[操作 手順： 

① 登錄 したい 熟語 を j FT l +R ノ ffl で 節 謝!^ ォ卜 

② 岡 面 卜' の メッセージ 行に、 範躍 指定され た 熟語 (漢字) が 表示され、 
力す るよう に 促される。 

^^の ひらがな 14 文字 以内で^ み を 入力 して、 0 を 押す， 



ii 冗み を A 



1 


,J 


― ― r 




； S 字： 




読み： わ 一ぶろ 驪 





登錢 する 熟語の 読み を 入力す る 



数卞キ 



で 品詞 番号 を 入力 しても よし 



曰 曰で^ 詞を 指定す る 
】 つの 熟鼯 に対して、 品詞 を 複数 ま g 定 しても かまわない 
された 品お 港 号 は、 黄色い 文字で 表^される 



0 



ト匕 . 
II にえ 



Q 





11 — ― — ~ — -r^^^^^m 


1 リ t お サ 変名 詢 3 :A 名 姓 


4 


： 人名 名 5: 地名 6. 


： 企業 名 7: 名詢以 タト ^ 


^了 



® 確認の メッセージが^ ボ される ので、 指！^ た 熟語 を 登録しても よいと きに 

は、 「Y」 を 入力して 0 を 押す。 



1 普通名詞 

2 ： サ変 名詞 

3 ： 人名 姓 

4 ： 人名 … 

5 ： 地名 一 

6 ： 企業 名 

7 ： 名詞 以外 
8 ： 終了 …- 



「品詞」 「数字」 「麵 
「入力す る」 「指定す る」 

rmm i r~#* i 「恩 田」 

二」 な 

「KK 

に f Jul 

品詞の 指定 を終丫 





暴 登録 可能な 熟語 数 は、 100K バイト 当たり 5, 000 語になります。 システム フロッ 
ピ一 の^ 合なら およそ^ 000 、 ふ f A フ ァ ィルし か 格納され ていない 1 M バイ 卜の 

フロッピーなら、 その 10 倍 もの 熟^ 登録が 可能になります。 , 

ただし、 オーロラ エース は 作 * 川の 鉗 域 を 必要と します から、 それらの 空き 容 
^にも a 意して ください。 

• お詞衍 お 時に 品詞 番号 を 数字 キ一 で 入力 するとき、 また 熟語 登録の 確認で 「Y」 
を 入力す る ときには、 かな キ一 が ロックされ ていたり、 入力 モードが 口一 マ卞入 
)u かな 入力に なって いても かまいません。 

釅 熟語の 削除 

1 f > 9 1 (辞 害） — 「 6 ) 熟語 削除」 

オーロラ エース は 十分な 熟, お 登録が 可能です から、 通^ は それほど^に とめる 必 
要はありません が、 熟語 登録 数が 制限 を 超えたり、 品詞の 指定 状態に よって は、 す 
でに ひ铋 されて いる^ 語の 一部 を 削除 せざるを得ない こと も あり ます。 そのよ う な 
ときには、 「熟語 削除」 をお 行 します。 、 



〔操作 手順] 



® 
® 

® 



f 



除したい 熟語 を編飽 に^^して、 fSTTi F T"l +R/fT1 で^ I 謝 は定 する。 
T1 (おぶ） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
反 fe^/P 力一 ソル を 「6) ^^削除」 に; ^いて 3 を 押す。 
削^される 熟語の 読み を 入力 して 0 を 押す。 

確認の メッセージが 表示され るので、 削除しても かまわない ときには 「Y」 を 
入力 して 0 を 押す。 



秦 ある^^ を^ 阅 指定して、 付けられ ていない 読み を 入力 しても 削除 処理 は 実行 

されます が、 実際に は 削除され ません。 
• 熟お 削除の 確認で 「YJ を 入力す る ときには、 かな キーが ロッ ク されて いた リ、 

八 力 モー ドが ローマ'？ : 入力、 かな 入力に なって いて も かまいません。 

國 登録 熟語の 一 II 表示と 印刷 
ユーティリティ メニュー 4 「熟語の一 覧表 印刷」 

登録され た 熟語の 数が 多く なると、 何 を^ 録 していた のか をつ かむ こ とが 不可能 
になります。 ^際に^ み を 入力して 変換して みれば わかる とはいえ、 すべての^^ 
熟, お を そ うやつ て 確認 していく の は 大変です。 

そこで、 ユーザ一^^ された 熟お を プリンタ、 あるいは 画面に 一 II 表示して 確認 
できれば 便利です。 それ を 行って くれる の 力へ 「熟^の 一 SI 表 印刷」 です。 

[操作 手順〕 

® A ドライブに ュ一 ティリ ティ フロッピ一 を 柿 入して、 リセット する。 

© ユーティリティ メニューの 「熟語の一 覧 表 印刷」 に 力一 ソル を 移^して レ〕 を 押 

すと、 岡 面が 変わる 力 



ESC 



ュ 一ザ— 8*の ドライブ = B 



を してく たさ も* 
= « 



プリ ンタ一 に 打ち出し ます か ？ 



N O 



中止 ： ESC 



cm， mmmssamsim 纖画 繊繊麵 



^語の 一^表 印刷の 指定 

熟諝 辞書 カ^^ ドライブ 番号 を キーボードから 入力して、 0 を 押す。 
説み の m 始位ぉ を 人力して、 を 押す D 

■ ザ 一登錄 熟語一 覽を 印刷す る ときには 「YES」、 iWl 面に 表示す ると きに は 
「N0」 に カーソル を 移動して、 0 を 押す。 
「YES」 を したら、 印刷の （読みの） 終 f 位 遛 を 入力して 0 を 押す。 

- -黧 印刷が 終 r したら、 何 か 適 当 なキ一 を 押して ユー ティ リ ティ メニュー に 戻 

ん 

リ^ 「けへの- お ボを終 f して ュ一 ティリ ティ メニューに^る と き は、 (_ E s c」 を 押 

す 

7 O 



ro 



熟 まきの 一 II 表ミ 

剛始位 諼 と 終 r 位置の^ みは、 全角 ひらがなで 入力して く ださい。 

「YESJ と 「NOJ は、 0 EI[EZ^E] で カーソル を 移動して 選択し ます。 
印刷 を途屮 で 中止す る と きに は， IESCI を 押して < ださい。 



：画 面 



ラ ン 

S ^ァ 

r -ァ ©? 一 



+〜+ 



一 i 



つ ， 酵 き-., - * な， と-,, * 

]^ ： W ゆ I* や や. る- *-っ 

み^ ： ュ ひ- ^かべ 力 ，つ-？ しわ べん - り ゆ 

一一^ ^io にば ■ う ゆかこ ■ ゆ -ぶ も？ つと ねたま じ 

t ちぬ ふん * ゆい 5% , じんん. & よよ 一 rvJiliM 

i いおが きお^^^^^^ n^^^g 



③ © ⑤ ⑥⑦ 



7 F A 瞻ほ 



ff 



J 旦 



短文 ウィンドウ 

④ ^^された き 文 カオ 短文 ウイ ン ドウに 表示され て 終了す る。 

# オーロラ ェ一ス で^ 銶 できる お (文の 畏 さは、 標準の 編集 画面のお よそ 3 行、 全 
化 120 文卞 までです。 登録 数 は 最大 40 個です。 

國 短文の 呼び出 し 

1 f - 9 I (辞書） — 厂2) 短文 呼 出」 

ぜ録 された 义を編 11^ も fii の カーソル 位置に ^入し ます。 

[操作 手順] . 

a; fe c を^ 入す る 位^へ カーソル を 移動す る。 

② dzu (辞せ) を 押して、 プルダウン メニュ 一を 開く。 

© f 乂 fc^ 示 カーソル を 「2> 短文 呼 出」 に^いて 0 を 押す と、 短文 ウイ ン ドウが 
9i れ る 。 

④ [3 田で 禅 人す る 短 文に; 乂 ji^ カー ソ ル を 移動 し て 0 を 押す と 、 編 雄画 面の 力 
一 ソ ル仪ぉ に桁定 さ れた 文が^ 人され る。 



短文の 登録 
(辞 



f * 9 



) — 「 5 ) 短文 登録」 

^の 挟^ 状 や 招待状、 * 務文丧 など、 ごく 一部 を 除けば ほとんど お】 じ 内容の 屯 
ゃ义, リ がかな りあります。 文 萆が& く、 しかも ほとんど そのまま 流 W できる ときに 
は、 文^の かたちで 保存し、 修まして 別 文 害と して 保存し 直せば いいので すが、 ご 
く fel い 常用 句 や 定型 句なら、 短文 登録して 麵 ほうが 簡単に 呼び出せて 便利です。 



[操作 手順] 

q mk したい お 义 を I s h I f t i +R/nn で 範岡 指定 す る 。 

を く。 



② f • 9 



を 押して 



フル ダウ ン メニュ 



t Rte 表示 カーソル を rr>) 短文 登録」 において、 0 を 押す。 




國 短文の 削除 

I f ' 9 I (辞 害） — 「7) 短文 削除」 

短文 登録が 制限 数に 逮 したと き は、 それ以上の 登錄は 不可能になります。 必要に 
) おじて、 すでに «錄 されて いるお;: 文の一 部 を 削除して から、 短文 登録し ます。 

[操作 手順] 



® I f - 9 1 m^) を 押 して、 プルダウン メニュ 一を m く 。 

② 反お お^ カーソル を 「7) おん 义 除」 に iS いて 0 を 押す と、 钲 文 ウィンドウが 

現ズ丄 る。 

③ 削除したい 义に反 fe^i ボカ ーゾル を^いて 0 を 押す と、 確認 を 求める メッセ 
—ジが 表示され る。 

(3) 「YJ を 押す と、 t ほおされ たおえ 文カ哨 リ盼 される 



外字の 登録 • 修正 • 削除 



ff ■ 9 I (辞書） — 「4) 外字 登録」 

JIS^ 1、 第 2 水準に 岔 まれない 漢字 や 特殊な 記号な ど を、 点 （ドッ ト） の 集ま りで 
作成し、 それぞれに JIS コ一 ドを害 I リ） 当てて 管理し ます。 




外字 選 ^ウィンドウ 

③ カーソル を や: いている 外卞^ ひに 移^して 0 を 押す と、 外字 作成 ウィンドウが 
^れ る。 



[操作 手順] 

Q I f - 9 I (Sfflf) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

® k おぶ ホ カーソル を 「4) 外' MB お に 押して 0 を 押す と 

ゥが 開かれる。 



、 外字 選択 ウイ ン ド 




目錄の ^ 
#S ^の w 

23' の 一 





力一 ソルで mt リターンで 遏 択 

1 2 3 4 5 8? S 9 fl B C D E 
ID 咖卜 





o 



7 



4 5 uy^ 

8 6 



PS 



扛 
払 



藝 外字の 作成が 終了したら、 0 を 押す。 



外字 作成 ウィンドウ 



外字 作成 ウイ ン ドウで は、 外字の 作成 を 容易に する ための 機能が、 キーに 割リ当 
て られ ています。 それぞれの 機能と キ一 の 耀纖は 次の 通り です。 



SPACE 



曰 曰 [D © 



HOME _C L R I …-' 



SHI FT + HOME C し R 



TAB 



GR A P |+[S/[I] 



G R P H]+B/E 



カーソル 位置の 点 （ドット） を 塗りつ 

ぶす/^ りつ ふ: さない を 切り換える ト 

ダル スィ ツチに なって いる 
力— ゾルを 移 |ガ する 

すべての 点 （ドッ ト） を 消去す る 
すべての 点 （ドット） を 反転す る 
16 進に よる JIS コードで 漢字 を 呼び出 
して、 外字 作成に 利用す る 
力一 ソ ル よ り 下側に ある 点 （ドッ ト） 
を上ド に 移 勋 する （力一 ソル 位置 を 含 
む、 上側に ある 点に は 変化 はない） 
カーソルより 右側に ある 点 （ドッ ト） 
を 左右に 移勖 する （カーソル 位置 を 含 
む、 ん: 側に ある 点に は 変化 はない） 



外字 を 修^す る ときには、 外字 登^ 機能で、 梵録 されて いる 外字 番号に カー ソ 
ルを 移動 して 0 を 押 し、 外字 作成 画面で 修正して から 再登錄 して く ださい。 

外卞を 削除す る W-ffl の 機能はありません。 修正と 同じように、 削除したい 外字 
を外卞 ひ録 機能で 呼び, 屮, し、 IHOME ClTWI です ベての 点 を 消よ して 再 登録し 

て く ださい。 

作成され た 外卞は 义リ 「フロッピ一 に ® 録 されます。 そのため、 文誉 フロッピー 
ごとに 遠う 外卞を くま銶 して 利 111 する こと もで きます。 1 枚の 文書 フロッ ピーに 登 
錄 可能な 外字の 数 は、 最大 64 個です 《 




JIS コ一 ドで直 接外卞 を 呼び出す こ ともで きます。 



US (ODE [7621] に S 2: 凾 3: 驅 4：® 5：^ 6：?? 7：# 8：(1) 9 に 



Jis コードに よる 外字の 呼び出し 
• 呼び出した 外字 を 熟語 登録 すれば、 読みで 表示で きる ようになります。 

画 外字の 複写 
ユーティリティ メニュー— 「外字 ファイルの コピー」 

外卞は 文書 ディスク ごと に 登録 • 资理 されます。 この 登録され た 外字 を 他の 文 香 

I ディスクで 流) N したり、 ファイル 破壊に ffii えて ffi を 作成す る ときには、 ュ一 ティ 
リ テ i メニューの 外 卞ファ ィル のコ ピ一 機能で 行います。 

[操作 手順] 

CD A ドライブに ュ一テ ィ リ ティ フロッ ビー を 揮 人して、 リセ マ 卜する。 
」 ② ユーティリティ メニューの 「外字 ファイルの コ ピ一」 に 力一 ソル を 移 if 力して、 

^ I 0 を 押す。 



登録され た 外字 は 24X24 ドッ 卜で 構成され ています が、 画面 上で は 16X16 ドッ 
卜で 表示され ます。 印刷 時には 24 ドッ トで 印字され ます。 

外字 を 編集 函 面に 呼び出して、 読み を 付けて 熟語 登錄 すれば、 通常の かな 漢字 
変換と 同じよう に 表示で き ます。 

フ才一 マ'/ ト された ばかりの 文 tf ディ スクに は、 外字 はまった く 登録され てい 
ません カ气 システムが 起動す ると それ を 確認し、 あらかじめ システム フ D ツビ 一 
： こ^ 録 さ れて t 、 る 外卞が 自 動的に 文人' デ イス クに 複写 されます。 
外';^ f' お はフロ ッ ピー |«1 で 複； できます が、 複写 先の 文書で 外字が 使 ffl されて 
いると、 表ポ がくい 違う おそれが あります。 迮 意して ください。 

オーロラ エース は 起動す ると きに、 文 ^ディ スクに 登録され ている 外字 を メモ 
リ —上に ロー ド します。 オーロラ エース を 便 川 屮に义 ^ディ スクを 入れ替え ると 

きに は、 必ず 起動 画面の | f • s | mm の 「2) 文 リ} フロッピ一 交換」 を 実行し 

て く ださい。 



I 外字の 呼び出し 

(辞； 



f • 9 



) — 「1 ) 外字 呼 出」 

登録した 外字 を 編ま I ぼ I 面に 呼び出します。 呼び出される 位置 は 
位鼸醒 り ます。 



力 一ブルが ある 



[操作 手順] 

外字 を 呼び出す 位 m に カーソル を 移 勦す ％ 
i f * 9 1 (mm を 押して、 ブル ダウン メニュー を 開く。 

n) 外卞呼 出」 に^: ^ お 示 カー ゾル をお いて g を 押す と、 外'?: 選択 ウィンド 
ゥが 開かれる。 

呼び出す 外字 に 力一 ソル を 移^ し て、 g を柙 す。 



①②③ ④ 



® メッセージに^い、 複写 元と ぎ-先の ドライブ *v (標 m では， a ドライブ か 

ら B ドライブへ） を桁定 したら、 0 を 押す。 

曰 曰で ド ラ ィ ブ llil の 移^、 [U 囚 で ドライ ブ 番号が 変更 される。 

® 指定 ドライブに、 そ れぞれ 7 口 ツビ一 ディスク を Mr 人 し て 0 を 神す と 、 複写が 
開始され る。 

© 【'/ が 終 r すると、 ュ一 ティリ ティ メ 二 ユーに w る。 

© 続けて 外字 ファイル を コピ一 する ときには、 ② から ® を 繰り返す。 

他の 機能 を むする ときには、 A ドライブに もういち どュ一 ティ リ ティ フロッ 
ピ一 を 神 入して から、 メニュー を選扳 する。 

外字 ファイル を コピーす ると、 複写 光の 文書 ディ スクに 登録され ていた 外卞は 
^ く な U ま す 
—部の 外字 だけ をコ ビ一 する こと はでき ません。 

文, 坪の コピー 機能で も、 外字 ファイル （GAIJLDAT) を コピーで きます。 
フロッ ピ一 ディ スクの 神 入 を 忘れたり して、 エラ一 メ ッセ一 ジが 表示され たら、 
桁^ ド ラ ィ ブに フ 口 y ピー を揷入 し て 、 C 1 か 0 を柙 してく ださい。 



©以 降で コピ一 の实行 を屮 止す る 方法はありません。 もういち ど A ドライブに 
-テ i リ ティ フロッ ピ 一を 神 入して、 リセット してく ださい。 



國 辞書の 遇 避 • 復旧 
ユーティリティ メニュ 「辞書の 退避 • 復旧」 

ワープロ は、 使い込む ほどに ユーザーに 馴染んで きます。 辞書の 内容 構成 も、 そ 
の 入 独特の ものに 変わります。 とはいっても、 他の 人に とって は、 使いに くいもの 
かもしません。 そこで、 辞 W だけ を システムと は 別に 管现 して、 必^に じて コピ 

一して 使う よ う に すれば、 よ リ 多くの 入が n 分 だけの オーロラ エースで あるかの よ 
う に 使いこなせる ようにな リ ます。 

また、 を膨 びして おけば、 ファイル 破壊 対策に もなります。 ォ一 口 ラエ一 ス 
でい う ところの 辞辔の 退 避と 復旧と は、 

辞書の 退避 > 辞ド? の 複^ 

> 贿 7 ァ ィルが 破壊され たと きに、 f 備の辞 遊 ファ ィルを シス 
テムに ぎリ: する。 あるいは、 ユーザ一 に応じて 辞書 ファイル を 使 
い 分ける という こ とに ほかな リ ません。 



辞 害の 復旧 



[操作 手順] 

(D A ドライブに ュ一 ティリ ティ フロッピー を M 入して、 リセット する。 

® ユーティリティ メニュ 一の 「辞お の 退避， 復は I」 に カーソル を 移動して 0 を 押 

す ヒ、 feil 元と お 送 先の ドラ ィ ブを 指定す る阖 面に 変わる。 
© キーボードから 転送 X と 送 先の ドライブ^ v を 人力し、 さらに 「全 辞」; : 」 を 

送す る 力、、 「ユーザ一 辞 や : のみ」 を 転送す るか を 曰で 逸釈 する。 
® jmil が 終 j' したら、 送 元と 送 先の ドライブに それぞれ フロッピ一 ディスク 

を 神人す る。 
© 「^行」 に 力一 ゾルを 移動して、 0 を 押す。 



辞 害の 退避 ， 復旧 画面 

途中で 屮 ll- する と きに は、 I E SC1 を 押してく ださい。 ユー ティ り ティ メニュー 
に/バリます。 

送^と！^ i 先の ドライブ 桁定に は、 パスお によって サブ ディ レク トリ を 指ポ 
する こと もで きます。 送 先に サブ ディレクトリ を 指定す る ときには、 あら かじ 
め ディレクトリ （ダル一 プ） を 作成して おいてく ださい。 
「^辞 #」 を桁定 しても、 外卞 ファイルの 送 は 行われません。 
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マルチ ファイル • マルチ ウィンドウ 機能 



不一 口 ラ エース は、 iii 大 16fW の ウィンドウ を 開 き、 それぞれの ウィンドウに 別々 
の 文^ を 表示で きる マルチ ファイル • マル チウ ィ ン ドウ 機能 を 備えて います。 

これらの ウィン ドウ は、 タイル 状に 圃面を 分割す る タイ リンダ' ウイ ン ドウで は 
なく、 オーバ一 ラップ させながら 自由 に 拡大 ♦ 縮小 • 移動させる こと がで きます。 
カット &ぺ— スト 機能 を 使い、 複数の 文書 間で データ を やり取りしたり、 一方の 文 

普 を 確認しながら、 別の 文番を 作成す るな ど、 さまざまな 応用が 可能になります。 
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マルチ ファイル ' マルチ ウィンドウ 

[操作 手順] 

dza (ウィンドウ） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

反転 表示 カーソル を 「4) ウィンドウ 再 設定」 に^いて、 0 を 押す。 
アクティブ ウィンドウ （カーソルが ある、 編集 可能な 文誊 画面） に、 M き 計と 逆 



f * 2 



カード 



篚星 CO 民 やさ 学 
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ウィンドウの 設定 • 再 設定 
(ウィンドウ） ― 



+ 「4 ) ウィン ドウ 再 設定」 

オーロラ ヱ— ス では、 ^初に 文嘗を 呼び出した とき は、 自動的に 文書 圃面 いっぱ 

い を 使って^ 小丄 ます。 この 画面 いっぱいに 広げられた 表示 枠が、 1 つ 目の ウィン 
ドウに ほかな リ ません。 

いったん nf び 出して しまったら、 この ウィンドウ （表示 枠） の 大きさ を 変更で き 
ます。 それ を 行う のカ气 「ウィンドウ | ゆ 設定 J です。 

K 初に 呼び出した 文書 を 開いた まま、 絞け て 16 個まで 文誉を 呼び出せます。 この 
際、 2 つ |j の 文ば!: から は、 ウィンドウの 大きさ （表示 枠） を 指定して から、 文書 を 
ぶお くします。 

^た、 ウィン ドウ 機能 は オーバ— ラッ ピン ダが 可能で、 16 個の ゥ イン ドウ、 ある 
いは 文ぷ を^せ に^ね {V わせて^ ポ する こと もで きます。 もちろん、 あとから ウイ ン 
ドウの 大きさ を 変史 し て 、 開かれて い る 文書 を一 部分ず つ 表示す る こと もで きます。 
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①②③ 




國 り に 回 fef る 、 点線に よ る 表示 枠が 現れる ^ 

© 臼 巴 [B [B を 押す と、 表示 枠の 左上 角が 移動す る。 

適 I な と こ ろ ま で 移動 し て 0 を柙す と、 ウィンドウ の 左上が 固定 さ れ る 。 
® 曰 曰 [Uffl を 神す と、 表示 枠の 右下 角が 移動す る。 

；ま^ なと ころまで 移！^ して 0 を 押す と、 ウィンドウ のん-下が ['''1 定 されて、 文書 

の^^ りくが 行われる。 



■ ウィン ドウの もっと も 小さい サイ ズは、 4 行 x^ffi 2 文卞 が表ポ できる エリア 

です。 

き いったん、 ウィンドウ 再 設定 機能が 実行され てし まう と、 途中で 中止す る こと 

はでき ません。 適 まな 位^に ウィンドウ を 設定した 後、 もういち ど ウィンドウ ほ 

说定 機能 を % 行 し て 、 位置 を 補正 してく ださい。 
き & ヒ を 固定した 後で も、 右下が 画定され てい なれば、 SPACE を 押して 左上 を 再 

指定で き ます。 

秦 同じ 文 普 を 同時に 闘いて、 両方と も 編集す るの は、 避けて ください。 内容が く 
い 違って しまい、 思わぬ 結果 を 招きます。 

同じ 内^の 文裤を ウイ ン ドウ ヒで 展開したい ときには、 いったん 別纖 として 
保^して から 行う ように すれば 間違いが あり ません。 

画 ウィンドウの 切り換え 
| f « 2 1 (ウィンドウ） — 「 3 ) ウィンド ゥ切換 J 

マルチ ファイル • マルチ ウイ ン ドウ 機能 を 実現して いると はいえ、 開かれて いる 
文^ を冋 時に 編集で きる わけで はあり ません。 アクティブ ウィン ドウと 呼ばれる、 
I 确 面の いちばん 上に 表示され、 力一 ソルが 位置して いる ウイ ン ドウの 内容 だけが 編 
おです。 ある ウィンドウ 内の 文^の— 部 を、 別の ウィンドウ 内の 文お に 貼り 込 
んだ りする に は、 ウィンドウ を 切り換える 作業が 必^になります。 * 



編! する にしろ、 単に 確認す る だけにし ろ、 f"I か を 行う に は、 ある ウィンドウ を 
衍 小して やらなければ なリ ません。 それ を 行う のが 「ウイ ン ドウ 切換」 機能です。 




現在 開かれて いる 文書 名の 一覧 




[操作 手順] 

I ① 「f - 2 | (ウィン ドウ) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

② 』 乂 fc^ ポ カーソル を 「3) ウィンドウ 切換」 に K いて、 0 を柙 す。 

③ 國面 左上に、 現在 開かれて いる 文窨 名が 表示され るので、 ウィンドウ を 切り 換 
えたい 义 書名に 移動して、 0 を 押す。 

④ 指定され た义, … が、 設^され ている ウィンドウの 大きさの 画面で、 前面に お 小 

1 さ ft る。 



画 ウィンドウ を 閉じる 
I f * 5 I (編集） — 「3) 登録 （終了）」 

ある ウィン ドウ だけ を 一時的に 非 表ポ にしたり、 特定の 命令で 简 単に 閉じる こと 
はでき ません。 編 US 作^ を終丫 するとき と |v【j じょうに、 登録 （終了） ウィンドウ を 
通過す る 作業が 必要です。 

P いている 文 t 力 f 編集が 行わ れ た も の だつ た ら 「文書: を g 新す る」 そのまま 肺 
せずに W じる のなら 「3 ) 編お した 文 # を 破棄す る」、 新しい 文書 名 をつ けて 登録し 
てお きたい ときには 「2) 別の 文書と して 登録す る」 を 選びます。 

呼び出され ている X 害が 1 つし かない ときには、 起動 画面に 裏り ますが、 複数の 
义 i 1 !' ウィンドウが 設定され ている ときには、 登録 (終了) 処理が 行われた 文書 ウイ 
ン ドウ だけが 閉 じられ て、 編 Jfe 画面に とどま り ます。 




ロック 機能 



ロック 機能と は、 ある 特定の 領域 を 指定して、 その 領城 にし か 入力が できな 
いように M 定 してし まう ことです。 

この 機能 を 利用す ると、 編集 画面 を 1 枚の カードに 見立てて、 項目 問し か 力一 ソ 
ルが移 励で きないよ うにす る こと もで きます。 

もちろん、 定型 文 翁 や 請求^、 见 ^^な ど を オーロラ ェ一ス で 作成す ると きに も、 

活用で きる 機能です。 



ロック 領域の 設定 
(拡張） 



f • 6 



4 「5) ロック」 

特定の 領域 だけにお 入で きる ようにす るに は、 記入 欄の 設定と ロッ クの^ 行 を 行 
わなければ なりません。 つまり、 ロック 領域 を 設けても、 ロック 機能 を 実行す る ま 
では、 通常の 入力が 可能と いう わけです fl 



[操作 手順] 

o ッ ク 領域 を 設定したい 位 [S: に 力一 ソル を 移動す る。 
f • 6 I (拡張） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

力一 ソル を 「5) ロック」 にきいて に を 押す と、 さらに サブメニュー 
の ゥ ィ ン ド ゥ がぶ ポ さ れ る 。 




④ 反 ポカ一 ソル を 「1) お 入 欄, ぉ定 J において E 

7] < さ れ る 。 



ロック 機能の 設定 ウィンドウ 
, メ ッ セージが 表 



ロック： 記入 欄の 文字 数 （12 & まで ）= 

© 文'^ r (半角) を 入力して a を 押す と、 編 jfc 闹而の カーソル 位置に、 ^定 され 
た义卞 数 分の ロマ ク颃 域が、 め 後 を國と H という 記号で 挾まれて 設定され る。 

必要な ロック 領域 を、 CD 〜⑤ を緣リ 返して 設宛 する。 
ロック 領城 をす ベて 設定したら、 ④で 「2) ロックす る」 を 選択して 0 を 押す。 
設定お が 口 つ ク されて、 設定 頟域 以外に は 力一 ソルが 移^で きな く なる。 
曰 曰 [I] C] でロッ ク された 記入 欄 を移釗 して、 文字 を 入力す る。 



①②③ 



■ *Li 一 



ん 




h 



一 j 



in 



卜 



⑥⑦⑧ 



to 



藏靈 カード を 口 ッ ク 機能 を 利用 し て 作成す る 

記入 攔の 文字 数 を 変更 するとき に ill 領域の, にり を 削除して から、 もういち ど 
口 ッ ク 機能 を 実行して く ださい。 

設定され た 文字 数 を 超えて 入力しても、 自勋 的に, 记人攔 が 挺 張され て、 文字が 

忡 入され ます。 また、 I 入され た 文字 をす ベて 削除しても、 設定され た 文字 数 分 

の ti 城 だけ は 確保 され ま す。 
口 ッ ク Pfi 域 に カット あるいは コピーで、 移動 や 複写が でき ま 十 



ロック 解除 

(拡張) 



f * 6 



+ 「5) ロック」 

ロック を 実行す ると、 力一 ソル は 設定され た 記 人領城 以外に は 移^で きな く な り 
ます。 入力 巾 はいいので すが、 終 f した にもかかわらず、 そのまま では 困ります。 
そこで、 ロック 領 城への 人力が 終了したら、 もういち ど ロック 機能 を 実行し ます. 

[操作 手順] 

® Pf *~Bl (拡張) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

② U ま i 表示 カーソル を 「5) ロック」 に it いて 0 を柙 すと、 さらに サブメニュー 
の ウィン ドウが 表ボ される。 

③ メニュー は 「i> ロプク 解除」 しかない ので、 0 を 押す。 

④ 口 ック頜 域が 解除され て、 通常の カー ゾル 移動、 入力が できるようになる 



° ッ ク領域 をポす 記号 は、 行 削除 機能で は 削除で き ません 
カツ ト機 能な ど を 使 ffi してく ださい。 



B S I や 「D E L 



ね 



5,3 

シー卜 領域の 設定 …… 1 文書 内での 複数の ブロック 領域 



オーロラ エースに は、 通^の 文^ 作成 領域と は 別の、 矩形 枠の 領域 を 確保し、 そ 
の 部分 を 独立して 管理で きる シート 機能と 呼ばれる ものが あります。 つまり、 文嘗 
領城 のなかに、 さ ら にもう ひとつの 文リ; : 領域 を 設定す る わけです。 

战 本 的に は、 マルチ ファイル * マルチ ウイ ン ドウ 機能の 一 極と 考えられ ますが、 
重ね合わせが できない、 原則的に シ一ト 領域の 右側に は 文字の 入力が できない、 と 
いった 制約が あり ます。 

シートに は、 ブロック シート (文, お ii 城）、 力 ルクシー 卜 (表 計算 領域）、 グラフ 
ィ ッ クシ一 ト （描 I 叫お i 域） の 3 钝類が あ リ ます 力た 基本的な シー ト領 域の^ 定、 変 
更、 削除 方法な ど は、 ほぼ 同じ 操作で 行われます。 

讕シー 卜 領域の 設定 

「 1 ) ブロック シ 

f , 101 (応用) — 「2) 力 ルクシー 

「 3 ) グラフ イツ クシ 

[操作 手順] 

Q I f ， 101 (応用) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

② 反転 表示 力一 ソル を 「1) ブロック シート」、 「2) 力 ルクシー ト」、 「3) ダラ 
フィ /クシ一 卜」 のい ずれ かに 匿いて 0 を 押す と、 力一 ソルの 形状が 変わる。 

③ シ一 ト弒 域の 始点に カーソル を移勖 して、 0 を 押す。 

® 終点に 力 一ソル を 移 Ji 力して 0 を柙 すと、 シート 領域の 鮮線種 を 指定す る ウィン 

ドウが^ れる。 

cd m Hi で シート 領域の^ 線 種 を、 曰 ti で 鉢 線 枠の 表 ポ色を 指定す る。 

© シート 領域が 設定され て、 入力 待ちになる。 

同 B きに、 ファンクションキーの 表示 も 変わる。 

(2) シート 龆 お 域から 拔 ける ときには、 I f • ioi (終 r) を 押す。 



ブロック シート、 カル クシ一 ト、 ダラ フィック シート は、 領域の一 部 を 重ね 合 
わせて 設定す る こと もで きます。 

ただし、 領 城が ぴ つた リ 重な リ^う とき は、 お 後に 設定され た シート だけが 有 
効です (^際に は、 はじめに 設定され た シート 領域 も 有効な のです が、 全体 を 他 
のシー 卜で 覆われて いるた め、 入力が 不可能に な り ます)。 

シ一 ト頟 域の 一部が 蓝なリ 仕って いる とき は、 釙 線の 一部が 表示され ません。 

^定 "Hi ほな シ一 ト数 は、 1 文書 当た リ 最大 8 シートです。 
シ一 ト 領域 は、 ページに またがって 設定す る こ と はでき ません。 
ただし、 設定 後に、 シートの 領域 外で 強制 改行 や 行 揷入を 実行したり、 
G APHl+m で、 シ一 ト枠を ページ 間に またがらせる こと は 可能です。 



； 際に^ 定 された シ一 ト^ 域の 大き さと、 シー ト内 での 入力 時の 倾域の 大き さ 
と は逮 います。 

^線 枠 を去ポ したくな いとき は、 ^線嵇 を 「なし」 に 設定して く 



ン ― 
ださい 



o 



シード 領域への 移動 

「 1 ) ブロック シー 



f • 101 (応用） 《M 2 ) カル クシ一 

「3 ) グラフ ィ ッ クシ 一 卜 

文 ^編集 闽而か ら 、 設定 されて いる シート 領域 に カーソル を 移^ します 

[操作 手順] 

® シー 卜 領域に カーソル を 移^す る。 

② if to (応用) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 



③ 反 fed 1 む j; 力一 ソル を 「1) ブロック シ— ト」、 「2) カル クシ— ト」， 「3〉 ダラ 

フィ ック シート」 のい ずれ かに^いて 0 を 押す。 
© シー ト 内での 入力 侍ち になる。 

• 3 極 類の シートの どれ を桁定 しても、 ^宛され ている シートに f あじて、 シ―ト 
領域 は 変化し ます。 

鷗 シード 領域の 変更 



f • 101 (応用） — 「4) 領域 変更」 



いったん 設 足した シ一 ト颌 域の 位; おや 大きさ を 変 史 します。 
[操作 手順] 

CD ^域 を 変お する シ一 卜に カーソル を 移動す る。 

© f ♦ 10 (f'sm) を 押 して、 プルダウン メニュー を 開く。 

③ 反 表^ カーソル を 「4) ^域 变史」 において 0 を 押す と、 シートの 枠が 

する 点線に 変わる。 
® g El [II CD で 鄞線枠 を移觔 して、 始点を 設定す る 位置!? 0 を 押す。 

® 曰 曰 ffl m を 押す と 、 点線に よ る ^線 枠が 上下 • 左右に 伸縮す る 。 
終点 を^ 定 する 位遄 まで カーソル を 移動して" を 押す と、 シ— ト領 城の^ 線 ^ 
を 指定す る ウイ ン ドウが 現れる。 

⑥ mm で シート^ 域の 鄉線秭 を、 曰 曰で^ 線 枠の 表 ポ色を 指定す る。 
® シート 領域が 新たに 設定され る。 

いったん 設定した シー ト倾 域の 鮮線枠 を:^ 示した く ない と き は、 ⑥の 時点で s ド 
線 種 を 「なし」 に 再 設定して ください。 

厂 G R ^tti+b/ 曰 zm/op で、 シー ト領域 の 枠 を 上下 せお に 仲 縮す る こ と も 



できます。 ただし、 この^合に は、 ん ： トの 始点は | も 1 定 されて 変更で きません 
また、 m 域外で t^OT 十 a/B を 押す と、 シート 領城が 左右に 移動し ます。 



シー卜 領域の 削除 



f * mi (応用） ― 「 5 ) 領域 削除」 

"お した シー ト頟域 を 削除し ます。 領域 内に 入力され ていた デ一タ は すべてれ' i 
& されます。 



(J) 



園 グラフ イツ クシ一 卜 表示の ON/OFF 

1 f • 10| (応用） 峙 「6 ) グラフ ィ ック 表示」 

文 お 阿 ifif に グラフィック シートが あると、 スクロールの 速^が M くな リ、 文;? ： : 作 
成お よ び 編 巣の 時! に iCP 章が 出 る こと が あ リ ま す。 

そこで、 特に 必要がなければ、 文； げ 編集 中 は グラフィック シート 内の 図形 を 表示 
しないよ う にします。 

[操作 手順] 

® I f • mi (sm) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

@ 反 栝 表示 カーソル を 「6) グラフィック 表示」 に 茜いて、 0 を 押す。 



グラフ イツ クシ 一 卜 を 表示す る/表示し ない を 指定 

® ウィンドウ が^れる ので、 反転 表示 カーソル を 「2> 表示し ない」 に 匿いて、 
0 を 押す。 

非 表示に した グラフ ィ ッ クシ一 トを また^^す る ときには、 CD 〜③を 繰り^して、 
ウィンドウで 「1) 表示す る」 を； I 択 してく ださい。 

暴 グラフィック シート を 非 表示に しても、 シートの^ 線 枠 は 表示され ます。 



[操作 手順] 



シ一 卜 領域に 力 
(応用) 



f 



一 ソル を 移^す る。 

を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



f 乂転^ 小 力一 ソル を 「「>) ^城 削除」 に 移動して、 0 を 押す。 t 
「削除し ます （Y/N)J という メッセージが 表示され るので、 よかったら 「Y」 

を 入力す る。 中止す る と きに は 「N」 (「YJ U 外の 文字 キーなら 何でもよ い） を 入 

力す る。 




リ 



门 二て〜 ~7 /n-4- ^ i> 

LJ' ノ丄 ノ' 1 -- --、 e ヌ. ふ 

%Kr ； る の 力、 
f この グラフ- ゲ V クシ 一 卜 



f —r- ― 



if 二 \ s 1 «m 



■■■■ !! 1^^^ 




, ，"ノリ 丄リ, j^AjCOf 
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①ほ ③④ 




- i 浸き ^ ま 




5.4 

ブロック シー卜 機能 文書 領域 

ブロック シート 機能と は、 j まお の 文， 編集 領域の 中に、 別の 文誉 領域 を 設定す る 
ことです。 一^の 萜 M にかぎ つて、 1 行 の 文字 数 を 変 IE し た ブ ロック を 設定したい、 
あるいは、 ぉ灾领 城 を 確保して おきたい といった ときに、 たいへん 役に立ちます 

通常の 文嘗 領域と はまった く 別 扱いされ るた め、 文字の 湿 入 を 防げる、 擬似 的な 
段 組 設定 もで きるな ど、 さま ざまな 応 ffl の 道が 開け ま す。 

■ ファンクション メニュー 構成と 機能 



ブロ ッ ク シー卜 ウイ ン ドウ 




文 編集 画面での ブロック シ一 卜 



^.lo^HI^QS^i 158 



ブロ ッ クシ一 ト糨能 I ゆの ファンク シ ョ ンメ ニュ一 の 表示 内容 は、 I f ' B 



が^^されな いこ と を 除けば、 通常の 編 JliL^l 面での ファ ン クシ ヨン メニュ 

ると ころ はあり ません。 
ただし、 一部の 機能で 動作し なかったり、 表示がない もの もあります。 



(拡張) 

と 変わ 



f • 2 



f • 3 I 



f * 4 



f • 5 



(入力） …… 
(ゥ ィ ン ドウ） 
(文字） …… 
(装飾） …'， ' 



f • 6 



f • 7 



f * 8 



f • 9 



f 



(聽 

am) 



(拡張) 
mm 
(終了) 



"通常の 文 誓 編集 時と まったく 同 じです。 
"表示され ている だけで、 実際に は 機能し ません。 
，通^の 文書 編集 時と まったく^ じです。 
，，「改行 幅」 機能が あり ません。 
' '「改 頁」 「印刷 *嘗 式」 「追加 呼 出」 「登録 (終了）」 の 各 機 
能が あ り ません。 

…「お マージン」 「右 マ一 ジン」 機能が ありません。 

…「前 頁」 『次 頁」 「文 ま」 「文末」 「頁 措定」 「タブ 位置 変更」 

の 谷 機能が あり ません。 
…メニュー そのものが 表示され ません。 

…通常の 文書 編集 時と まったく 同 じです。 

…ブロック シ一 ト 機能 を 終了して、 通常の 文書 編集 凼 面に 

戻ります。 



やに は、 嚴 低で も 縦 2 行、 横 全角 2 文字 分が 自動 



ブロック シート 

fl'J に 確保 されます。 ^^^^ 

ブロツ クシ 一 卜 領域の^ 定を屮 止す る ときには、 I STOP ， を 押してく ださい。 
ブロック シ一 卜 領域で 作成され た 文 害が すべて 編集 画面に 表示され ない と き 

は、 m^vi. あるい は l^e_&mj+ 曰/曰/ [！！/囚 で 領域の 人 きさ を 変^して く 
ださい。 







せめ 

一 M^mmm^ 

^に、 mo-^m 

^ る" し 
—ポの 恥 画 



麵ファ ン クシ ョ ン メニュー 構成と 離 

f y a v ク シ 一 卜 ネ戲ぉ 寺の ファンクション メニュ 一 

| め表东 内容 は、 ^ tm) が 表示 きれない こと 
I を^けば、 a 常の; s 藥 画 面で め ファ ン クショ ンメニ 

ュ 一 > チゎ ，ると z % M あ り ません。 

| ただし、 一部の 機能で ft ^しな^ったり、 表^^ 
%ぃ も〉 の も > あり 



j T ァ.， ,.- —v— w^^ m 



通 « 



1 行の 文字 数 を 変更し. た フロッ クを したい、. あるいは、 
たいとい つたと きに、 たいへん きに 立ちます。 丄 ^ _ e 

領域と はまった く 別 扱いされ るた め、 文字の 浪入を 防げる、 擬似 的な^ fi: 



^^など もで き るな ど、 さ ま ざまな 応用の みちが 13 げ ます。 




i Z ロック ン 一 

また、 すでに 

f ケ おかられ ffl! に 
流 さ れ ま^。 



ブロック シー 卜の 領域 変更 

ト 颌城の 右側 に は、 え';' : を 人力す る こ と は できません e 

义'？ ： が 入力され ている 領域に ブロ ッ クシ一 ト を 設定す る と、 その 

あった 文字 は、 シート を 避けて、 シート のん 側、 あるいは 下側に 
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ただし、 さらに ブロック シ一 ト颌域 を設 i して、 ^線 枠 を 非 表示に してし まえば、 

あ たか も jlfl 常 ど お リ に 入力 さ れて いるよう に 兄せ る こと がで きます。 こ の 機 fig を応 
用 し て 、 多 段 組の 設定 を 行う こと も 可能に なります。 



5.5 

力 ルクシー 卜 機能 •••••• 表 計算 領域 

事務的な 報告 誉ゃ 決算 番, 請求 嘗 などの ように、 表 を 織り込んだ 文書が 少なく あ 
りません。 ごく 簡単な ものなら、 ^線で ま を 作成し、 計算 そのもの は 電卓で 行った 
ヒで 合計 値な ど を 記入し まえば、 それな リ に 見栄えの する 文齊も 作成で き ます。 

しかし、 データの 数が 多かったり、 桁 揃え や 3 桁 ごとの カンマ を 挿 人し なければ 
ならない となると、 や は リヮ一 プロで はや や 荷が 重くな ります。 電卓 計算で は、 計 
算 結果に 間逮 いがない と は 言い切れません。 まして、 再計萄 'が 必要に なったら、 I 
う めん ど う こ の 上 あ リ ません。 



文 W お^ 两 面での カル クシ一 卜 巧 




ぶ 



カル クシ一 卜^ e ' …'- minm^u m. 

な！^ 書 や 決算 書、 



二 



^で 表 



又 4 か 少な く : 、 ^ 



cm 



^ません <5 し く. 単^も のな ゥ 

mM, し . tiM そ の も の i i 霄卓 で ミラな +: ' 
； てき'^^ など を 記入し まえば、 それな り 
，^えめす る 文書 も]' 乍 成で きます。 %, 

え や 3 桁^ との カンマ を 禅 入 レ なげ 3ot ま 
j らな t 4 となると や は りヮ "プロで はや 

"り K j 

一 □ ラエ一 スの カバ' クシ, 卜 機能と 
： めよう な 文 誉めな かに 表 を 作成し なけ 
おならない ような ときに、 袤 計算 領域 を 

旰纖 式に i^b づも 、て Eli^iS 



'や 
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力 ルクシー 卜 ウィンドウ 



カル クシ一 卜橡能 



續 難^! 



事^的な 報 1 



<w- リノ 



t や 決萆塞 IS 求 

i り 込ん た 文 塞が少 な s あ ^ 

へ ：： ： 篛 * なめめ なら ■ ' ？- ち 
計 if そのもの は U 卓で 行な クた上 
舍 li "値な と を ^5 入 し ま ス ば 、 て れ な り に 
栄えめ する 文書 も 作成で きます。 -j 
しかし， データの 数が 多かったり、 お于揃 
く 3 桁 さとの カンマ を 挿入し なけ nt 



づ 



ふ、 - lu 

''8 % o 



ワープ 口で はや や 



• ^ 

. ' ュ-: 

サ — *v 



ク 



ま す 



O ラエ一 スの 力/ レ クシ一 卜 機能 



と 



ナ， 



'文 塞の なかに 表 を 作成 し な け t 

祭み ないよう なと きに、 表 if 算 領域 を設 
i 十錄 式に もとづいて 四 則 S 
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才一 口 ラエ ースの カル ク シ一 卜 機能と は、 このよう な 文書の 中に 表 を 作成し なけ 
れ ばなら ないような ときに、 表 計算 領域 を 設定して、 計算 式に もとづいて 叫 則 演算 
や^ 計^ を 自動的に 行える よう にす る 機能です。 

セル 数 は、 縦 40 行 x 横 16 (A〜P) 列と、 決して 大きな ものではありません が、 
文字 装飾 機能な ども 使え、 麥 通の 文書 作成に は 十分な 機能と なって います。 



矚カ ルクシー 卜 内での カーソルの 移動 方法 

オーロラ エースの カル クシ一 トは、 最大 60 行 x 16 列し かないと はいえ、 文書 中で 
麵 する 表の 大きさと して はかな り の ものに な り ま す。 

^の屮 では、 通 ；ぉ は 力一 ソル 移鈉 キー を 使 刚 して、 セル 単位で カーソル を 移き し 
ますが、 お I つて いれば 効率よ く 嵌の 屮を 移^で きる 方法が あります。 それな リに便 
利な ものです かん、 简 単に まとめて おく ことにしました。 適' 「し 利用して ください。 



HOME C LR I- 



SHIFT + HOMECIR 



ROLL DOWN 



ROLL UP 



C T R L]+ 



CTRL ト トロ 



CTR L1+F1 
CTRLJ+0 



ホーム ポジション （Al セル） に 移動 
Jii 大 セル 番地 （P4Q セル） に 移動 
1 ^面 上に 移動 
1 画面 下に 移動 
第 1 行 目 に 移動 
第 40 行 目に 移勳 
A 列に 移動 
P 列に 移動 



データ を 入力して 確^した あと 力一 ゾル 移^ キー を柙 すと、 それ 以後 は、 デ一タ 
を 入力す るた びに、 押 さ れた 方向 に カー ソ ルが 移動 し ま す。 ただ し 、 行方 向 と 列 方 
向に かぎられます。 斜めの 移動 は^ 効で はあり ません。 



ファンクション メニュー 檷成 について 

カル クシ 一 ト» さ: の ファンクション メニュー は、 fT 



1 t から I f • 4 | まで は、 おお 



むね 文字 ある レ、 は セル に 衬す る 装飾 機能で あ り 、 ほぼ 通常の 文書 編集 時め 内容 と 同 
じです が、 それらの 機能と は 別に、 表 計算 を 行うた めの 力 ルクシー ト 独自の 機能が 
加わ リ ます。 



f 



f ， ！ 



f • 2 卜 (ウィンドウ） 



f * 3 



f * 4 



f • 5 



f • 6 



f • 7 



f • 8 



f ♦ 9 



• 



通常の 义 お 編集 時 とまった く 同 じ です。 
^小され ている だけで、 爽 際に は 機能し ませ バ 



(文 ギ》 …-- 


…… 通常の 文 進 時と まったく M じです。 


(装飾） ， …- 


…… 「改行 幅」 「文字 密着」 機能が ありません。 


(編 lii) 


タイ ト ル 付け や 行 • 列の 削除 を 行います。 


(誰） …-， 


…'…カル クシ 一卜に^ 線 を^き ます。 


(,;ス） …'， 


' …… セルの^ ボ 形式 を 設定し ます。 


(モード） ■■ 


…… 入力す る データの 型式 を 設定し ます。 


mm …ハ 


…'- 叫お ト^の 方法 を 設定し ます。 


(終了） 


- "… カル クシ一 卜 モー ドを 終了し ます。 



I 力 ルクシー 卜に タイ 卜ル在 付ける 

\J * 5」 (編集） — 「 1 ) タイト 



カル クシ 一卜に は、 それ そ' れ に タイ トル を 付ける ことができます。 付けられた タ 
イト ルは、 力 ルクシー トウ イン ドウの 上部に 付けられ、 以後 は 常に 表示され るよう 
にな り ます。 



[操作 手順] 

cd i f • s I mm) を 押して、 プルダウン メニュー を關く 



0 



(D 反 表ポ 力一 ソル を 「 1 ) タイ トル」 に 匿いて 0 を柙 すと、 「タイ トル を 入力し 

てくだ さい」 という メッセージが^ ポ される。 
@ タイ トル を 入力して 0 を 押す と、 カル クシ一 ト ウイ ン ドウの 上部に タイ トルが 

お/八 さえ しる。 



力 ルクシー 卜 ウィンドウ 内の タイ 卜ル 表示 




文靈 編集 画面での タイ 卜ル 表示 



カル クシ一 ト倾 域の 大きさに よって は、 タイ トルの一 部 だけし か^ 示で きない 
二 とが あ り ます。 

タイ トル を 消去 するとき は、 0)— ②を 繰り返して、 すでに 入力され ている タイ 

ト ル を r§T] か L_DEL」t 削除 し て く ださい。 



f * 5 (編集） 



行 • 列 を 削除す る 

ノ 2) 行 削除」 

「 4 ) 列 削除 J 

ぶの 巾 の 不 要に な つ た 行 ある いは 列の セル を、 まとめて 削除し ます。 

おに 設定 きれてい る 計算 式が 参照 している セル 番地 は、 自 動 に 修正され ます 



0 




[操作 手順] 

削除す る 行、 あるいは 列に セル' カーソル を 移動す る。 

I f • s I (mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

行 を 削除す ると き は 「 2 ) 行 削除」、 列 を 削除す ると き は 「 4 ) 列 削除」 に 反 4 云 
炎 ボカ一 ソル を 置いて、 リタ一 ンを 押す。 




j ルクシ- 1 mu: -…… a もも 



^^^なおき 塞 や 決算 書、， 講求 書な 

まも 雀り； 入ん ナ" 1 义塞が 小な < 

| ん- こく^ * な ものなら、 IF 線で 表 を 
i し 、' 重 +31 そめもの は臂卓 で 行な o た 上 



画 



①②ほ 



© 「削除し ます [Y|N]J という メッセ一 ジが 表示され る。 

削除しても よかったら 「YJ、 中止す る ときには 「N」 （「Y J 以外の 文字 キーな 
ら 何でもよ い) を 押す。 



行 • 列 を 挿入す る 

. 「 3 ) 行 挿入」 



f ' 5 I (瞧） -» 

「5) 列 挿入」 

表の 中の 力一 ソルが ある セ ル 位置 に 、 行 あるいは 列 を 挿入し ます。 
まの 中に セル 番地 を 参照 している 計！ [式が 設定 されて いる ときには、 自動的に 
正されます。 

[操作 手順] 

© 行 神 入、 あるい は 列 禅 入す るセ ル位 に,: に 力一 ソル を 移動す る 。 

® rr^"5i (編集) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 



③ 订を W 入 するとき は 「3) 行 挿入」、 列 を 挿入 するとき は 「5) 列 挿入」 に 反転 
表示 カーソル を;?,: いて、 リ ターン を 押す。 

第 40 行 あるいは 第 1^ に データが 記 人され ている と、 行 • 列 挿入に よって はみ 
出す ことにな り、 結聚、 自動的に 削除され てし まいます。 挿入 を 実行す る 前に、 
よ く 確 してく ださい。 

セルの データ を 削除す る 



t * 51 (編集） — 「6) ク リア」 

誤って 人力した り 、 不要に なった データ を^^ を 指定して 纖 します。 

削^ のガ法 に は、 1 セル だけの 場^と、 ^数の セルの データ を ま とめて 削!^ する 



場合の 2 つが あ ります 



■P 



[操作 手順] 

0 る セ ル に 力 一ソル を 移! P 力す る 。 

^数の セルの データ を いちどに 削除 するとき に は、 あら かじ a6l s H I f T ]+ 

曰/ B/m/ffi で^ I 附ほ定 する 。 

© 1 f - si mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

③ 反 お/ パカ一 ソル を 「6) ク リア」 において、 0 を 押す。 
® 「削除し ます [Y|N]」 という メッセ一 ジが 表示され る。 

削除しても よいなら 「Y 丄、 中止す る ときには 「N」 (「Y」 以外の 文字 キーなら 
何でもよ い) を 入力す る。 

• 1刊 除したい セルに 力 一ソル を移勋 して 0 を 押す と、 メッセージ とともに、 セル 

内容 も 表示 さ れ、 修正 モードに 入ります。 このと き に、 [gl] か で 削除 し 
て か ら 0 を 押 して、 セル 内容 を 謹す る こと もで きます。 



2 



謂 露 線 を 引く 

「 1 ) 縦羅 作成」 

[TI 6 ： (S 線） — 「2) 横鄞 作成」 

「 3 ) 枠！: 作成」 

カル クシ一 ト は、 セル 中-位で せ现 されて います 力へ セル そのもの には^ 線 は 引か 
れ ていません e 經線 は、 必要に じて ユーザー 側で 引きます。 
詳 線の 引き 方に は、 縦 方向、 横 方向、 操め 3 種類が あります。 



[操作 手順] 

(D I f • 6 I 《醉 線) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

® 反転 表ポ 力一 ソル を 「1) 縦^ 作成」 「2) 横 If 作成」 「3) 枠^ 作成」 のい ず 
れ かに;！ いて、 0 を 押す。 

s を 指^す る ウィンドウ が^れ る 。 . 



で 赚镩、 go で 表示 色 を 選択して、 0 を 押す。 
® ^線 を 1 ji き^める 位^に 力一 ソル を 移動して、 a を 押す 
© カーソル を 移動して いく と範 [胡 が 反転 衷承 される。 

終点の 位お に 力 一ソル を 移!^ し て 0 を 押す。 



^線 を 引 く 範囲 は、 あ ら か じめ r^H I f t i +R/Azm/m で 範囲 指定 してお 
くこと もで きます。 

「縦鮮 作成」 では、 セルのお 侧に^ 線が 引かれます。 
「横鄉 作成」 では、 セルの 下側に 釙線が 引かれます。 

「枠^ 作成」 では、 tit 定 した 範岡の セルの 外側に 弊 線が ^かれます。 



^線 を 引 く のを屮 止す ると きに は、 STOP を 押して く ださ v 



翻爵 線 を 削除す る 

「 4 ) 縦 霧 削除」 
I f - 6 I (^線） 「5) 橫羅 削除」 

「6) 枠羅 削除」 

すでに 引かれた^ 線 を 削除し ます。 • 
表に 引く 群 線 は、 かならずしも セル 単位と はかぎ リ ません。 とりあえず、 いっき 
よ に 引いて しまい、 一 な; 分 を 削除して おの 体裁 を 整える、 という やり方 もあります。 
いら なくなつ たから 削除す る、 という だけでなく、 表 を 効率よ く 作成す るのに も、 
^除 は 欠かせない 機能です。 



[操作 手順] 

® 1 f ' 6 1 mm を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

(2) 反 fe^^ カーソル を 「4) 縦^ 削除」 「5) 横^ 削除」 「6) 枠^ 削除」 のい ず 
れ かに 置いて、 0 を柙 す。 

® ^線 を 削 P おする 位置に 力一 ソル を移觔 して、 0 を 押す。 
讓 力一 ソ ル を 移動して いくと 範囲 が 反 fc; 表示 される。 
終点の R; なに 力一 ソル を 移! 10i し て y を 押す。 



P 線 を 削除す る^ は、 あらかじめ HS H I FT 



+R/Fi/m/m で範 m 桁定 し 



"S 






カリ 




し 粉 点， ^萏せ 



酵國 ma 



j 



カンマ ： 1 23456 -f 123,456 



3 桁以 I ■ の 瞧 力 ^ 人 h さ れた セル の ffi を、 3 桁 ごとに 半 角 カンマ で 区切 つ て 表, 
します。 
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改 ffi のゾ に^ t〗 は 小 【，lfi に 










乂十 タリ ^ 




入力 モード— 文字列 1 



数値の 「カンマ』 「小数点 ム 文字の 「右 寄せ」 「左 Sf せ」 が投定 された 力 ルクシー 卜 



それぞれの^ 13 の 意味 濃園鼸 は、 次のと おりです 



てお く こと もで きます。 
「縱^ 削除」 では、 セ ルのも 側の 3 や 線が 削除 さ れ ま す。 
「横^ 作成」 では、 セルの 下側の^ 線が 削除され ます。 
「枠^ 作成」 では、 指定した 範關の セルの 外側の 驛 線が ill 腺され ます 
羅ド 線 削除 を 中止す る ときには、 



Q 



S TOP を 押して く だ 漏 



f * 7 (書式） 



セルの 表示 形式 を 設定す る 

「 1 ) カンマ 
4 「 2 ) 小数点」 
「3) 右 寄せ」 
「4) 左 寄せ」 

セル 内に 人力され ている 义' ？: や 賺 な どの データ を 左右 で 揃 えたり、 3 桁 ごと レ 
力 ンマを 神 入したり して、 ぉポ 形式 を 設定す る 機能の こ と を 害 式 設定と 呼びます。 



[探 作 手順] 

^式 を 設定す る セル を 曰/曰/ m/囚 で範 |ほ 指定す る 。 

I f ' 7 j (,^jX) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
反お 表示 カーソル を 「1) カンマ」 「2) 小数点」 「3) 右 寄せ」 「4) 左 寄せ」 

のい ずれ かに 蘆いて、 0 を 押す。 



①②③ 



小数点 ： 123(.456) — 123,45 

セルへの 標準の 数^ 人力で は、 表示 上で はすべ て^ 数极 いされ ます。 たとえば、 

f m 「123.436」 を 人力しても、 表ポ上 は 「123」 となる わけです。 これ は、 あくま 
で 表示， ヒ での 話しで あ 9 、 実際に は 正 しい 依が 人力 さ れて いますから、 計算 上で は 
ィ 、^介はありません。 しかし、 小数 以下の 値 も 含めて 印刷した いとき は、 これで は 
困 リ ま す。 

そこで、 こんなと きに 「小数点」 機能 を 利 すると、 小数点 以下 第 2 位まで 表示 

される よ う にな り ます。 

右 寄せ ： 誚求 W 

左 寄せ ： 請 求 害 

t 

セル 幅 は 10 桁 



通常、 文字 は 左詰め、 数値 は 右詰めで 入力され ます。 数値の 入力 形式 は 常に 左 詰 
めで、 変^ はでき ません が、 文字の 場 0 は、 右^め • 左詰めの どちらに でも 設定で 
きます。 これ を 行う の 力、 「右 寄せ」 「お寄せ」 機能です。 



いったん 設定され たお 式 を 変更 するとき は、 も う いちど 同じ こと を 実行して く 
ださい。 各 機能 は、 一極の トグルスイッチ になって ぉリ、 それぞれの 誉式 設定が 

交互に 行われ ま, 

数値 も 数字 (つまり、 文字) 扱いで 入力したら、 お寄せ' 左 寄せの 対象になり 

ます。 



I セル 幅 を 変更す る 

|_f ■ 7 I (害 式） 4 「5) セル 幅」 
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セル 幅 を 20 桁に 変更した 力 ルクシー 卜 



J M^Ji m*m 誦 ― ― ■ ■ ■ wlf-w 1- ― 

1^ _ 



？ *~ 



- "陽 



• ケ リ 





I 



セル 幅の 標準 桁 数 は、 10 桁に 設定され ています。 この セル 蜢 だと、 10 桁 以上の 数 

铖が 入お された リ、 「カンマ」 が^ 定 されたり すると、 表示が 不可能になります。 
通?; に 設定され ている セル 幅 では 表示 不可能に なると、 セルが 「*」 で 埋められ 

ます。 そこで、 こういった^ 介に は、 セル 幅 を 広げて やらなければ なりません。 そ 
れを 行う のが 「セル 幅」 機能です。 



[操作 手順] 

① セ ル幅を 広げた レ 、列 に 力一 ゾルを 移動す る。 

© I f • ？ I (霄 式) を 押して、 プルダウン メニュ 一を 開く 
③ 「^在の 幅 x x ' +新 し t 、 ： J という 表示が 出 る 。 
変更したい セル 幅の 値 を 入力 して、 0 を 押す。 



參 セル 幅 は、 最小が 半角 4 桁、 /々人が 卞 ft 3 Ot 行です。 
き 特定の セルの 幅 だけ を 変 £ する こと はでき ません。 

國 データの 入力 方法と 状態 表示 

カル クシ一 トウ イン ドウの 下部に は、 ^在の 人力 モードと、 力一 ソル 位に;: の セル 
の 状態が 常に 表示され ま fa 



M 文字列 入力 モード— 文字列 

r ― 



セル 番地 
入力 さ れ ている デー タ の 型 



t 

現在の 入力 モー ド 



セルに データ を 入力す るに は、 人力 したい セルに 力一 ソル を 移動して 押 し、 
入力す る こと をまず V(3 します。 入力され る データ は、 基本的に は、 そのと きに 設 
i されて いる モードに 依存し ます。 ただし、 すでに データが 入力され ている セルで 
リ タ一 ンを柙 した ときには、 その内' # が 入力 行に^ 示され、 修正 侍ち になります。 

入力 モー ドが 「文字」 の 場合 （セル 内容 は 空） ： 



A1 文字列 を 入力して 下さい 



入力 モードが 「文字」 の 場合 （セル 内容 は 数値） ： 



A2 数字 を 修正 I て 下さい 
[123.456 ] 



ただし、 入力に 先立って [gg I を 押す と、 セルに 人力され ている データ 



の 型に かか わ ら ず 、 SM の 入力 モードで 人力され ます 
入力 モー ドが 「数字」 の 場合 （セル 内容 は 文字列） ： 



A3 文字列 数字 を 入力して 下さい 
[ォ一 口 ラ エース "| 



秦 人力 モードが 「数字」 のとき に、 文卞列 を 人力しょう としても 受け付けられ ま 

せん。 

す でに セ ル に 数 魄が 入って いる ときには、 元の 数値が そのまま 残り ます。 

秦 入力 モードが r 义卞」 のとき に、 数 慨 を 入力しょう としても、 半角 ■ 全角に か 
かわらず、 & 詰めの 文字列と して 記入され ます。 

疆 セルに 文字 を 入力す る 

I f - a i (モー ド） — 「1 ) 文字」 

カル ク シ一 ト にデ一 タを 入力す るに は、 あらかじめ デ一タ の 型式 を 指定して から 
人力し ます。 標準 設 SH では 「义 卞」 になって いますが、 他の 型式の データ を 入力 
した あとで 文卞を 人力す る ときには、 再度 「文 卞」 を 入力す る こと を 宣言し なけ 
れ ばな リ ません。 



画 セルに 数式 を 設定す る 

rr^in (モー ド） ― 「3) 数式」 

四 則 演算 を 行う 数式 を セルに 設定し ます。 使 川す る 演算子 は 「十」 「―」 「*」「/」 

「（」 DJ の 6 個です。 数式 を 設定す ると 計算 結果 だけが 表示され ます。 
入 乃 モ一ド に 「数式」 を 指定す ると、 自動的に 半角 入力 モードになります。 
また、 敉 式に は、 セル fff 地 を 使 tti する こと もで きます。 



[操作 手順] 

I f • 8 I (モード） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
反お 表^力一 ソル を 「1> 文字」 に 還いて、 0 を 押す。 
义卞 データ を 入力す る セルに 力一 ソル を 移動して、 0 を柙 す。 
カル クシ一 トウ イン ドウのお 下行に 入力 行が 現われる ので \ 文字列 を 入力 して 
0 を 押す。 



画 セルに 数値 を 入力す る 

1 f * 8 1 (モー ド）— 「2) 数字」 

セルに 数 W を 人力す る ときには、 あらかじめ 入力 モード を 「数 卞」 にして おき ま 

す。 人力され た 値が 小数 を 含む, でも、 Si^ I： はお 数になります が、 実際に は 実 
数と して 保存され ています。 整数の 効 桁 数 は、 10 15 です。 

人力 モード を 「数字」 に 設定す ると、 入力され る 値 はま ほ 力 的に 半角の 数値と して 
ムぷ めでお 人され ます。 

[操作 手順〕 

I f - B 1 (モ一 ド） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
反 表 ボカ 一 ソル を 「2) 数字」 に 置いて、 0 を 押す。 
数 肌 デー タを 人力す る セルに カーソル を 移^ して、 0 を 押す。 
カル クシ一 トウ イン ドウのお ド 行に 入力 行が 現れる ので、 滅を 入力 して G を 押 

す。 



① ②③④ 



① ②③④ 



A1+ A2 

( A2- A1)/100 



A i と A2 に 記入き れ ている 値 を 加算す る 
A2 の 値から A1 の 値 を 引き、 結果 を 100 で 割る 




計算 元、 あるいは, の储 J こ 小数が 含まれて いると、 丸め (四捨五入) が 行 
われて^ 数^^されます。 お 際に はお 敉処现 されます が、 それ を 確認す る こと はで 
きないので、 実数 計算 を 行う ときには、 注意して ください。 

國 セルに 関数 式 を 設定す る 

I f ' B I (モー ド） ^ ^ 「 4 ) 関数」 

カル ク シート 機能に は、 ^計と 平均 を 求める 関数が あります。 数式で は、 計算 元 
の セル ^地 を 1 つ 1 つ 記入し なければ なリ ません が、 関数 を 使用す ると、 計算 元の 

開始 セル 番地と 終 I セル^ 地 を t ；ヒ 人して、 ある 範岡の 計— 算 結 果 を 求 める ことができ 
ます。 

轭[ 用 は、 行方 向、 列 方向、 行 • 列 方向の セル 番地 を 指定で きます。 
合計 関数 指定 範囲の 合計 値 を 求め る 



> 


A1 ： A10 


-. •》 た、 た- . 

) …… A1 から A10 までの 値の 合計 を 求める 


M 数 


区切 リ 




M 始 セル 番地 終了 セル 番地 


平均 関数 


指定 範囲の 平均値 を 求める 


AVE (A1 


： D10) 


'■ A〗 力 、ら し JII 力 fclttl の她め や-均 を 求める 



セル 内の 式 を 計算す る 

f • 9 | (計算） — 「 1 ス 再 51 " 算」 

「2) 計算 設定」 



■ 一, IH I J | I^Si 」 

セルに 計算 式 を E 入す ると、 自動的に 計算 結果が^ ポ されます。 また、 計 算 元の 

数価. を 変更す ると、 それ を 参照して いる, m 式 も 0 動的に 再 計 m が 行われ、 計 —難 
おの^ 小む 変お されます。 これ は、 カル クシ一 卜が 自動 再 計算に 設定され ている か 

iffl 常 はこの ほうが 便利な のです が、 シートの サイズが 大きく、 数式が 多数 設宙さ 
れ ており、 しかも 頻繁に iH'^jt の 数値が 変わる 場合 （シ ミュレ一 シ ヨンな ど）、 再 計 
算に 時間が かかる ようになります。 そんな ときには、 値が 変更され てに 指定され 
ないかぎ リ 再 計算 を 行わない ように 設^し ます。 

[操作 手順] 指定 時 再 計算の 設定 ： 

(D m~r\ Qi-m を 押して、 プルダウン メニュ —を^ 



■ 反転 表ポ 力一 ソル を 「2) 計算 設定」 に; t いて、 0 を 押す。 
③ さらに サブメニューが 表^され るので、 「指定 時 再計说 J に!^ ポカ一 ソル を 
置いて、 0 を 押す。 

以上の^ 现を 行う と、 セルの 値が 変更 されても、 計算 結 架 は 元の ままで 表示され 
響す。 

計算が 必要に なつ たら、 再 計！?: 機能 を 実行 し ま す。 



[操作 手順] 再 計算の 実行 ： 

® I f > 3 I (計お:) を 押して、 プルダウン メニュ 一を fHl く。 
® 反転 表ポ カーソル を 「1) 再 計算」 に 置いて、 0 を 押す。 

これで、 稱 計算が 行われて、 正しい 計算 結果が 表示され ます。 
いったん 「指定 時 再 計算」 を 設定す ると、 「自動 再 計算」 に 設定 変更す るか、 ォ 
口 ラエ一 スを おする まで、 そのまま になり ます。 



[操作 手順] 自動 再 計算の 設定： 
① I f • 9 I (計算) を 押して、 プルダウン メニュ 一を 1»1 く 



0 



(2) 反転 表示 力一 ゾルを 「2> 計^ 設定」 において、 0 を 押す 

© サブメニューの 「自^ 再 計算」 に； 义 ぉぶ ポカ一 ソル を^いて、 0 を 押す 



カル クシ一 卜 モード を 終了す る 

f • 10| (終了） 



ひ 



力 ルクシー トモ一 ドを終 f して、 文, mfc モ一 ドに 戻り ます。 
カル クシ一 卜の 内^ は、 文^に 貼 リ 込まれた かたちで 表示され ます 



1^ 




ク フフ イツ クシ-卜 拨 …一 麵領 



Irw-'il 



pJtJSi つ 



r- リ 



to 文 塞 攝 集 画面での グラフ ィ ッ クシ 一 卜 



J 1 ま，： 




^4 



る 巧 



フノ 



定の シート 領域 



^ ^-^ 二： 



f が、 文嘗中 
！ ゃ擬麵 な 
) を 撒り 



s リ:^ 



^さ. 为 フー 



丄 



[1 



SB 



— 



■ 



使用す ま'、 かなり 見栄えの いい 文 # が 作成で きる ようになります 



|5Ttg です 



3 形の 拡大 機能 を 使用して、 文 
卜 ターた 



の 大き さに 拡大して 表示す る こと も 



ノ， 



ォ 



5.6 



グラフ イツ クシ 一 卜 機能 



秦響攀 • 攀 泰 



作図 領域 



—カル ク シートと ともに、 ォ— 口ラ エースの 大きな 特徴 をな している のが、 この グ 

ラフィック シートです。 一定の シート fifi 域 を 確保す る 点で は、 ブロック シ— トゃカ 

ルクシー 卜と [おじです が、 文 ^中に ^膨 （地図 や 擬似 的な グラフな ど） を 織り込む 

ことができ、 カラー プリンタ を 使用 すれば、 かなり E 栄えの いい 文, リが 作成で きる 
よ う になり ます。 

また、 ^ 形の 拡大 機能 を 使 川して、 义卞を かなりの 人き さに 扯 大して 表示す る こ 

とも 可能です。 ドット パターン は 粗くな ります が、 店頭 チ ラシな どに も 十分 使兩で 
きます。 




グラフ イツ クシ 一 卜 ウィンドウ 



Ml □ J HINSM^^i 



なお、 グラフ イツ クシ一 ト を 開く と、 設定に かかわらず、 作図 領域が 縦 60 ドッ ト X 

横 144 ドッ ト分 はかならず 確保され ます。 

グラフ ィ ッ クシ一 トの敁 人 サイ ズは、 616x300 ドッ ト です。 



園 グラフ ィ ッ クシ一 卜 内での カーソルの 移豔 方法 

グラフィック シートに 人る と、 カーソルの 形状が 「\」 に 変わります。 グラフ ィ 
ック シート は ドット 単位で 管 現されて おり、 「\」 も ドット 単位で 移動し ます。 



「\」 の 移^に は， 力一 ソル 移^ キ一 の ほかに、 「SH I FT1 + 力一 ソル 移 j|i 力 キ一、 
テンキー による 移勖も 可能です 0 

また、 I f * 4 I (力一 ソル） の プルダウン メニュー か、 IT ABI を柙 して 開かれる 
ウィンドウで、 移^の^ 位を衍 宛で きます。 

カーソル 移鈉 キーと テンキーの 閱係、 および 移^の ，f ケは 次の よ うにな リ ます。 



左 斜め 上に 移動 

左に 移動 … 
左 斜め 下に 移動 



上方に 移動 

m 

國 nj m 

曰 ffl d] E 曰 

… m s 团 翳 

; き m 
下方に 移動 



右 斜め 上に 移動 
… 右に 移動 
右 斜め 下に 移動 



力— ソル （0 曰 



(ドッ ト） 



シフ ト カーソル （ 「SH I F Ti を 押しながら R A mm を 押す) …… 1/2/4/ 

8 /16 (ト、 ；/ 卜） 
テンキー による 移動で は、 シフ ト カーソル は 使えません。 

… * ホーム ポジション （0， 0) に 移動 
…… 最大 座標 位置 (シート ま サイズに よって 変 



HOME C L R 



SHI FT 1+1 HOME CLR 



わる) に 移動： 最大 座標 位置 は 「615, 299」 
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ニュー 構成に ついて 

ダラ フ ィ ッ クシ一 ト I ゆの ファ ン クシ ョ ン メニュー および プル ダウ ン メニュ 
内^ は、 I f • 1 II f • 2 1 を 除く と、 文 ^編 Jfc 時の 内^と はかな リ^な リ ます , 



—の 



f * z 



f - 3 



(人力） '• 
(ウィンド 
(文字） •' 



ゥ） 



f * 4 (力一 ソル） 



f - 6 



f * 7 



f * 8 



f ' 9 



f 



贿水 
(麵 
(色 塗 り） 

(終 n 



'- 通常の 文誉 編集 時と まったく 问 じです。 
"表示され ている だけで、 実際に は 機能し ません。 

，'文字 種 を 指定し ます。 

"カーソル の 移 仙 ケを 指定 します。 

'姻 形の 移動 • 複写、 拡大 • 縮小な ど を 行います。 
，，描 線の 種類 を 指定し ます。 

形 パターン を 指定し ます。 
"図形に 色き きり ます。 

-' ファン クシ ョ ン メニュー は 表示され ません。 
"グラフ ィ ッ ク シー トモ一 ドを終 r します。 



ファンク ショ ンキ一 以外に 使 川す るキ一 と して、 TAB が あり ます。 TAB を 押 



CO 



して IH) かれる ウィンドウ では、 タイル パターン や カラー、 力一 ソルの 移動 単位な ど 
を 指定し ま t| 
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□ 




TAB による ウィンドウ 



TAB I によって! )H かれる ウイ ン ドウ 内の 設定 は、 作 I ズ I 中に しばしば 利 川し ます 



この ウィンドウ は、 作^ ゆ'、 機能の': i^r 中に かかわらず、 いつでも 開く ことができ 
ます。 



f • 3 1 (文字) 



文字 種 を 指定す る 

「 1 ) ノーマル」 

「2) 強調」 
「3 ) 影 付き」 
「4 ) 中 抜き」 

グラフ ィ ック シートに 文字 を 入力 するとき は、 まず 文字 を 入力す る こと を 宣言し 
てから 行います。 それ を 行う のが、 「文字」 機能です。 

文字 種 は、 通常の 文字 以外に、 強調、 影 付き、 屮 抜き 文字 を 選択で きます。 



ノーマル 

酣き 




SCRI PT 
SCRIPT 

SCRI PT 



GE1FT 




グラフ イツ クシ 一 卜 内での 文字 種 

[操作 手順] 

rr- ti (文字） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
m^}< 力 一 ソル を 使用す る 文字 種の 項 目に 謊 いて、 a を 押す。 
入力 行が 表示 さ れ る の で、 文？: 列 を 入力し て 酸 定す る 。 
グラフ ィ ッ クシ一 ト内の カーソル R に、 文 卞 列 の i も さ 分の ガイ ドラ ィ ン が J 兄 

ォし な O 




フトぉ I 

n 



A 






①② S ④ 





仁 



ッ クシ 一 卜 内への 文字列の 入力 



⑥ 



文卞列 を り 込む 位^ に 力 一ソル を 移動 して、 0 を 押す 
また、 人 乃 むが 表示され る。 

^けて 入力す る ときには、 ③〜 <D を 繰り返す。 



ひ 



中止 するとき te: ほ、 STOP を 押す。 



グラフ ィ ッ クシ 

る ことができます 



卜に 記入され る 文字 は、 「拡大 縮小」 機能で 文字 サイ ズを 変え 



カーソルの 移動 単位 を 指定す る 

「り 2 ドッ 
「 2 ) 4 ドッ 
「 3 ) &ドッ 
「4) 16 ドッ 

「カーソル」 



f • 4 (カーソル） 



TAB 



「シフ ト カー = 



グラフ ィ ック シート 内での 力一 ソルの 移^^ 位 を 指定す る 方法に は、 厂 f • 4l ( 力 

― ソ ル） の プル ダウン メニューと I tab b e ゥ ィ ン ドウ を^いて 指定す る、 2 つが あ 

') ます。 



[操作 手順] f_* 4 (カーソル） の 場合： 



T f • 4 (力一 ソル） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 



(2) 反 小 力一 ソル を、 移^^ 位の ドット &に おいて、 に を 押す。 



t 操作 手順] 

① 



TAB ！の 場合 



TABi を 押して、 ウィン ドウ を ほ. 



0) U][I] で、 反転 表示 力一 ソル を 「力一 ソル」 「シフト カーソル」 に 移動す る 

® 曰 曰で、 それぞれの 項目の ドット 敉を 選択して 0 を 押す。 



G1 



「カーソル」 は、 カーソル 移動 キ一 および テンキーでの 移 Ji 力 ijV 位 を 指定し ます。 
「シフ ト カーソル」 は、 LS H 1 F T | を 押 し なが ら カー ソ ル移 ifi カキ 一を 押 し た と 



きの 移^^ 位 を衍定 します。 ' 

両方の 移動 単位 を それぞれ^う ものにする ことで、 作図 を 効率よ く 行える よう 
になり ます。 

If ' 4 け 力一 ソル） の プルダウン メニューに は. 1 ドット 単位の 移動 はあり ま 

せん。 

1 ドッ ト ^位の 移 !8 力 を^ 定 するとき は、 LXAMJ の ウイ ン ドウで 指定して く ださ 

い 0 

図形 を 移動 • 複写 する 

. 「 1 ) 移動」 



f ' 5 I (編集） 、 、 M , ( 

「2) 複写」 

ダラ フィック シート での 移^ や ftTj: は、 跹閱 を 指定して、 ブロ ッ ク 単位で 行われ 

ます。 ' 

[操作 手順] 

(D i f - 5 1 mm を 押して、 プルダウン メニュー を剛く 



© 反お お 小 カーソル を 「1) 移:^」 あるいは 「2) fe^j-J において、 R を 押す。 

® 移動 あるいは 複； する 対象の、 左上 ぐ 卜'： 始え' ：） とん 卜' （上： 終点） て 13 を 押 
して， 範^ を 指定す る。 

Cii) 桁 i された ^1^1 の ガイ ドラ インが 表示され るので、 力一 ソル 移 0) キーで 移^先 
(複 V 先） に 移^して 0 を 押す。 

@ ^^の 場合に は、 桁 i された 範训 の ブロック を^ 絞して MM でも 貼り 込む こと 
がで きます。 

複写 を屮 止す ると きに は、 ISTOP」 を 押して く ださい。 



一 -T 



7£ 



「 ， i 



11 



r - 




\ 



-V. 






連 親 複写 を 実行中 



移動' 複写す る ブロックの サイズが 大きい と、 実行に やや 時間が かかります。 



I 



図形 を 拡大 • 縮小す る 



ff ' 5 1 (編集） — 「 3 ) 拡大 縮小」 

「拡大 縮小 J 機能 は、 指定され た範 閥の 対象 を^の 位置に 拡大、 あるいは 縮小して 貼 
リ 込む 機能です。 元の [ヌ I 形 は そのまま 残ります から、 複^ 能の 一種 ともい えます。 

[操作 手順] 



® 卜 f • 5 1 (編集) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

© K 転 表示 力一 ソル を 「3) 拡大 縮小」 に^いて、 0 を 押す。 

® 拡人 あるいは 縮小す るん ほ の、 ノ r:l'_ (下： 始 点） と 右下 （上： 終点) て 13 を 押 

して、 萜 M を^ 定 する。 
® 指定され た範關 の ガイドラインが^ ポ される ので、 力一 ソル 移勳 キーで 貼り 込 

み 先に 移動す る。 

⑤ ノ ■: h (ド： 始点) と 右 卜- ( I- ： 終？,;) て：,: を 押して、 貼り 込む 範囲 を 指定す る。 

「拡大 縮小」 機能 は、 貼 9 込み 先の 範画を 元の 範 固 より 大きく とる と 拡大 さ れ、 小 

さくと る と 縮小され ます。 

また、 あまり 拡大率 や 縮小 気が大きいと、 冗の 図形とば かなり 異なった 形に なつ 
てし まいます から、 注な してく ださい。 



11 形の 拡大と 縮小 

また、 ダラ フィック シ一ト に 記入され る 文字 は、 グラフィック 文卞 ですから、 図 

形と In] じょうに 拡大 • 縮小す る ことができます。 拡大され た 文字 は、 決してき れい 
な ものと はいえ ません カ气 かなりの 大きさまで サイズ を 変えられ ますから、 店頭 
などに も 十分 使えます。 
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文字の 拡大 



I 図形 を 削除す る 

rr^yi (編集） — 「4) 消去」 

作成 し た m 形の 不要な 部分な ど を、 



範閥を 指^して 削除し ます。 



[操作 手順] 

O I f ' 5 [ 《■) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

(D K お 表示 カーソル を 「4) 陽」 に 置いて、 0 を 押す。 

® 左上 （下： 始点） と 右下 (上： 終点） を 押して、 削除す る範 を 指定す る 



又 字と 閥 形が 重な リ 会って いると きに、 文字 だけ、 あるいは 図形 だけ を 削除す 
る、 という こと はでき ません から、 してく ださい。 



一 卜に 線 を 引く 

r 】 ） 直線」 

(描 線） — 「2) 折れ 線」 

r 3 } ペン 害き j 

作図 を 行うた めの もっとも 基本的な 機能 は、 線 を 引く 機能です。 いわば、 フリー 
ハン ドで m 形 を 描く のに 近いと いえます。 

描 線 機能で 引かれる 線 は、 rrx§n で^れる ウイ ン ドウ 内で 線 種 （ライン スタイル) 
と カラー を 選択で きます。 









ライン 又 タイル 






実 m 






パ、、 、 i^f* 






破 m 






一点 錯線 






二 点銷線 





水色 





ライン スタイルと カラー 




[操 作 手順] 直線 ： 

I f • 6 1 (描 線） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

bct'Ui ^カーソル を 「i) imj において、 ,5 を 押す。 

^始 点に 力一 ソル を 移^して、 0 を 押す & 

終 r 点 に カー ソ ル を 移動 して、 0 を 押す。 
開始 点 と 終了 点 を 結ぶ 直 線が' j I かれ る 。 
連続して 直線 を 引く ときには、 （D~® を 繰り返す。 

め:^ をり I く の を 中止す る と き は、 LSTOPj を 押す。 



[操作 手順] 折れ 線 



® I f * 6 | (描 線） を 押して、 ブル ダウン メニュー を 間く。 

圍 反転 表示 力一 ソル を 「2) 折れ 線」 に 置いて、 0 を 押す， 

③ ！化1 始点に 力一 ソル を 移 i 力して、 0 を 押す， 
® 終 f 点 に 力一 ソル を 移^ して、 0 を狎 す， 
開始 点と 終 r 点 を 結ぶ 直線が 引かれ 1% 

さらに カーソル を 移^ し て 0 を 押す と、 @ の 終了 点と 力一 ゾル の 現在 位箧 と き 
結ばれる。 折れ 線を述 絞して 引く とき は、 ® を 繰り返す。 



0 



Q 



折れ 線 を 漏 I の を屮止 すると き は、 STOP を 押す。 



[操作 手順] ペン 害き： 

I f ， 6 I (描 線） を 押 し て 、 プル ダウン メニュー を 開く。 
/乂 表^力一 ソル を 「3) ペン 害き」 に^いて、 0 を 押す。 
曰 曰 [S ffl で ペン 嘗き を 開始す る 位置に 力一 ソル を 移動して、 0 を 押す。 
テンキーで カーソル を 移動して、 線 を 引く （力一 ゾルが 移動した あとに 線が 》; 
かれる）。 



ペン^きのお 行中に、 単に カーソルの 位 it だけ を 変える とき は、 カーソル 移 II) 
キー を 使 川して ください。 



線 f'Ti: (ライ ン スタイル） や カラ一 は、 線 を 引いて いると きで も、 IT AB1 を 押し 

て、 いつでも 変! ii できます。 



①② ③④⑤ 



① ②③④ 



シー 卜に 円 弧を描く 

f4 ) 円弧 （円）」 



^ 「5) 円讽 （楕円)」 

^形 パタ ーン にも 円 と 椅 R が あ リ ま すが、 完全に 閉 じられ た 円と 揞円 になって し 
まい; す。 

描 線 機能の 円弧 は、 開始 点と 終了 点 を 指定す る ことで、 —部に 隙間が ある、 開い 
た 円 あ る レ 、 は樯円 を 描 く こ と がで きます。 
1リ 弧 は、 時計 周リに 描かれます。 

[操作 手順] 円弧 （円）： 

(D 



f - 6 1 mm を 押 して、 プルダウン メニュ 一を 開く。 

@ 反 表^ カーソル を 「4) 1 リ弧 (PDJ に 置いて、 0 を 押す。 

③ 曰 曰 mffl で 円 を 描く 屮心点 に 力一 ソル を 移動して、 n を 押す 

® 3 曰 [BE で屮 心からの 半怪を 決め、 fg を 押す。 

同時に、 この 位置が 円 を 描く I1H 始 点になる。 
CD El 曰で 円の 終了 点へ 移動して、 0 を 押す。 
⑥ 時計 周りに 円が 描かれる。 

連統 して I リを 描く ときには、 ③〜 © を 繰り返す。 

屮 1!- する ときには、 |_S topi を 押す。 



ff ■ si mm) を 押して、 プルダウン メニュー を iw-k 



[操作 手順] 円讽 （楕円) 

® 

CD 
® 

® 
：7' 



o 



反転 表示 カーソル を 「5) 円弧 （格'| リ）」 に 置いて、 0 を 押す。 

曰 曰 ID E で 松 1リ を 描く 中心点に カーソル を 移動して、 0 を 押す。 

BEimo] で椅 円の 人き さ （外接す る 矩形の 枠） を 決め、 0 を 押す 

曰 曰で^ 円の 開始 点へ 移動 し て 、 0 を 押 1 
で 楕円の 終了 点へ 移動して、 0 を 押す 
時計 周 リ に 楕円が 描かれる。 

連統 して 楕円 を 描く とき は 像、 を 繰り返す 
中止す る ときには、 |_s topi を 押す。 




円 円と^ 円） と 描 線に よる 図形 



[操作 手順] 楕円 



① 
② 

④ 



f . 7 J (図形) を 押して、 ブル ダウン メニュー を 開く。 



反転 表示 力一 ソル を 「3) 揞 円」 に 置いて、 0 を 押す 
カーソル を棺円 の 中 心 点 に 移動 して、 0 を 押す。 
^円の 大きさ （外接す る 組 形の 枠） を 決め、 0 を 押す 
揞 円が 描かれる。 

連 絞して I リを 描く ときには、 （D〜© を 繰り返す。 

巾 止す る ときには、 LSTOP I を 押す。 



0 



國 図形 パターン を 利用して 作図す る 

「 1 〉 長方形」 

T2) RJ 

I f リ I (図形） — 「3) 楕円」 

「4) 扇 型 (円）」 
「5) 扇 型 （楕円)」 

M 形 を フリーハンドで 描く の は、 なかなか 難しい ものです。 そこで、 おおまかな 
ところ は 図形 パター ン を 利用 し、 細かい 点 を 描 線で 描 く よ う に すれば、 図形 作成の 
効率 も あがり ます。 

オーロラ エースに は 5 械 類の は バタ一 ンが 用意され ています。 これら をう まく 
紐み 合わせる とノ、 。ィ チヤ一 トゃ帏 グラフな ど も 描け るよう になり ます （残念な 力、' 
ら、 カル クシ一 ト と^^し ている わけで は あ リ ません から、 止 確で はぁリ ません が）。 

[操作 手順] 長方形 ： 

① I f * 7J (図形) を 押して、 プルダウン メニュー を t#l く。 

0 K 転 ^ボカ一 ソル を 「1) ^方形」 において、 0 を 押す。 

© カーソル を 閱 始 点へ 移動して、 0 を 押す。 

④ 曰 曰 ffl Q] を 移動す ると、 矩形の ガイ ドラ インが 引かれる。 

力一 ソル を 終 r 点へ 移 ま' 力して、 3 を 押す。 
© ^方形が 描かれる。 

述^して 畏 方形 を 描く ときには、 ③〜 ® を跺リ 返す ゲ 

屮 け: するとき は、 TO Pi を 押す。 



STOP 



[操作 手順] 円 ： 

| f • 7」 （1' 棚 を 押して、 プルダウン メニュー を 開く 

反転 表示 カーソル を 「2) 1MJ に 置いて、 0 を 押す。 
カーソル を 円の 中 心 点 に 移動 して、 0 を 押す。 

カーソル を 移動して 半^ を 決め、 0 を 押す。 
赚周 リ に 円が 描かれる。 
迚絞 して W を 描く ときには、 ③〜 ® を 繰り返す。 

中止す る ときには、 LS TOPI を 押す。 



① ②③④ is 



[操作 手順：] 扇 型 （円）： 

® け • 7 | (^形) を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 

(2) fe^ 表示 力一 ソル を 「4) mm (I リ）」 において、 0 を 押す。 




® 



力一 ソル を 扇 型 (I'D の 中心点に 移動して、 0 を 押す。 

カーソル を 移! 助して、 屮 心からの 半 搔を決 め、 [?| を柙す 

同時に、 この 位置が ai 建 (円) を 描く 開始 点になる。 

g で/ r:)^l り に、 0 でも' 周 り に カーソルが 移酖 する。 

mm (Mi) の 終了 点へ 移 m して、 0 を柙 す。 
時計 周りに^ 型 (円) が 描かれる。 

迚 続して &k リ （i リ） を 描く ときには、 ③〜 ⑤ を繰リ 返す 

巾！ h する ときには、 LS TOPI を 押す。 



j) の 時点て 1 SPACE t を 押す と ， 同一 円内で 連統 1 て 扇 型 を 描 く こ とがで き ま 
す。 

こ の 機能 を 使 m すると、 m 単 に | リダ ラフ が 描 けます。 



[操作 手順] 扇 型 （楕円）： 
① 

© 



f ' 7 1 (はお） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
Kfc; 表ポ 力一 ゾルを 「5) 棚 (樯 円）」 に 置いて、 0 を 押す。 
カーソル を^ ゆ (f^l'J) の 中心点に 移： iU; して、 0 を 押す。 
力一 ソル を 移^して^ f リの 大きさ （外接す る ま |！ 形の 枠） を 決め、 0 を 押す 
曰 臼で お， (揞 円) の 開始 点へ 移動して、 0 を 押す。 

曰 曰で^ i や (榜 円) の 終了 点へ 移動して、 0 を 押す。 
時計 周りに 爾型 (^[り〉 が 描かれる。 

連続して 壩型 mm を 描く と きには、 ③〜 ⑥ を跺リ 返す。 

屮止 する ときには、 I S TOPj を 押す。 



Q 



⑥の時 点 tixea^j を 押す と、 m —樹 リ 内で 迚^して 扇 型 を 描く ことができ 

よよ。 
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t 
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I 形に 色 を 塗る 



n , si (色 塗り） 



作成 さ れた^ 形 に、 設定され ている タイ ルパタ 一 ンで色 を ま り ま す。 
m り つぶ される 図形 に、 ゆ] いている 部分が あ つて はいけ ま せん。 かな らず ijh じ ら 
れ ている 必' お があります。 これ を 怠る と、 ^ が^ 形から はみ出して、 シート 全体に 
色が, られ てし まう こと もあります。 使用 す る 色の 稀: 類、 夕 ィ ルパタ 一ン など は、 

iTABl を 押 し て 開かれ る ウィン ド ゥ 内 で 指定 します。 こ の I T A き よる ウィンド 
ゥは、 作図の 途中、 機能の 実行中に かかわらず、 いつでも 開く ことができます。 



— 



タイ 鉑。 ターン 




タイル パターンと カフ 一 

[操作 手順] 

CD I f • 8 | (色 塗り） を 押して、 プルダウン メニュー を 開く。 
® 色 を^る 位お （i' ズ I 形 内の どこでも よい） に 力一 ソル を移觔 して、 0 を 押す。 
③ 図形に、 設定され ている タイル パターンと カラ一 で 色が 塗られる。 
^続して を^る ときには、 力一 ソル を 移動して、 ② を 繰り返す。 

書 7 オア カラーと バック カラ一 は、 あく まで 指定され た 図形 内で だけ 有効です。 

もし、 タイル パターン が^りつぶ しにな つてい ると、 フォア カラ一 と 人ぐ ックカ 
ラーが 別々 の 色 を 指定して あっても、 フォア カラーが 有効に なって、 バック カラ 
一は 透明 (白) が 指定され ている ときと 同じ 結果になります。 

フォア カラ一 とバッ ク カラー を 有効に 使う に は、 タイル パタ一 ンを逾 りつぶ し 

以外の もの を 使 川して ください。 うまく 配色 すれば、 中^ も^^で きます。 

• 逾リ つぶす 範團の 線 は、 かならず 直 線 を 使用して ください 0 

暴 ライ ン カラ一 とおる 色と がかなら ずし も M じで ある 必要 はあり ません が、 作閒 

の 様 ィ によって は、 色が はみ出して しまう こと も あり ます。 



I グラフ イツ クシ一 卜 モード を 終 7 する 

Lf - 101 (終了） 



グラフ ィ ック シート モード を 終了して、 文書 編集 モードに 戻ります。 
作成され た^ 形 は、 义 W のリ， に 貼り 込まれて 表示され ます。 

國 グラフ ィ ，ジ クシ 一 卜の 印刷に ついて 

グラフ ィ ッ クシ一 卜 はドッ ト 単位で 管 現されて いるた め、 文書に 繳り 込んで 印刷 

十ス y きに^ 音に？ w 十おば な^ない^ がい く つか あ り ます。 S 




. ,~" ： vV -"--v- 國 . ■■■ 一. '- ■ 

(1/2) ■» (1/4)= 2 2 倍の 大きさ で 印刷 される （作図 領域 と 同 じ だけの 余 

白が 下方に 出る） 
(！ /5)-r(1/4) = 0.8 …… シート 下み の 2 割が カツ ト される 



通;^ の 文せ' では、 文' やと 文字の 間、 行と 行の あいだに 隙間が あります。 そのため、 
文字 |»1 を 0 ドット、 改行 幅 を 0 (密着 改行） に 設定 しても、 文字と 文字が 重な り 合 
う こ と は あ リ ません a 

しかし、 ダラ フィック シートに は 隙 という ものが ありま せんから、 正常な 文字 
間隔 や 改行 幅が 確保され ない' と 、 グラフィック シート の 一部が 切 り 捨て られた り 、 
逆に 空お 部分が 入り込んだり して しまう のです。 

以 f— の 点 を まとめる と、 次の よ う にな リ ま す。 - 

• 改行 幅が 1/4 インチ、 文字 問お が 8 ドットの ときに、 グラフィック シート は 
圃面 ど お リ に 印 刷 さ れ ます。 そ れ 以外の 設定が な される と 正常 に 印刷 されません。 
あらかじめ、 グラフィック シート 上で 印刷 結果 を兒 越した 作図 を 行う か、 作図 

後に シー ト領 域の 変 史 を 行って く ださい。 



1 ノ 2 インチ （12 + 7mm) 一 
1 / 3 ィ ンチ （B,46mm) ― 


シー トの 下方に 余白が 出る 


1 ノ4 インチ （に 35mm) * 


'…- 画面と 印刷 結果が一 致す る 


1 / 5 インチ （5,08mm) 一 
1 / 6 インチ （4.23mm) ― 


シ一 ト の 下方の一 部が 力 ッ 卜される 


0 K ッ h ― 






1 ドット 






z r ット 






3 ドット 

斗 （V ット 


シ一 ト の农惻 の一 部が 力 ット される 


5 卜ッ卜 






6 r ット 






t 卜ッ r 






8 ドット 


…… 剛 M と 印刷 結^が 一致す る 


9 ドッ 卜， 






10 ドッ ト 
1 1 ドバ 


シート のん '側に^^ が 出る 


12 ドッ ト- 







「改行 (ftV, 1/4 ィ ンチ • 文卞 |！ け隔 8 ドッ ト」 以外に 設定した ときに、 余白 や 力 
y 卜される 部分が どれぐ らいになる か を 調べる に は、 次の 方法で 計算し ます。 



縦 方向 



際に 設定した 改行 幅 ）+ (1/4) 



Ml 口 ^HIWSBEW お 



横 方向 



(8 — 実 際に 設定した 文字 間隔 ） XI 行文 字数 + せ 

t 

印刷 時の 1 文字の ドッ ト 構成 

(8-4)X38-f24 = 6,333 ―' およそ 6 文字 分が カツ ト される 
(8-10)X38-r24 = -2.166 およそ 3 文字 分の 余白が 出る 



ダラ フィック シート の 縮小 印刷 は、 改行 幅 1 / 5 インチ、 文字 閲隔 0 ドツ 卜のと 
きに、 ほぼ 正しい 比率で 印刷され ます e 



オーロラ エース は、 他の MS-DOS 上の 日 本 語 ワープロ で 作成 さ れた 標^ テ キ ス 
ト ファイル を 読み込む ことができます。 また、 オーロラ エースの 文書 自体 （匚 DOCJ 
ファイル） が テキスト 形式で 登録され ている ので、 他の ワープロに 転送 可能です。 
しかし、 それ 以外の ものの 場合に は、 何ら かの 変換 手続きが 必要になります。 

オーロラ エースに W されて いる ファイル 変換 機能が 対象に している の は、 姉^ 
ソ フト である POPAL ス 一 パー と POW0RD ひか りの 2 種類です。 

■ PC- PAL スーパ一 

ュ一 ティ リ ティ メニュー — 「PC，PAL スーパ一 の ファイル 変換」 

rPC-PAL スーパーの フ アイ ル変 換」 機能 を mi! すると、 オーロラ エースに PC- 
PAL スーパー 作成され たフ アイ ルを 直接 読み込む ことができます。 

読み込みの 形式が 「標準 形^」 の 場 介に は 一お ぶ 形式で、 「差込み 形式」 の 場合に 
は 差込み データと M じ^ 式 （1 行に 1 項目 分の データ） で 読み込まれます。 

一覧表 形式で 読み込んだ ときには、 釙線を 引いて 表の かたちに、 差込み 形式で 読 
み 込んだ ときには、 ^込み 文， 1 「の データと して 利 flj できます。 さらに、 他の データ 
ベースとの データ交換 も 可能に な リ ま す， 




データ 13ンノ《一 h» 了 



PA しスー /マ一 メでス 名 

才一ロラ /《 ス名 
[Bs¥J 



PC-PAL スーパーの ファイル 変換の 指定 画面 

[操作 手順] 

① ユー ティ リ ティ メニューの 「POPAL スーパ一 の ファイル 変換」 に 力— ソル を 

移ば i 力して 0 を 押す と、 圃 面が 変わる。 
® 変換 元と 変換 先の ドライブ 番号 を 指定す る。 

「A — BJ でよ かったら、 「データ コンパ一 ト 開始」 に カーソル を 移動して p| を柙 

す。 

変更す る ときには、 「PC- PAL スーパー パス 名」 「オーロラ バス 名」 に カー ソ 
ルを 移動して 0 を 押す。 そして、 ドライブ 番号と バス 名^ 変更したら (^を 押して 



砘 定し、 「デ一 タコン バート^ 始」 に 力 一ソル を 移動して 0 を 押す。 

③ 変換す る PC-PAL スーパ一 のフ ァ ィ ル名 を ま旨定 する。 

(3) 変換 形式 （「差込み 骸^」 「襟 準 形式」） を 指 足す る。 

ファイル 変換 は 連続して 実行で きます。 複数の ファイル を 変換す る ときには、 ② 
〜@ を 繰り返して ください。 

• ファイル 変換 を 行う と、 1 行 目に 項目 ごとの データ^ 式が 記入され ます。 

着 データ 長 は、 1 項目 あたり 半角 176 析 までです。 これ を 超えた データ は、 はみ出 

し た 部分が 削 除 さ れて 変換され ま す。 
書 標準 形式で 読み込む と、 各^ H ごとに データが 全角 1 文字 分の 空白で 区切られ 

ます。 

■ PC-WORD ひかり 

日本語 ヮ —プロ 「pc-WORD ひかり」 で 作成され た 文 ^ を才一 口 ラエ一 ス に取リ 

込みます。 PC-WORD ひ 力、 り に は、 BASIC 版と MS-DOS 版が あるた め、 プロ ダラ 
ム メニュー は 別々 になります。 なお、 BASIC 版の 場合に は フロッピ— 単位で、 MS 

-： DOS 版の こ は フ アイ ル 単位で 變換 されます。 BASIC 版からの 変換 を 行 うとき 
に は、 かならず 未使用の フロッ ピ一 ディスク を 使用して く ださい。 



着 BASIC 版 
[操作 手順] 

① ュ―テ イリ ティ メニューの 「pc-WORD ひかり （BASIC) のファ ィ ル变 換」 に 

力一 ソル を 移 i)J して 0 を 押す と、 函 面が 変わる。 
© 変換 /ヒ と 変換; t の ドライ ブ^サ を 指定す る。 

K ラ ィ プ番 り- を 変更す る ときには、 0 0 で 変更す る 。 

ドライ ブの 指定が 終わ つ た ら 、 「デ一 タコン パート 開始」 に カーソル を 移^ し て 

0 を 押す。 

；； W/i: 変換 1 ! 1 のファ ィ ル名を 表示しながら、 フ アイ ル 変換が 実行され る。 

④ 別の フ 口 ツビ一 ディスク に m されて いる ファイル を統 けて 変換す ると きに 
は、 ② から 繰リ 返す。 
ファイル 変換 を 終了す る ときには、 カーソル を 「データ コンバート 終了」 に 移 

^して 0 を 押す。 



• MS-DOS 版 

[操作 手順] 

① ユーティリティ メニューの 「PC，WORD ひか リ （MS-DOS) のフ ァ ィ ル 変換」 

に カー ソ ル を 移動 して 0 を 押す と、 m 面 が 変 わ る 。 

(D 変換 冗と 变換 先の ドライブ^り を 指定す る。 

ド ラ ィ ブ番 W を 変 す る ときには、 CPOWORD パス 名」 「オーロラ パス 名 」 
に カヾソ ルを移 勅して 0 を 押 してから 変更す る。 

ドライブの 指定が 終わったら、 指定 ドライブに 7 ロッ ピ一 ディ ス クを棉 入して 
から、 「文, リ コンバートの 開始」 に カーソル を 移動して 0 を柙 す。 
③ ファイル 名 の一 覽が 表示 される ので、 変換す る ファイル 名 を 指定 し て 0 を 押 す 



と、 ファイル 変換が 荬 行され る。 

© 連兢 して ファイル 変換 を 実行す る ときには、 ② から 繰り返す。 

ファイル 変換 を 終了す る ときには、 カーソル を 「义サ コンバートの 終 f」 に 移 

|カ して 0 を 押す。 




3» コンパ 一 卜の 終了 



PC — WORD パス 名 

tA: mMSHCmuSIIHESS] 



CTRL+ 鹏躑 SB 趣酶 纖 酶驟 BB 



PC-WORD ひかり （MS-DOS 版） の ファイル 変換の 指定 画面 



日本語 フロントエンドプロセッサ 「ACEJ 

オーロラ エースに 搭敝 されて いる 日本語 変換 システム 「ACEJ は、 それ 自体 を 切 

リ 離して、 他の MS-DOS 上の アプリ ケーシ ヨン ソフト に 組み込んで 使用す る こと 
がで きる ようになって います。 



また、 ACE を 使 川 するとき の キーの 割当て (変換 キー を 「S P A C E I に别 リ お て 
る、 など） や、 かな 漢字変換 中の 文字の 色な ど を ユーザーが 変 だする こと もで き ます 



國 「ACEJ の璩境 設定 
[操作 手順] 

© A ドライブに ユーティリティ フロッピー、 B ドライブに 環境 設定 を 行う フロッ 

ピー （ここで は システム フロッピ一） を揷 入して、 リセット する。 
© ュ一 ティ リ ティ メニューの 「フロント ェン ド プロセッサの Kl^S: 定」 に 力一 ゾ 



ルを 移動して、 0 を 押す 



C 




環境 IS 定 プログラムの 起^ 画面 



® 起! fj ま' Mfij で 「新たに CONFIG.SYS を 作る」 に カーソル を 移動して、 0 を 押す 
© S 辞^の 大きさ、 変換 キー • 次 候補 キ一 の 割り当て など を 設定す る。 



1 . MS-DOS 
1:FILES 
2： BUFFERS 

l:A m »7FM0^:f # (KB> 
3:|ff^S?« の^: ぎ ざ (KB) 



3- 



5〜99 
2~99 





I 2 3 
A B C D 




い ず 再 音お せ 
G H 〖 J 




4* 





るし ない 



文 





モードに ffi 存 



ii 次 自動 変換 



馳 ： 左 【ト】 右 I SPACE'— 1 上 t T I 下 【 RET* i 》 中止 ： ESC 



ACE の 境 設定 画面 （ 1 ) 



移 ft: 左 t — I 右 【 SPACE- — 1 上 f f 1 下 [RET- A j 中止： ESC 



ACE の環攒 設定 画面 （？） 

すべての^ 定が終 f したら、 「9, 終了 確認」 に カーソル を 移動して、 0 を柙 す。 
® 指定され た 内^によ る CONFIG.SYS が 表示され る。 

よ か つ た ら 「 YES」 、設定 を や リ 畴: すと き は 「N0」 に 力一 ソル を 移動 し て 、 0 を 押 
す 0 

® ⑤で 「N0」 を 選んだ とき は、 再度 設定 を 行う かどう か、 メッセージが 表示され 
る 。 

「YES」 を ；！ ぶと ④ から 繰り返す。 「N0」 を it ぶと ュ 一ティ リ ティ メニューに 戻 

® で 「YES」 を 選んだ とき は、 設定した ばか リの CONFIG.SYS を 登録す る ド 
ライブ^' ふ を 指定して 0 を 押す。 

⑦ 指定され た ドライブに、 すでに CONFIG.SYS が 登録され ている ときには、 そ 
ま し を CONFIG. BAK として 保存 し て お く か どうかの メッセ— ジ が 表^ さ れ る の 
で、 「YES」 に 力一 ソル を 移動して 0 を 押す。 

⑧ 新しい 設定 内容の CONFIG. SYS が B ドライブの フロッ ピー ディ スクに 登録 
される。 

0 を 押す と、 ユー ティ リ ティ メニューに おる。 

^ CONFIG, SYS と は、 ォ一 口 ラエ一 スを 使用す ると き のお 人 使 兩ファ ィ ル数ゃ 
バッファの 大きさ、 ACE を 使 ffl するとい う 宣言な ど を 記入して おくた めの、 特別 
な ファイルです。 この ファイル を 削除して しまう と、 才ー d ラ エースで かな 漢字 
変換が でき なくなって しまいます。 & 意して ください。 



FILES^20 
BUFFe?S=3£ 

DEUiCE=AC£,DC ^S32^GR^T^DA : ¥^ 121 1 3! ^t13i 1 ! ^Kl S^^CED/ 
±iafl)f* ^で « OT、F〖G,SVS » * 作成しても よろしいです か？ 

YES 

フ 7 ィル を诈る ドライブ 鎏县は ？ 

メ r J 7 C,K ― ' ハ メ， 一' へ P ク D c F G H I J 

すでに « corrio.svs » があります。 <《 co^ig.bpk » として 残 



YES N O 



N O 



AG 巳の 現 境 設定 終了 画面 

「ACE」 を 他の アブリ ケ 一ジョン ソフ 卜に 組み込む 

ACE を^ 成して いる ファイルに は、 次の 7 つが あり ます。 これらの ファイル を对 
象と する ソフトに コピーして、 COFIG-SYS の 内容 を 書き 変える ことで、 ACE が 使 
用 可能に な り ます。 



AC 匚 DC 
ACE. DUS 

ACE. DIG 
USR. DIG 
SUB. DIG 
GRM. DiC 
TMP. DIC 



ACE の システム ファイル 



ACE の辞嘗 ファイル 



オーロラ エースの システム フロッ ビーが A ドライブ、 対象 ソフ トが B ドライ ブの: 



A > COPY 
A>COPY 
A>COPY 



ACE. DC B : 
ACE. DUS B ： 
D に B: 



対象 ゾフ ト での CONFIG, SYS の 設定 は、 上述した 「ACE の 環境 設定」 を 参考に 
して く ださい。 

また、 ACE のファ ィ ルは令 部で 人 h 数十 キロ バイ ト あります。 そのため、 ACE を 
IJL み 込む アプリ ケ一シ ヨン ソフ ト 側に それだけの 空き 容量が 必要に なり ます。 ACE 
の 7 つの ファイル をコ ビ 一する 前に、 対象 ソフ トの Sf せな ど を 他の フロッ ピ 一ディ 
スク： 二 退^した あとで •、 ^除して おいてく ださい。 



コで に： ！ v 剐^^ ^入力 モ- に f-mm 
ゥ fvfig 力 o ^アジ ヨン p ノ印 
ま^ ダラ ァ 碧 1 に は 使えな レ u マント 、 です ， 
作図 v.ifm 

r 


m Q "^了 R ^自盛 シ分割 T i& 送 
93*^ Free CL Hicro-oft Chart: LJCjOD. ^ 


Microsoft Chart Ve に £ . 1 上での AGE 



A> 

A>TYPE CONFIG.SYS 
FI LES=20 
BUFPERS=26 

DEVICE=ACE,DC / S20/GK/T3 /0¥ / I 2 1 1 3 ! /M3 1 1 / J ! 1 /Kl 1 /C5CED/ 



ACE が 組み込まれた Microsoft Chart Ve に 2. ) の CONFIG.SYS の 内容 

—部の アプリ ケ一シ ヨン ソフ トで AC E を 組み込む ことができな いものが あ り 
ます （たとえば、 ロータス 1 一 2 — 3)。 その 点に 注意して ください。 



RAM ディスク • 八ード ディスクへの 対応 

ォ一 口 ラエ一 スは、 辞^ば かりで なく、 システム そのもの も KAM ディスク ゃハ 
― ド ディ スク に; K く こ とがで き ます。 システム フロッ ピーの 内^ をす ベて RAM デ 
イス ク などに おいて 作^す ると、 変換 速度が きわめて 速くな り、 ヒット 率の 高さと 
扣 まって、 たいへん 快適な 環垃下 で 作業で きます。 

大^ hi: の RAM ディ スクゃ ハードディスク を 利 W する ときには、 できれば 作業用 
の ドライブ も RAM ディ スク ゃハ一 ド ディ スク に; なく 二と をお 勧めし ます。 作桀効 
率の よ さ が 格段 に 違って きま す。 

■ RAM ディスク 

RAM ディ スクを 利用す る と きに は、 MS-DOS の A 〉 が 出て いる 状態で 次の よう 
に 人 乃 して く ださい （オーロラ エース そのもので 作成して も かまいません。 ただし、 
その 際に は、 义齊 名に 「AUTOEXEC」、 拡張 子に 「BATJ と 付ける ようにし てくだ 

さい）。 

なお、 入力の 前に、 システム フロ ッヒ一 を かならず A ドライブに^ 人して おいて 

ください。 

RAM ディ スクが C ドライ ブの 場合 ： 

A>REN AUTOEXEC.BAT AUTOEXEC. BAK 

A>COPY CON AUTOEXEC- BAT 

A > ECHO OFF 

A > DATE 

A > TIME 
： A > ECHO ファイルの ぉ送 屮 です 

A > COPY C: >NUL …"- 辞 ま : だけ を 転送 するとき は、 

； 「*, *」 を 「*,DIC」 に 変更す る 

; A>AA * 「AURQRA」 でもよ い 

A>ECHO 辞書 を誊き 戻して います 

A > COPY C ： *-DIC A : >NUL 

A > ECHO ォ一 口 ラエ一 スを 終了し ます 

A> A Z …… ICTRL I を 押しながら fZ を 押す 

園 八ード ディスク 

ハ一 ド ディ スクは RAM ディ スク のよう に 電源 を 切って も 内^が 失われる こ と 
がありません。 そのため、 作 B 内' # として は、 ハードディスクに ファイル を 転送し 
た あと、 オーロラ エース を 起 | 力して 環境 設定 を 行なう だけで 済んで しまいます。 フ 
ァ ィ ル 転送の 侍ち 時間 もない し、 辞^の 書き 戻しな どと いうず 間 もい り ません。 
ハー ド ディ スクが C ドライブの 場合 ： 

A>MD C ： AURORA 

A>COPY C - VAURORA ― 



ハードディスク 内に 「AURORA」 という ディ レク トリ を 作成して、 そこに シス チ 
ム フロッピーの 内容 をす ベて 觉録 しました。 したがって、 オーロラ エースの 起動 画 

面の 環境 設定で、 辞誉 ドライブと システム ドライブ を 「C ： ¥ AURORAJ に 変 お し 

てくだ さい。 



》 初めて RAM ディスク や ハードディスクの 設定 を 行った とき は、 オーロラ エー 
スを起 ifi 力したら、 ま ず LLjlJJ (SS 境） を 押 して ブル ダウン メニュー を 開 き 、 「i) 
おお dJ で 環境お ^を^って く ださい。 いちど 設定したら、 次 図から は その 必要 は あ 
リ ません。 

RAM ディ スクを 使 川 する ときには、 メモ リ 一スィ ツチ を 512K バイ ト に 変お し 

て く ださい。 

RAM ディ スタゃ ハー ド ディ スクを 使 川する ときで も、 起動す る と き に はかな 
らず A ドライブに システム フロッ ピ一 を^ 入して おいてく ださい。 システム フロ 
ッ ピーな しで は 起^で き ません。 




コントロール キー • オペレーション は、 |CTRL| を 押しながら、 文 卞キ一 を柙し 



て、 M ら かの 機能 を 実行す る 方法です。 全部^; える 必要はありません が、 使いこな 
せれば、 オーロラ エースでの 文誉 作成の 効 + が Bfi 分 上がり ます。 

rip 作成」 や 「レイアウト」 のように、 ウィンドウが i#i かれる 命令 は、 トグル ス イツ 

チ になって おり、 コント 口一 ルキ一 ♦ ォ ペレ一 シ ヨン を^ 行した あと、 もういち ど 

m じこと を 実行す ると、 機能 が 解除 さ れ ます。 



また， カナが 押されて いても 機能し ます 



ひ 



[CTR し] 十 



A ^頭に 力一 ソル を移则 



C 
D 

E 

F 
G 
H; 



Y 
□ 

へ 
ム 



指定 範阁の 強調 (I f • 4 | の 「3) 強調」 に 相当) 



力一 ソル 行の 屮央 寄せ { 厂ザ * 7 ] の 「2) 中央 寄せ」 
カーソルより ノに侧 にある 文 字 列 を 削 除 
力 一 ソルよ リ 右側 にある 文字列 を 削除 



指^ $ ま 囲の 網 掛け H » 4 〗 の 「 2 ) 網 掛け」 に 相当) 



指) は お^の 力 ッ ト (If - 51 の 「 1 ) カット」 に 相当） 

力一、 



文字 (列) を 削除 ( BS に 相当) 



タブ 位^に カーソル を 移動 （TAB に 相き) 



お: 線の 作成 (I f ' 6 1 の 「1) ^作成」 に +11、 リ） 
レイアウトの 表ポ < | f • 8 | の 「3) レイアウト 表示」 に 相当） 
力一 ソル を 次の 行の先頭に 移觔 （0 に 相当） 
強制 &行 (I S H I I^TI 十^に 相き) 

^定範 I 用の 解除 （nzs の 「の 解除」 に 相^) 

力 一ソル 位置に ぺ一 スト ( I f リ I の 「3〉 ペースト」 に 相当） 
デシマル タブの 設^ (ISH I FTI+IT A B」 に 相、 



J 行の 神人 (I f ■ 5 I の 「5) 行 神人」 に 相当） 

■ 
L 

M 
N 

0 

P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 

w 

X 
Y 



力一 ソル む の ム^せ ( 「f * ？ I 'の 「1) 右^せ」 に 相当） 

指定^ M の文卞 の 大きさの 変更 (I f ♦ 3 I の 「3) 文字の 大きさ」 に 相 

力一 ゾルの itY 後の ひらがな を カタ カナに、 カタ カナ を ひらがなに 変換 



当) 



力一 ソル 行の 削除 (If - 5 1 の 「4) 行 削除」 に 相当） 
指定 範 W の 改行 幅の 変更 ([T2 4 の 「7) 改行 幅」 に 相当) 



編 ^文 t : の 登録と 終 r ( け • 5 め 「9> 登録 （終了）」 に 相当) 

行末に カーソル を 移動 



指定^ M の コピ一 し f • 5 の 「2) コ ピ一」 に 相^」 



m^mm^w^m ( f • 3 の 「 3 ) 熟語 登録」 に 相当) 



外字の 呼び出し (I f * 9 I の 「1) 外字 呼 出」 に 相当） 
指^^ I 州に 下線 を 引く (I f ' 4 1 の 「1) 卜' 線」 に 相当」 

全角/半角 文字の 切 り 替え 



改 ページ ( f • 5 め r 6 ) 改頁」 に 相当) 



付録 5 
記号 変換 




読み を 入力し て ISH I FTH + HCFE R ， を 押す と、 読み に 対応す る 記号 を 先頭に 
して、 9flA| の 記号が 表 承され ます (9 個 以上の 候補が あるとき でも、 9 個 分し か掲 
載して あり ません）。 



おん に 

P ' ょレ 


\ 










々 




が く 1" td> つ 


— r 






§ 




丄 


z し 


かっこ 


( 


) 


c 




C ] 


{ 


} < 


き ■、* う 










き 番 






ぎり しあ （ぎり しゃ） 


A 


B 


r 


A 


E Z 


H 


0 I 


(十し、 さ A 


+ 




土 


X 


* _ 




< > 


さ ん 力、 く 


厶 


▲ 


v 


▼ 








| か く 
レ" \ 


o 




□ 

^^^^ 










しめ 
















斗レ 、べつ 

、一 V "> ノ 


さ 


■ 












たんい 




キ。 


ず 




ゲラ f 

ノ 


な 

/レ 


へグ ひ ザ 
Jul K1L 


てんてん 




#■ 隼 












どし一 


V 














なみ 
















4 へ ノ ■，* 二 
ね/レー つ 


ゆ。 


ナ] F 
Alt 


赠？ 










のま 
















ばん ご う 


① 


② 


③ 




© d) 


⑦ 


⑧ (B 


ほし 




★ 












ま 一く 






No, 


m 


m ® 


m 




ま る 


〇 




© 










やじる し 


— > 




f 










ゆ う びん 
















ろ しあ 


A 


B 


B 


厂 


n e 




3K 3 



ぁ仃 

網 掛け ,， ' ■'，', " -…" '…- * -…, 85 

mt + ' - '51,96 

1 行文 字数 - '一 …… ……- …- ' ' 125 

1 頁 行数 * * …… …… …… ' ……… "124 

は讀 ' 64 

難 一' - --— - " - *. …-… ……- 176 

触り '-' ' ゆ ■ - - …… ― ' 183 

印刷 開始 頁 '… 一… ' • * 124 

印刷 終了 頁 • + + …… …… ' -… …- 124 

纏 4ほ -…' ' …-' ' --128 

卿 賺 -…… '- 124 
印刷 fl! 紙の 設定と^^ "… 129 



ゥ ィ ン ドウ 再 設定 * ' 150 

ウィン ドウ 切換 ' …， 451 

し 1 ; き モー ド …'- …" * 56 

エス ケ 一プノ ニュ —— ' ^ …… '27 

R ' …,' - , * ■ - 181 

円弧 （円） … ' … ……比り 

円弧 （t^l リ） ' …- - -… ' - ……'比。 

扇 型 （W) ■ ■+'■， ■ ，-… … ……一 181 

扇 型 （榨 ffl) - ' 182 

折れ㈱ …… リ… …… け… * ……り，， + 179 

か 行 

i3cf 广…… ………' '…- 画…'"…' ― 一…' - ' 52 

改行 幅 …- "… ■■ ' '… 92,125 

i&ff マーク'' ' …… …い ' * …-- - …… ， …… ，-… -…' ' 93 

外字 辞誊 …… '-… --… - …… …-… …… ……, -… …… …. …… …-… …― 一， 146 

n-^M …' …' … —― '…い + 144 

外字の ロー ド …… ……………一…"…… ' …… … 32 

外字 ファ ィ ルのコ ビー …… ■ 一" ， …' —— "… ……… *146 

m^m^. ' -… - ' • 83 

外字 呼 出 •〜 … + 146 

akM +… ，' - 52 

被 女 縮小 ' * …… * 177 




腿 f ' + '…十 48 

腾き … …… '…― '…- -174 

重ね 打ち ' ，' …け" ' '… '… 94 

T^- - ■■ ぃ— "-" -84 

カーソル " 〜■' '…い-' ^ " ，'… ……； 175 

カーソル 移 劻 ' * …, ■ ， '51 

力一 ソルの 移動 単位 ' * -175 

力 タ カナ 入力 ' * 61 

カタ カナ 変換 ' …… * 一. ，'" …… 68 

わ ト -, - …-' - ' +… …- 79 

かな 入力'…' 一………… - + + …… …" , …-. る 9 

カラー " …画 87， 179 

カル クシ一 ト …- ■■ + '國… 161 

力 ルクシー 卜 内での カーソルの 移^ , ，…， ， …… + 162 

IJyiic ' + ' + " ""170 

カンマ ，… …- '-… …' ' …-' - …… * ' * …… 466 

記号 変換 * …… ， '… ' * …… ' …… … 69,198 

起動 * - …'； 38 

起動 ドライブ * …- … ' • * 19 

機能の キャンセル… * " ' ……一… … .*28 

キーの 配列"" リ 一.. -,， —— 21 

ぜ亍隱 ■■• ' " + '…- ' 77 

強制 改行 "… - …'- …'… …,. 52 

行 禅 入……'' + 〜〜一77，164 

- * * - ' * 87 , 174 

- * ' - '…- - ' -…, 78 

rnr^m- 57 

均等,' ' - … ' …'- ■ 92 

グラフ イツ ク シー ト ' '-… ……' … .，172 

グラフ ィ ッ ク シ一 ト 内での 力一 ソルの 移 動 '… - -… 173 

グラフ ィ ッ クシ 一 卜の 印刷 * , …… "- …" …… 184 

ダラ フィ ッ ク 表示 - ^ + 157 

ク リア * …- 漏'' …… ― + '…… 一 ' …-' … '-… 164 

GROUP * …- …, ^ ………," 

グル— プ' ，… ……- -，… … ' ' - …- '…り ' …" ^ ……- 49 

ダルー フ&タ ィ トル ■■" …+ … …" * ^…… AQ 

グループのお I き * …-… … … 



ド' ザ,〜" レ " + ' + 丄丄丄 

ii1 ^ iix4i -… * 攀 * , 1 70 

'MWn … "… ^い 103 

艇 …… … " 108 



-… * "41 

102 

…………'励 



ダル一 フ' （デ. f レクトり） ^ 




検^ 結果 表示 ウイ ン ドウ - ' ' "'109 

^速 印刷 + …… …， - 一… ……一……'' …… …… 一… …'じり 

コ ピ一 - …' ' ',"'42'43，79 

COPY コマンド ……-… 36 

コント 。一ル キ一 ' オペ レー シ ョ ン ………り 〜"一29，197 

CONFIG. SYS * …… … - 191 




mm …'け ' ' — "170 

再 計算の 実行 - …一'' ■ …… ' - "171 

i 幅 力 * ー + ' * * ' * …… ' '"'39 

酸ぬ ■ '… ' ' 69 

作業 ドライブ ， 一… …… 46 

差込み 印刷 115J24 

次 候補の 表示 を 行う キ一 …………一 57 

mmiMi ' -' ' ii2 

mmm …… - 65 

^ノ; ： ドライ-/ … ' - 16 

辞書の 退避 "-' + …… ^ -… …… '… ' …'， ' …… '…… 147 

辞 害の 復旧 " * ， ―… …… * …… 147 

JIS コ一 ド による 16 進 人力 "… ' ' - … 60 

JIS コ一 ド^ + ' 71 

JIS 第 2 水準 漢字 ROM ' '"20 

システム ドライ フ'… '…+ … - 46 

システム フロッ ピ一 ' ■ …… 36 

指定 時 再 計算 -… …… * ' '一 …… 170 

HmiilU '…… - '… … -'' … ……一 171 

自 難 換 - ' - 64 

シ一 ト MM -- * …- …… ' 甲'. '- ' ' 155 

シフ 卜 カーソル '… …' …… … 175 

$m ' + " … 89 

シャツ ター （ノブ） … -- - "… …'- -… --38 

^ア 一 一… - 



熟語の 一覧表 印刷 + 
縮小 印 W …… 
消去 

小数点 …… ， …… … 
初期化 （フ す一 マツ 
書式 設定 ，…- 
数字 

数式 ■■■■■ -… 

スケール ライ ン 



141 

120 
178 
166 
■■34 



120,126 
…… 169 
…… 169 
……- 24 



o 

L 




スタート ページ … ' ' 124 

セクタ— ' "… 一…… …- 136 

セクタ 一 エラ —— ……… …… …… …… _ 37 

セルの 状態 …"…一 〜 + …-. …" 168 

セル 幅 '-… …' …… 一 一…' ' …… 168 

先頭の 文節と 锻 後の 文節…… …… ……- ……… … -'… …… 63 

全文 を 確定 …… • ' ' 63 

入，… 斷… ""薩 ' ……一 … 74 

，入 モ一 K …- '……" - * ' ………り -… .，，,，'，, 56 



た 行 



o 



ネれ t プリ ンタ - -19 

タイトル "… ……― 一., ， - — 163 

タ ィ ルバ ターン … … , J83 

mPi * ' 181 

mmnm - ' … … m 

mm¥m …國… 一' '國… ……- -圓 …- …… …- * ' " 165 

纖施 リ… ' " + + + " ' ' • 88 

タブ R に (変換 …… ' - …… ， - 97 

龍 * - 一,… 130 

短文 削除 …" - + 144 

W.XifM ，… * "け + ^ い' ■ + ' 143 

ki.m-lW …一 143 

職 ' - …- * …… - + ' ―〜 110 

逐次! 1 動 変換 - …… ' ' …' ……一 62 

'お，^ f せ…'' … …- '■ * 96 

1 ^間 登録 ' "… … , け… …一, - 134 

^ 挪 " -… - ………け…, , …,. 181 

S 接 変換" , 68 

I 嫌 f … 1 79 

き l'】fH い… - …' …- , 43 

通^ 印刷 ……… "… 120 

DISKCOPY プログラム "…" ' … 36 

ディスク の 入れ替え … " 32 

ディ ス プレイ 装置…… * , , …" -. … …一 - …… 〜.. 19 

ディレクトリ 名……"', "… '-… …… "… * 49 

デスク 卜 ップ パブり ッ シン ダ * , …- 1 

temp ■ 46 

ョ メモリ一 …… り … …… * "ほ 

登録 （終了） * ' * -44,134 

登録 可能な 熟語 数 ' ……，… …… ―…… …, 14 0 

登録 終 r ウイ ン ドウ "… ' ' 152 

ト グ ルス ィ ツチ …… ' ^ …" * …… - …， …… 145 

DOC ファイル …り ' ， "… …ハ …り…… …，…… * 30 



ドライ ブ岙号 ……… 45 

な 行 

憎き …… " ' '…- い" * 174 

日本語 7 ロン ト エンド プロセッサ 「ACEj …' ………… 191 

人力 方式 …， ， …-… …" …… ' …… …-… ' '"125 

入力 モ一 ド … ， 一'125，168 

ノ一 マル …，' 174 

は 行 

m^iii ' ， ^ -… ，一 ' 46 

パス 名 （ディレクトリ/ダルー プ^) …' …"一 46 

バックアップ - ' …"- -… + - ― --136 

バックアップ ファイル… "… …一" 30 

バック カラ一 " ' ' ' …- 183 

ハー ド ディ スク "… ……一… 圍. + …" , "-495 

綱 齢 …' - ' …-' …-' '"'74 

PC PAL スーパーの ファイル 変換 -' '"'"188 

PC-WORD ひかり （MS-DOS) の ファイル 変換 …… …………一" … 189 

PC-WORI) ひかり （BASIO の ファイル 変換 … ' …… 189 

左 マ一 ジン * … "…… …- … ……十 98 

左^ ^ せ ' -… …… 166 

日付 セッ ト …… ' 一 112 

ひらがな 入力 -… * - ' * 61 

ひらがな 変換'…' ■ …… -… - ……- … 68 

mmwcz …- …り * …,' —― -'' 126 

リ i ' ^ 1") 

ファイル 名 - …- ……一 - - ' -'… 48 

ファンク ショ ン メニュ * - 25 

フォア カラ一 … ' …' …… ， '… … …一… ' ----183 

筏 介^ 変換 モ一 ド * …" …- …- ， ' ""65 

きざ …… ' '， ，… '…- … '…- …… + 176 

mmt …- ― ' …… - * …' ' ' -' 125 

滅魏" , + - + - * …- * , '…- 70 

フ' ズタ一 … …-' ' 124 

プリ ンタ一 - に ，'画"' ……- ,.124 

プリ ン タバッ ファ ' ' …-' 128 

プルダウン メ ニュ一 一… …" ' - … 25 

ブロ ック シート ……………，… …… …， …- + - 158 

文書 一^ ウイ ン ドウ + ' ' …- 〜■ 40 

文章 変換 モー ド …… ' "'一 - …- …一' … …' …'… … …… * 65 

文お 検^ ' "… ' - '- …… "108 

夂碰 〖1: + '， -…' き …' ' 113 

文： * 校 亚 の 条件文 * … 114 



文 凡 削除 "… ^ 〜，，，〜,,, 138 

文 ^タイ トル - …… 〜* ' 48 

文 サ ドライブ … 45 

文 普の コ ピー * , 136 

文 普の 厲性 ファイル "… , …… * 30 

文^の 並べ方…'， ' * …"…が 

文書 ファイル……"' , ' * 30 

文書 保存 ，' '… …一 ' …………一 ^ " 134 

文書 名の 変更 … '… * ,.，135 

文書 を 更新す る'……… + + + + …… ' ' - 44， 134 

文書 を 破棄す る ■■〜 …… …-… ^ …+… 44,134 

文節^ 位で 確定 " ' 胃 * , …" , 63 

文節の 区切り 学習 機能… + * ■"■ * ' — …… ,""65 

文末' -…… …… …… .■ …- …… , -… ■■ * 78 

ぺ―ス ト * * * --79 

別 文書と して 保 # …+ ' …" ' ' * ……- -, . …- 44 

ヘメ レフ。 メ ニュ * 

ペン 齊き ' ， 179 

変換 キー… ' ' * - …… -57 
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本 害 は ワープロ ソフト [オーロラ エース] の 多彩な 機能 を 目的 別に まとめた 操作 マニュアルです。 
豊富な 文字 サイズ や 文字 種、 マルチ ウィンドウ など、 画面 上で 印刷 や 編集 イメージ を 確認で きる 

オーロラ ェ―ス の 特性 を考 j« し、 85 点に 及ぶ 画面 写真、 * 富な 表示 例 を 掲載、 
短期間で 確実に キー 操 作が マスタ— できます。 また 第 1 部で は、 入力 前の * 礎 知識 を、 
第 2 都で は、 入力から 印刷までの 操作 手順、 応用 例 を 項目 別に まとめる 二と で 
目次、 索引 を もとに リファレンス ，マニュアルと しても 活用で きる よう 配 * されて います 
初心者、 上級 者 を 問わず、 ぜひ 手元に 置いて おきたい一 冊と いえる で しょう 




